
        
            
                
            
        

    
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　およそ十年ねんに一度ど、はるかかなたの新しん大たい陸りくを目め指ざし、古こ龍りゅうが海うみを渡わたる。

「古こ龍りゅう渡わたり」と呼よばれる、この奇き妙みょうな現げん象しょうを解かい明めいするため、ギルドは「新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん」を結けっ成せいし、新しん大たい陸りくへと調ちょう査さ団だんを送おくり込こんだ。

　それが今いまから四十年ねんぐらい前まえのこと。

　ニコとカナトは、その調ちょう査さ団だんの五回かい目めのメンバーとして、はるばる海うみを渡わたって、この新しん大たい陸りくへやって来きた。

「古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん」という名なで、「古こ龍りゅう渡わたり」解かい明めいが目もく的てきとしても、それ以い外がいに使し命めいがないわけじゃない。調ちょう査さ団だん員いんは、新しん大たい陸りくのあらゆる事こと柄がらを調ちょう査さしている。地ち形けい、生せい物ぶつ、環かん境きょう、すべてにおいて、ハンターひとりひとりの発はっ見けんが未み来らいへつながっている。
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　某ぼう刻こく、某ぼう所しょにて。秘ひ密みつの集しゅう会かいが行おこなわれていた。

　そう、秘ひ密みつ……人にん間げんたちは、誰だれも知しらない。




　中ちゅう央おうのランタンが、部へ屋やの中なかをいびつに照てらしていた。

「みんな、よく集あつまったニャ。定てい例れいのオトモ集しゅう会かいをはじめるニャ」

　ランタンの前まえに議ぎ長ちょうが立たち、集しゅう会かいの開かい始しを告つげた。

「今こん夜やのテーマは、『ご主しゅ人じんを確かく実じつに助たすけるタイミングについて』ニャ」

　人にん間げんは誰だれも知しらない、秘ひ密みつの集しゅう会かい……これは、オトモアイルーだけの集しゅう会かいなのだ。けっこうな数かずが集あつまっている。

「我われ々われはそれぞれハンターである旦だん那なさんに付ついて、この新しん大たい陸りくへやってきたオトモアイルーニャ。我われ々われの使し命めいは、ハンターさんをお手て伝つだいすることニャ」

　議ぎ長ちょうはもったいをつけて、わかりきったことを言いう。ここに集あつまっているのはすべてオトモアイルーなのだから、そんな前まえ置おきをする必ひつ要ようはない。それでも議ぎ長ちょうは毎まい回かい、同おなじことを語かたる。

「ハンターさんは人にん間げんであり、人にん間げんは我われ々われより身体からだが大おおきくていろんなことが出で来きるニャ。だけど、人にん間げんだから出で来きないこともあるのニャ。我われ々われは、小こ型がた獣じゅう人じん種しゅアイルーであるという特とく性せいを活いかし、ハンターさんの役やくに立たつのニャ」

　彼かれらが集あつまるこの部へ屋やは、人にん間げんからすれば場ば所しょも広ひろさも中ちゅう途と半はん端ぱな物もの置おきである。いったいいつから入いれられているのかわからないような、古ふるい荷に物もつが詰つめ込こまれている。

「ここは新しん大たい陸りくで、ハンターさんたちは『新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん』の団だん員いんニャ。我われ々われはそれを踏ふまえてオトモをしなければならないのニャ」

　わかりきったことをわざわざ言いうのは、最さい初しょからすぐに本ほん題だいへ入はいっても、アイルーたちがなかなか集しゅう中ちゅうしないためだ。ごそごそキョロキョロしていた者ものたちが、議ぎ長ちょうの長ながい前まえ置おきのうちに、ようやく落おち着つきはじめる。

　そう、我われ々われは「新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん」団だん員いんのオトモアイルーなのだ。使し命めいを持もって船ふねに乗のり、未み知ちの新しん大たい陸りくに渡わたってきた。その誇ほこりを思おもい出だし、それぞれ姿し勢せいを正ただす。

「思おもい出だして姿し勢せいを正ただす、ってことは、普ふ段だんは忘わすれてるわけだけどニャ」

　カナトはぼそりとつぶやいた。

　小ちいさな声こえなので、誰だれにも気きづかれていない。

「では、オトモアイルーとしての能のう力りょくを磨みがくために、今こん夜やもみなで語かたり合あうのニャ」

　議ぎ長ちょうの呼よびかけに、「おおーっ」「賛さん成せいニャ」などの声こえが上あがる。

　カナトもとりあえず、他ほかのアイルーたちと同おなじように腕うでを上あげて、「参さん加かするニャ」と意い思しを示しめした。

　場ばの空くう気きを乱みだすような態たい度どは取とらない。でも、積せっ極きょく的てきに意い見けんもしない。カナトは輪わの外そと側がわ寄よりのポジションで長ながい脚あしを組くんで他ほかのアイルーたちを見み下おろしていた。

　カナトは、クールなオトモアイルーである。

　毛け並なみはつややかな黒くろ、しなやかな身体からだつきと涼すずしい目めをした美うつくしいアイルーなのだ。

　人にん間げんの目めには、アイルーの差さなんて毛けの色いろと模も様ようぐらいしか違ちがいがわからないかもしれないが、そんなことはない。アイルーにしては脚あしが長ながいとか、目め鼻はな立だちが整ととのっているとか、いろいろあるのだ。……あるんだってば。カナトとしては、大おおいに主しゅ張ちょうしたい。オレほどかっこいいアイルーはそうそういないんだぞ、と。

　言いわないけどな、そんなこと。自じ分ぶんで「オレはイケてるアイルーニャ」とか言いうのは、かっこわるい。「かっこいい」というのは、他た人にんから言いってもらうからこそ、かっこいいのだ。だから、自じ分ぶんで思おもっていても、口くちには出ださない。でも、誰だれかに「かっこいい」と言いって欲ほしいと思おもっている。

　カナトは、そういうアイルーだった。……つまり、自じ分ぶんで思おもっているほど、クールじゃない。

「新しん大たい陸りくならではのハンターさんを助たすける方ほう法ほう、回かい復ふくミツムシの使つかい方かたについて、話はなし合あうニャ」

　回かい復ふくミツムシとは、この新しん大たい陸りくに生せい息そくする虫むしで、回かい復ふく効こう果かのある蜜みつをおなかにためこんでいる。その蜜みつを浴あびれば体たい調ちょうが回かい復ふくするため、モンスターの狩しゅ猟りょうや大たい陸りくの探たん索さくに大おおいに役やく立だつ。

　オトモアイルーは、お香こうを使つかってこの回かい復ふくミツムシを呼よび寄よせることが出で来きる。

「モンスターに遭そう遇ぐうしたら、とにかくお香こうを焚たいて、回かい復ふくミツムシを呼よび寄よせておくといいんじゃないかニャ」

「早はやく呼よび過すぎても、結けっ局きょく用ようがなかったりするニャ」

「でも、いざというときに間まに合あわないよりいいニャ」

「うちの旦だん那なさんは気きが小ちいさくて、いつもいつも回かい復ふくミツムシを呼よべって言いうニャ。用よう事じがなくても呼よんでおかなきゃ気きが済すまないのニャ」

「せっかく呼よんでも、旦だん那なさんがどんどん走はしって行いくから、おいてけぼりになったり」

「あるある、あるニャ。自じ分ぶんで遠とおくに行いったくせに、文もん句く言いうのニャ」

　真ま面じ目めに話はなしているんだけど、アイルーたちの「話はなし合あい」はすぐに脱だっ線せんする。議ぎ長ちょうがいたところで、話はなしがそれるのは変かわらない。

「ものすごくがんばってるときはこっちを見みてないくせに、ちょっとさぼってるときばっかこっちを見みるのニャ」

「あるある」

「あれって不ふ思し議ぎニャ。どうしてひと休やすみしてるときばっかり、旦だん那なさんと目めが合あうのかニャ？」

「さぼっていると目めが合あうの法ほう則そく？」

「ジャムを塗ぬったパンを落おとしたとき、いつもジャム側がわが下したを向むいて落おちる法ほう則そくと同おなじにおいがするニャ」

「ジャムのにおい？」

「おいしそうなにおい？」

「おなかすいたニャ」

　それでもアイルーたちは大おお真ま面じ目めなのだ。

「旦だん那なさんが『本ほん当とうに困こまった、助たすけてくれ！』と心こころの中なかで思おもっているその瞬しゅん間かんに、ぱしっと回かい復ふくミツムシの蜜みつを振ふりまけたら、最さい高こうニャ」

「それこそオトモアイルーの望のぞみニャ」

「そうするには、どのタイミングで回かい復ふくミツムシを呼よべばいいか？　……なのニャ」

　話はなしはぐるぐる回まわって、結けつ論ろんは出でそうにない。

「ようするに」

　黙だまって聞きいていたカナトが、口くちを出だした。

「重じゅう要ようなのは、ハンターとの信しん頼らい関かん係けいニャ」
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　アイルーたちがいっせいにカナトを振ふり向むく。カナトは第だい五期き調ちょう査さ団だんとして新しん大たい陸りくへやって来きたオトモアイルーなので、この中なかではいちばん新しん参ざんの一匹ぴきだ。

「最さい良りょうのタイミングといっても、ハンターごとに違ちがってくるニャ。使つかう武ぶ器きも動うごきのクセも、ひとりひとり違ちがうわけだからニャ。回かい復ふくミツムシを使つかうタイミングも、答こたえはオレたちオトモアイルー一匹ぴき一匹ぴきの胸むねの内うちにあるってことニャ」

　カナトが深ふかみのある声こえで語かたると、みな感かん心しんした。

「なるほどニャ」

「うちの旦だん那なさんのクセは、オトモであるボクにしかわからないわけニャ」

「信しん頼らいか。その通とおりだニャ」

「さすがカナト。ベテラン・オトモアイルーは言いうことが違ちがうのニャ」

　調ちょう査さ団だん員いんとしては新しん参ざんでも、オトモアイルーとしてのキャリアは長ながい。ハンターとのコンビも長ながく、厚あつい信しん頼らいで結むすばれている。カナトはそのクールなたたずまいと発はつ言げんから、「ベテラン・オトモアイルー」として、一いち目もくを置おかれているのだった。

「……大たいしたことはないニャ」

　フッと笑わらい、目めを伏ふせる。よっしゃ、今いまのオレ、絶ぜっ対たいかっこいい。……内ない心しん、ガッツポーズだ。




　第だい五期き調ちょう査さ団だんで、新しん大たい陸りくにやって来きたばかりの新しん参ざん者もの。ということは、カナトがどういうアイルーなのか、よく知しっている者ものが周しゅう囲いにいないということ。

　だから、「ベテラン・オトモアイルー」の振ふりをすることも簡かん単たん。

　カナトはオトモアイルーになったばかりで、今いまのハンターとも組くんだばかり。信しん頼らいも経けい験けんもなにもない、ド初しょ心しん者しゃオトモアイルーだったりするのだが……。

「べつに、嘘うそはついてないニャ。オレは自じ分ぶんからベテランだとかクールだとか、言いってないからニャ」

　カナトはつぶやく。自じ分ぶんからはなにも言いってないんだから、罪つみはないはず。

　ただ、ベテランぶって、クールな振ふりをしているってだけで。
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　カナトは、ハンターのニコと共ともに、古こ代だい樹じゅの森もりへ来きていた。

　新しん大たい陸りくの調ちょう査さ拠きょ点てんアステラに近ちかい、大おおきな森もりだ。

　中ちゅう央おうに巨きょ大だいな古こ代だい樹じゅがそびえ、それを取とり巻まくように森もりが広ひろがっている。様さま々ざまな植しょく物ぶつ、動どう物ぶつ、昆こん虫ちゅうなどが生せい息そくし、どこを見みても命いのちの息い吹ぶきを感かんじる。

　小ちいさなアイルーには、植しょく物ぶつのしげみひとつとっても大おおきな壁かべだ。避よけて通とおったり波なみに飛とび込こむようにあえて身体からだを沈しずめて中ちゅう央おう突とっ破ぱしたり。ハンターに付ついて歩あるくだけでも大たい変へん。

　ハンターのニコが、カナトを振ふり返かえることはない。カナトなど最さい初しょからいないと思おもっているかのように、まったく興きょう味みを示しめさない。

「……ったく、身体からだの大おおきさの差さを考かんがえろっていうのニャ」

　ただでさえ人にん間げんとアイルーでは体たい格かくがまったく違ちがうのに、ニコはかなりの大おお男おとこだ。彼かれが体たい格かくに見み合あった長ながい大おおきな脚あしでズカズカ進すすむと、あとを追おうカナトは全ぜん力りょく疾しっ走そうするはめになる。

　大おおきく張はり出だした枝えだを避よけて、地じ面めんをはっている虫むしを避よけて、四本ほんの脚あしを使つかって走はしる。アイルーは二本ほんの前まえ脚あしで器き用ように武ぶ器きや道どう具ぐを使つかうし、普ふ段だんは後うしろ脚あしで立たって二足そく歩ほ行こうしているけれど、ニコのスピードに付ついていくためには四本ほん脚あしで走はしった方ほうが速はやい。

「ぶっ」

　勢いきおいをつけて走はしっていたのに、ニコが突とつ然ぜん立たち止どまったために、脚あしにまともにぶつかってしまった。ニコはびくともせず、カナトだけが吹ふっ飛とぶ。

「急きゅうに止とまるニャ！」

　カナトが文もん句くを言いっても、ニコは振ふり返かえらない。背せ負おっていた巨きょ大だいなハンマーをかまえる。

「え、いるのニャ？」

　カナトはしりもちをついたまま、周しゅう囲いを見み回まわす。まったく、森もりの中なかときたら、どこもかしこも見み通とおしが悪わるい。

　ニコはなにも言いわない。この男おとこは無む口くちで、必ひつ要よう最さい低てい限げんしかしゃべらないのだ。

　いや、必ひつ要よう最さい低てい限げんすら、しゃべらないニャ。相あい棒ぼうがたずねているんだから、返へん事じするべきだろうに。カナトは心こころの中なかで突つっ込こむ。

　いるのか？　と聞きいているのはつまり、モンスターが近ちかくにいるのか？　という意い味みだ。重じゅう要よう事じ項こうだろう、しゃべるべきだろう。

　生せい命めいにあふれたこの森もりには、モンスターも多おおく生せい息そくしている。穏おだやかな性せい質しつの草そう食しょくモンスターから、どう猛もうな肉にく食しょくモンスター、小こ型がたから大おお型がたまで、様さま々ざまに。

　だからこそ調ちょう査さ団だんの団だん員いんは、モンスターを狩しゅ猟りょうする技ぎ量りょうを持もつハンターが務つとめているのだ。

　前ぜん方ぽうのしげみが音おとをたてた。動うごく影かげが見みえる。

　間ま違ちがいない、モンスターだ。

　カナトも立たち上あがり、武ぶ器きを抜ぬく。

　ニコの広ひろい背せ中なかから、覇は気きがたちのぼる。オーラとでも呼よべばいいのだろうか、ただ者ものではない空くう気きを発はっするのだ。

　そうそう、これニャ。カナトは思おもう。コレがあるから、オレはこいつを選えらんだのニャ。

　ニコとは、新しん大たい陸りくへ渡わたる直ちょく前ぜんに知しり合あった。向むこうはオトモアイルーを探さがしていて、カナトはオトモをするハンターを探さがしていた。

　ニコがどんなハンターなのかまったくわかっていなかったが、心こころを決きめたときにたちのぼる覇は気きが、彼かれがただ者ものでないことを表あらわしていた。

　五期き団だんは新しん大たい陸りくでは新しん参ざんなので、どんなベテランもみな下か位いのクエストからスタートするし、身みに着つける武ぶ器きも防ぼう具ぐも特とく別べつな物ものではない。はじめてのフィールドで、はじめてのモンスターと対たい峙じし、実じつ力りょくを示しめしていくことになる。

　ニコがかまえるハンマーに、傷きずも汚よごれもほとんどないのは、武ぶ器きに傷きずをつけることなく狩しゅ猟りょうできるだけの腕うでがある証しょう拠こだろう。ニコの体たい格かくには、ハンマーがとてもよく似に合あう。

　オレの目めに狂くるいはないニャ。こいつはスゴ腕うでニャ。オレがオトモをするにふさわしいのニャ。

　さあ来こい、モンスター。どんな手て強ごわいヤツが現あらわれても、オレのハンターがこてんぱんに……。

　カナトの前まえにあったニコの背せ中なかが動うごいた。巨きょ体たいに似に合あわぬすばやさだ。そのすばやさでもって。

「えっ？」

　ニコは、しげみの中なかに隠かくれた。

　大おおきな身体からだを、ずぼっと無む理り矢や理り葉はの中なかへ隠かくす。

「えええっ!?」

　カナトは完かん全ぜんに出で遅おくれた。というか、取とり残のこされた。前ぜん方ぽうのしげみからは、ジャグラスの群むれが現あらわれた。小こ型がたモンスターだが、不ふ用よう意いに近ちかづいていい相あい手てじゃない。

　なんで？　なんで隠かくれる？　武ぶ器きをかまえて覇は気きをゆんゆん出だしながら、なぜ隠かくれるんだ、おかしいだろう！

　仕し方かたなくカナトはとっさに地じ面めんへもぐった。地ち中ちゅうへ隠かくれるのはアイルーの得とく意い技わざのひとつ。

　ジャグラスの群むれにアイルー一匹ぴきで向むかっていくほどバカじゃない。ここは逃にげるに限かぎる。

　ジャグラスは近ちかづくと攻こう撃げきしてくるけれど、距きょ離りを取とればやり過すごせる。しばらく経たってから、カナトは地ち上じょうへ戻もどった。

　思おもった通とおり、ジャグラスの群むれはいなくなっている。

　変かわらず濃こい緑みどりがしげるのみだ。

「……だからなんで、ニコまでいないのニャ」
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　ニコがなにを考かんがえているのか、まったくわからない。

　オトモアイルー仲なか間まの前まえで「ハンターとの信しん頼らい関かん係けい」についてえらそうに語かたったが、実じつのところカナトとニコの間あいだにはそんなものまったく存そん在ざいしない。

　新しん大たい陸りくへ行いきたいがために組くんだ、即そく席せきコンビだ。

　大おおきな身体からだ、太ふとい腕うで、長ながい脚あし、無む口くちで無む造ぞう作さな態たい度ど、いかつく見みえる顔かおも、よく見みればけっこう整ととのっている。よし、オレがクールでスマートだから、相あい棒ぼうはこういうワイルドタイプが絵えになるニャ。

　ワイルドなハンターがパワーでがしがし進すすみ、クールでスマートなオトモアイルーが補ほ佐さをする。……なにそれ理り想そうのコンビ、かっこいい。

　そう夢ゆめ見みてニコのオトモアイルーになったのに。

「思おもったのと違ちがうニャ……」

　ニコに置おいていかれたカナトは、しぶしぶ森もりの中なかを歩あるいていた。どこに行いったんだ、まったく。

　おいてけぼりなんて、かっこわるい。

　かっこいいことにこだわるカナトは、自じ分ぶんが強つよくないことを自じ覚かくしている。

　力ちからはない。初しょ心しん者しゃなので、経けい験けんもない。

　だから目め指ざす姿すがたとしてイメージしているのは、テクニックに長たけたオトモアイルーだ。

　パワーで押おし切きるハンターを、華か麗れいなテクニックで補ほ佐さするオトモアイルー。クールに、かっこよく。

　とりあえず今いまは、初しょ心しん者しゃオトモアイルーだとばれないように、うまく立たち回まわらなきゃ。

　カナトは周しゅう囲いの空くう気きを読よみ、それらしくふるまうのが得とく意いだ。

「オレって頭あたまいいからニャ」

　いや、それよりも「かっこつけたい」気き持もちが強つよすぎる結けっ果か、空くう気きを読よむ力ちからが自し然ぜんに身みに付ついたのかもしれない。

「それにしても、ニコはどこ行いったのニャ……」

　ニコとクエストに出でるのはまだほんの数すう回かい目め。わからないことが多おおいのは仕し方かたない。

　今こん回かいはケストドン十二頭とう討とう伐ばつというクエストで、この古こ代だい樹じゅの森もりへ来きている。

　ケストドンは小こ型がたの草そう食しょくモンスターで、群むれで行こう動どうしている。凶きょう暴ぼうではないが、討とう伐ばつするとなると一頭とうではなく群むれ全ぜん体たいを同どう時じに相あい手てすることになるため、油ゆ断だんは禁きん物もつ。数かずで囲かこまれるのは避さけたい。

　そのため、ニコとカナトだけではなく、ハンター・ノアとそのオトモアイルー・桜さくら丸まるの合ごう計けい四名めいで討とう伐ばつにやって来きた。

　森もりに入はいってすぐに、ノア＆アンド桜さくら丸まるとは別べつ行こう動どうになった。どちらのコンビも五期き団だんで、新しん大たい陸りくに来きてまだ間まもない。調ちょう査さ拠きょ点てんアステラのすぐ近ちかくとはいえ、単たん独どく行こう動どうはよろしくない。

　カナトとしては、四名めい固かたまって行こう動どうするべきだと思おもったのだけど、ノアが「オレたちは勝かっ手てにやるから」とさっさと行いってしまった。ニコはなにも言いわないし。

　ニコはひとりでケストドンを探さがしているのだろう。

「オトモ仲なか間まの情じょう報ほうでは、ケストドンは水みず辺べにいることが多おおいニャ。ここから近ちかい水みずのあるところは、と」

　地ち図ずを確かく認にんして、水みず辺べを目め指ざす。

　途と中ちゅうジャグラスの群むれも見みかけたが、大おおきく回まわり道みちをして事ことなきを得えた。

「あ、いたニャ」

　見みつけたのは、ケストドンとニコ、両りょう方ほうだ。

　崖がけの上うえに出でたカナトは、下か方ほうの水みず辺べに数すう頭とうのケストドンと、それに対たい峙じするニコを見みつけた。

「ここからは飛とび降おりれない……あっちニャ！」

　すぐ近ちかくに見みえても、ぐるりと回まわらないと下したへは降おりられない。じれったいけれど、急いそがば回まわれ。

　一いち目もく散さんに走はしるカナトは、周しゅう囲いの空くう気きが変かわったことに気きづくのが遅おくれた。

　鳥とりが羽はばたき、小しょう動どう物ぶつが逃にげていく。

　ジャグラスの群むれまであわただしく移い動どうしていた。

「……？　なんだニャ？」

　森もりの奥おくを、ズシンズシンと音おとをたてて、一頭とうのモンスターが歩あるいていく。
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　鋭するどい牙きばと大おおきな顎あごを持もつ、肉にく食しょくの大おお型がたモンスターだ。まとっている雰ふん囲い気きが尋じん常じょうじゃない。

　ただ歩あるいているだけでも、威い圧あつ感かんがある。

　周しゅう囲いからは、小しょう動どう物ぶつたちだけでなく、小こ型がたのモンスターたちも逃にげ出だして行いき、進しん路ろを空あける。

　そのモンスターの前まえに、道みちが出で来きる。

「おー……」

　少すこし離はなれたしげみから、目めだけ出だしてカナトはそのモンスターを眺ながめた。

「あれが《蛮ばん顎がく竜りゅう》アンジャナフか……おっかないニャ」

　とてもじゃないが、近ちか寄よれない。よほど経けい験けん豊ほう富ふな、腕うでの立たつハンターでないと、アンジャナフ狩しゅ猟りょうは難むずかしい。

　新しん大たい陸りくへやって来きたばかりのカナトとニコでは、歯はが立たたないことはわかりきっている。

「自じ分ぶんの技ぎ量りょうを見み極きわめている、てのはクールニャ」

　フッ、と笑わらって、カナトはまた走はしり出だした。

　崖がけの上うえから見みえた水みず辺べへ向むかって。

　アンジャナフが通とおり過すぎたおかげで、周しゅう囲いに小しょう動どう物ぶつやモンスターがいなくなって、走はしりやすい。

「ニコ！」

　水みず辺べへたどり着ついたカナトは、まずはミツムシ寄よせのお香こうを焚たいた。ニコがどのような状じょう態たいであるかわからなかったが、回かい復ふくさせてまずいことはないだろう。

　お香こうに引ひき寄よせられて、蜜みつをためこんだミツムシが現あらわれた。

「さあ、ニコのところへ行いくのニャ」

　そのミツムシにつかまり、ニコへ向むかって飛とぶ！

　ニコは四頭とうのケストドンに囲かこまれている。そのうち、二頭とうは明あきらかに身体からだが大おおきい。ケストドンは雄おす雌めすで形けい状じょうが違ちがうという特とく徴ちょうがある。大おおきな二頭とうは雄おすだろう。

　固かたい甲こう殻かくにおおわれた身体からだで、ドシンドシンと頭ず突つきを喰くらわせてくる。一頭とうならばともかく、四頭とう同どう時じは分ぶが悪わるい。

　カナトはニコの頭あたまの上うえでミツムシの蜜みつを振ふりまき、自じ分ぶんは地じ面めんを転ころがって離はなれた。

「フッ、完かん璧ぺきなテクニックニャ」

　思おもわず、自じ画が自じ賛さん。

　回かい復ふくミツムシをどう飛とばすかは、アイルーの腕うでの見みせどころだ。新しん大たい陸りくに来きてから、カナトはミツムシの扱あつかいについて、かなり練れん習しゅうした。目め指ざせクールなテクニシャン！

　ニコの傷きずは無ぶ事じに回かい復ふくしたらしい。大だい胆たんに攻こう撃げきに転てんじた。

　ドォーーン！

　振ふり下おろしたハンマーが、身体からだの小ちいさな雌めす二頭とうを吹ふっ飛とばした。

「オレに任まかせるニャ！」

　カナトは武ぶ器きを抜ぬいて、倒たおれた雌めす二頭とうに向むかって走はしった。数かずに囲かこまれるのがいちばんよくないのだ、カナトがあの二頭とうを引ひき受うける！

「我われながら、クールなアシストぶりニャ」

　そう、ニヤリと笑わらってつぶやいたのだが……。

　カナトが追おいつく前まえに、細ほそ身みの影かげが現あらわれた。

「えっ？」

　シャキン、と小こ気き味みの良よい音おとがする。

「へへ、もーらいっと」

　現あらわれたのは、ハンターのノアだった。

　倒たおれたケストドンに、双そう剣けんで止とどめを刺さす。

　そんな、あとから来きてずるいニャ。……と、喉のどまで出でかかった言こと葉ばを飲のみ込こむ。「ずるい」なんて、クールな男おとこが口くちにする言こと葉ばではない。

　倒たおれたモンスターに止とどめを刺さすだけだったとしても、狩かりの手て助だすけをしてくれたことは確たしかなのだから、ここまではいい。

　だがノアは、動うごかなくなった雌めすのケストドンから、素そ材ざいを剥はぎ取とろうとした。

「そんなことより、ニコの援えん護ごをするニャ」

　ニコはまだ、大おおきな雄おすのケストドン二頭とうと対たい峙じしている。

「えー？　さっさと剥はぎ取とらないと、ダメになっちゃうっしょ？」

　確たしかに、剥はぎ取とりはモンスターを狩かってすぐに行おこないたいものだ。でも、なおもモンスターと対たい峙じしている仲なか間まがいるのに、自じ分ぶんだけが報ほう酬しゅうを得えようとするのはエチケット違い反はんだろう。

「すみませんニャ、うちのハンターが強ごう欲よくで」

　ノアのオトモアイルーの桜さくら丸まるが代かわりに謝あやまる。

「誰だれが強ごう欲よくだ。ニコラスはスゴ腕うでだから、ケストドンの雄おすぐらい、なんでもないだろ」

　ノアは「へっへっへ」といやらしく笑わらいながらなおも剥はぎ取とりを続つづけ、援えん護ごする気きはなさそうだ。

「ま、まあニャ、たしかにうちのニコはスゴ腕うでだけど……」

　スゴ腕うで、だと思おもってオトモになったけど。さっきはジャグラスの群むれを隠かくれてやり過すごしていたよな……ほんとにスゴ腕うでなのかな……？　いやいや、ニコはスゴ腕うでだって！

　ここでカナトがうろたえると、ニコの評ひょう判ばんに響ひびく。カナトはあえてなんでもない顔かおで続つづけた。

「腕うでがどうこうじゃなく、モラルの話はなしニャ。仲なか間まの援えん護ごが先さきニャ」

「モラル。へへっ、モラルときたかー。難むずかしい言こと葉ば使つかうねえ、このアイルーくんは」

「すみませんニャ、うちのハンターがバカで」

「おいこら。誰だれがバカだ。オレだってモラルぐらい知しってるぞ。アレだろ、アレ。なんかわかんねーけど、守まもらなきゃならないやつだろ？」

「すみませんニャ、うちのハンターがほんとにバカで」

　モラルっていうのは、品ひん性せいとか正ただしい行こう動どうとか、生いきる上うえでの大たい切せつな姿し勢せいのことニャ、と桜さくら丸まるがノアに説せつ明めいをはじめたが、ノアは説せつ明めいの最さい初しょの段だん階かいで「けっ」と言いってそっぽを向むいてしまった。

　そんなやりとりをしているうちに、雄おすのケストドンがどすんっと目めの前まえに吹ふっ飛とんできた。ニコのハンマーが命めい中ちゅうしたようだ。

「おっ、獲え物もの獲え物もの♪」

　ノアはまた、さくっと止とどめを刺さして、剥はぎ取とりにかかる。

「ちょっと、それって……」

　カナトはとがめようとしたが、大おおきな影かげが近ちかづいたのでそちらを振ふり返かえった。もう一頭とうのケストドンも仕し留とめたニコが、合ごう流りゅうしてきたのだ。

　四頭とういたケストドンは、結けっ局きょくノアが三頭とう狩しゅ猟りょうし、ニコは一頭とうだけという計けい算さんになる。

「いやあ、なかなかやるよな、アンタ。ケストドンの群むれをひとりで蹴け散ちらすなんて。この調ちょう子しで残のこりもちょちょいっとやっちまおうぜ」

　ノアはへらへら笑わらって言いう。

　なんだこいつ、かっこわるいヤツだニャ。カナトはノアの締しまらない顔かおを見みて思おもう。ノアは気き取どった髪かみ型がたをした美び男なん風ふうのハンターだが、浮うかべている表ひょう情じょうがこれでは台だい無なしだ。自じ分ぶんで努ど力りょくせずに、ニコを利り用ようしようっていうのか。

「ニコラスさん、すみませんニャ。うちのハンターはこういう人ひとなんで、ご迷めい惑わくかとは思おもいますが、最さい後ごまでおつきあいをお願ねがいしますニャ」

　反はん対たいに桜さくら丸まるは、やたら丁てい寧ねいで腰こしも低ひくく、善ぜん良りょうそうだ。標ひょう準じゅんより少すこし小こ柄がらなアイルーで、地じ味みな毛け並なみと顔かおつきをしている。

　なにか言いってやれ、とカナトはニコを見みやったが。

「はい、こちらこそ、よろしくお願ねがいします」

　ニコは岩いわのように固かたくこわい顔かおのまま、言こと葉ばだけ丁てい寧ねいに返かえした。

「……えーと、ニコラスさん、怒おこってますニャ？」

　桜さくら丸まるがびびって、カナトをつついてくる。さ、さあ？　カナトにも、ニコの感かん情じょうは読よめない。……けれど、そんなことは言いえない。なにしろニコとカナトは信しん頼らいし合あった相あい棒ぼう同どう士しだからだ。

「そんなことないニャ。ニコはもともとこういう顔かおニャ」

　カナトは適てき当とうなことを言いった。ノアをずるいと思おもうけれど、こんな小こ物もの相あい手てに「ずるい！」と怒おこるより、「なんでもないさ」とする方ほうがかっこいいと判はん断だんしたので。

　ニコが怒おこっていても、ここは怒おこっていない、ということにしよう。

「よかったですニャ」

「さあ、時じ間かんがもったいないぜ、次つぎ行いこう、次つぎ！」

　ノアは別べつ行こう動どうをやめたらしい。ニコと一いっ緒しょの方ほうが楽らくだと思おもったのだろう。

　ニコは黙だまって歩あるき出だす。怒おこっているのかどうか、よくわからない。

　ニコを先せん頭とうにして、ノア、カナトと桜さくら丸まるが続つづいた。堂どう々どうたる体たい格かくのニコがこのメンバーの先せん頭とうにいるのは自し然ぜんな姿すがたに見みえる。

「迫はく力りょくありますニャ、ニコラスさん」

　桜さくら丸まるがとなりを歩あるくカナトに話はなしかけてきた。

「まあね」

　事じ実じつなので、カナトはうなずく。

「きっとすごく強つよいんですニャ。歴れき戦せんの勇ゆう士しっぽいですニャ。かっこいいですニャ」

「まあね」

「カナトさんもすごいですニャ。あのおっかないニコラスさんのこと、『ニコ』なんてあだ名なで呼よんでて、強つよい絆きずなが感かんじられますニャ」

「……まあね」

　ニコラスをニコと呼よぶことにしたのは、まさにその「絆きずな」を感かんじさせるためだ。

　そもそも、最さい初しょに出で会あったときからニコはずっと怒おこっているようなこわい顔かおをしていて、「相あい棒ぼうになるんだから、笑え顔がおくらい見みせるニャ。ほら、ニコッと」と言いったら、こわい顔かおのまま「笑わらうのは苦にが手てで……」と返かえされた。

　それなら、オレはオマエのことを「ニコ」と呼よぶニャ。ニコッと笑わらうのがヘタな「ニコ」ニャ！　……そう言いい渡わたしたのがはじまりだ。初しょ対たい面めんからカナトもけっこう言いいたいことを言いっていたわけだが、それについてニコはなにも言いい返かえさない。

　大おおきくて強つよい男おとこだから、細こまかいことは気きにしないのかもしれない。

「そっちのハンターさんは、なかなか個こ性せい的てきニャ」

　カナトが言いうと、桜さくら丸まるは「とほほ」と顔かおをくもらせた。

「すみませんニャ、うちのハンターはバカで小こずるくてナマケモノなんですニャ。顔かお以い外がい取とり柄えのない人にん間げんですが、どういう奇き跡せきか調ちょう査さ団だんに入はいれて……」

「ゴルァ、後うしろでなにごちゃごちゃ言いってんだ。オレ様さまが調ちょう査さ団だんに入はいれたのは、腕うでが立たつからだ、決きまってるだろ」

「確たしかに腕うではそこそこいいんですが、なにしろ性せい格かくがアレで……」

「だから、いちいちうるせぇぞ！」

「バカで小こずるくてナマケモノなのは、否ひ定ていしないのニャ？」

「うるせぇ！」

　否ひ定ていしないだけあって、ノアは本ほん当とうに小こずるかった。残のこりのケストドンも、ニコひとりに対たい峙じさせ、自じ分ぶんは安あん全ぜんなところから口くちだけ出だして、止とどめと剥はぎ取とりにだけ出で向むいた。

　カナトは腹はらを立たてて文もん句くを言いうが、ニコがなにも言いわないので、途と中ちゅうで口くちをつぐむことになる。

　ずるくてかっこわるいノアも問もん題だいだが、これだけあからさまに利り用ようされてなにも言いわないニコにも問もん題だいはある。

　こいつほんとに、なに考かんがえてんだニャ……。カナトは内ない心しん疑ぎ問もんだらけだったが、

「ニコは大おお物ものだからニャ」

　と言いって、その場ばを取とりつくろった。

　ハンター・ニコは、カナトが期き待たいしたタイプのハンターではないような気きがする……。
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　調ちょう査さ団だん員いんは、新しん大たい陸りくのあらゆる事こと柄がらを調ちょう査さしている。

　ゆえにモンスター狩しゅ猟りょうだけではなく、フィールド探たん索さくも団だん員いんの重じゅう要ような仕し事ごとである。

　……ということは、わかっているのだが。

「なあ、また探たん索さくするのニャ？」

　ニコはモンスター狩しゅ猟りょうクエストにはほとんど行いかず、もっぱら探たん索さくばかりしている。それも、調ちょう査さ拠きょ点てんアステラの近ちかく、古こ代だい樹じゅの森もりばかりだ。

　古こ代だい樹じゅの森もりにもモンスターはいろいろいるが、ニコときたらモンスターと遭そう遇ぐうすると、見みて見みぬ振ふりをしたり、しげみにかくれたりして、積せっ極きょく的てきに狩かろうとしない。

　ニコが古こ代だい樹じゅの森もりで探さがしているのは、モンスターの痕こん跡せきだ。

　森もりのあちこちで、モンスターの足あし跡あとや爪つめ痕あと、食しょく事じのあとなどがしばしば発はっ見けんされる。それによってモンスターの生せい息そく区く域いきや縄なわ張ばり、行こう動どうを調しらべることが出で来きる。

　ニコは大おおきな身体からだで地じ面めんにはいつくばるようにして痕こん跡せきを探さがす。ひょろりとした学がく者しゃがやるならわかるが、たくましい青せい年ねんが立りっ派ぱな武ぶ器きをかついだままやっている姿すがたは、なんとも収おさまりの悪わるい光こう景けいだ。

「かっこわるいニャ……」

　ニコの外がい見けんなら、どう猛もうな大おお型がたモンスターに単たん身しん向むかっていく……のが、ふさわしいのに。

「またこれだ」

　カナトがため息いきをついている横よこで、ニコは目めを輝かがやかせて木きのみきを見みつめている。なにやら痕こん跡せきがあるようだった。

　それは足あし跡あとでもなければ、爪つめ痕あとでも、はいずった痕あとでもなかった。誰だれかが書かいた落らく書がきのようだ。
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「落らく書がき……？」

　カナトものぞき込こんで、首くびをひねる。モンスターの痕こん跡せきというのは、移い動どうしたときなどに自し然ぜんと残のこってしまうものであって、わざと残のこすモノではない。

　でも木きのみきに書かき付つけられたこれは、誰だれかがわざわざ書かき記しるしたものだ。

「前まえに来きたときも見みかけたんだ」

　口くち数かずの少すくないニコが、めずらしく重かさねて声こえを出だす。

　ニコは地ち図ずを出だして熱ねっ心しんに書かき入いれる。

「ひょっとしてニコ、この落らく書がきが気きになってるのニャ？」

　カナトがなんとはなしに言いうと、ニコはすごい勢いきおいで振ふり返かえった。

「ちょ、なんで目め、見み開ひらくの、こわいニャ、呪のろわれそうニャ……！」

　めちゃくちゃびびったが、呪のろわれるわけではなく、ニコは無む言ごんで首くびをぶんぶん上じょう下げに振ふった。子こどものような仕し草ぐさだ。

「そっか、この落らく書がきが気きになってるのニャ」

　たしかに、不ふ思し議ぎな落らく書がきだ。

「ちょっと地ち図ずを見みせて。前まえに見みかけた場ば所しょも、書かいてあるのニャ？」

　ニコは地ち図ずを差さし出だし、書かき込こんだマークを指ゆびで示しめす。

　謎なぞの落らく書がきは、一いっ定ていのエリアで比ひ較かく的てき多おおく発はっ見けんされていた。

　ニコがここ数すう日じつ、探たん索さくばかりしていたのはこの落らく書がきの謎なぞを解ときたかったからかもしれない。

「……それならそうと、さっさと言いうニャ……」

　なんの目もく的てきで歩あるき回まわってるかわからなくて、無む駄だにやきもきしたじゃないか。カナトとニコは基き本ほん的てきなコミュニケーションが取とれていない。

「落らく書がきはこのあたりでよく発はっ見けんされてるニャ。なにか意い味みがあるのかもしれないから、このあたりを重じゅう点てん的てきに探さがすニャ」

　ニコはぶんぶんと首くびを縦たてに振ふる。顔かおはこわいが、積せっ極きょく的てきにうなずいているようだ。

「落らく書がきだから、地じ面めんより木きとか岩いわとかを探さがした方ほうがいいニャ」

「…………！」

「なんでそんな驚おどろいた顔かおするニャ。自じ分ぶんが落らく書がきすることを考かんがえたら、想そう像ぞうつくニャ」

「なるほど……！」

　落らく書がきを探さがして、地じ面めんにはいつくばっていたのか……。

　もちろん、地じ面めんに落らく書がきする場ば合あいもあるだろう。「残のこってしまった」のではなく、「意い志しを持もって書かく」のだから、どこにでも書かける。

　ただ、他ほかのモンスターに踏ふまれて消きえるかもしれないところより、木きのみきだとか岩いわ肌はだだとかに書かく方ほうがいいに決きまっている。

「なにかを訴うったえたくて書かいてるわけだろ。消きえないこと、見みえる場ば所しょであること、てのは、想そう像ぞうが付つくニャ」

「訴うったえる？」

「ふつうに考かんがえれば、縄なわ張ばり？　ここはオレたちのテリトリーニャ！　って」

「なるほど」

「それと、この落らく書がきの主ぬしは、身体からだが大おおきくないみたいニャ。落らく書がきの位い置ちからして、かなり小こ柄がらなんじゃないかニャ」

「…………」

　ニコはじーっとカナトを凝ぎょう視ししている。鬼おにのようなおそろしい顔かおつきだ。

「ななななにかニャ。なにを怒おこって……」

「すごい」

「ニャ？」

「探さがすぞ」

「う、うん……」

　ニコの言げん動どうはわからない。わからないが、目もく的てきがはっきりしたから、カナトは動うごきやすい。落らく書がきをたどって、次つぎの落らく書がきを見みつける。地ち図ずに位い置ちを書かき込こみ、全ぜん体たいから次つぎの位い置ちの見けん当とうを付つける。

「もっと手てがかりが集あつまれば、導しるべ蟲むしが使つかえるだろうけどニャ」

　新しん大たい陸りくには「導しるべ蟲むし」という虫むしがいて、ハンターが求もとめるモノへ導みちびいてくれる。

　だが、この謎なぞの落らく書がきに関かんしては、手てがかりが足たりなくて導しるべ蟲むしがアテにならず、カナトの読よみの方ほうが正せい確かくだった。

　オレだったら、ここに書かいたら次つぎはこのへんに書かく……あ、あったニャ。ここに書かいたなら、次つぎはもっと高たかい位い置ちかニャ……あ、あったニャ。

　そうやって、落らく書がきを追おいかけて、森もりの奥おくへ奥おくへ分わけ入いっていく。

「こんな場ば所しょがあったのニャ……」

　古こ代だい樹じゅの森もりには何なん度ども来きているが、こんな場ば所しょに来きたのははじめてだ。

「あ、また落らく書がき。……ていうか、道みちなのかニャ、これ？」

　落らく書がきがなければ、歩あるこうとは思おもわない。道みちというか、からまった枝えだの上うえだ。

　古こ代だい樹じゅのいくつもの枝えだがからみ、ツタがからみ、網あみのようになった上うえを歩あるいている。知しらないうちに、ずいぶん高たかいところまで登のぼってきたようだ。

　細ほそくせまい道みちだが、大おお柄がらなニコもカナトのあとに続つづいている。この道みちは、どこへ続つづいているんだろう……？

「今いま、なにか？」

　奥おくの道みちを走はしるモノがいた。影かげはアイルーに似にている。でも、アイルーじゃない。アイルーであるカナトには本ほん能のう的てきにわかる。別べつの種しゅ族ぞくだ。

「追おうぞ！」

　ニコが吠ほえた。カナトを追おい抜ぬき、影かげを追おう。

「お、おう」

　ニコの迫はく力りょくに気け圧おされて、一いっ瞬しゅん脚あしが止とまってしまったが、カナトもすぐにあとを追おった。

　どこをどう走はしっているのかわからない。とにかく前まえを走はしる生いき物ものを追おう、それだけだ。

　とはいえ、よく知しらない場ば所しょではどうしようもない。

　純じゅん粋すいな脚あしの速はやさだけの話はなしじゃない、迷まよいなく走はしる生いき物ものと、いろんなものに脚あしを取とられながら走はしるニコとカナトとの距きょ離りは、どんどん広ひろがっていく。

「ダメニャ、見み失うしなう……」

「すまない」

　横よこでニコが謝あやまった。見み失うしなってしまうのは別べつにニコのせいじゃない。なにを謝あやまって……

「えええっ!?」

　ニコの大おおきな手てがむんずとカナトをつかんだ。かと思おもった次つぎの瞬しゅん間かん、カナトはブンッと投なげられていた。

　前まえを走はしる謎なぞの生いき物ものに向むかって！




　ドッシーーン!!




　命めい中ちゅう。

　カナトは、謎なぞの生いき物ものの背せ中なかに頭あたまから突つっ込こんだ。

「いたたた……」

「いったぁ……」

　共ともに倒たおれ込こみ、生いき物ものとカナトはうめき声ごえをあげた。

　なんてことをするんだ、ニコ！　いくら見み失うしないそうだからって、相あい棒ぼうを投なげつけるなんて……。

　文もん句くを言いおうと身みを起おこしたカナトの下したから、怒ど鳴なり声ごえがした。

「いつまで乗のってるのよ！」

　カナトの下した敷じきになっている生いき物ものだ。

　あ、言こと葉ばわかる。

　カナトはまず、そのことに驚おどろいた。あわてて生いき物ものから離はなれる。

「ごめんニャ。ケガはないニャ？」

「ケガは……ないわね。でもびっくりしたし、痛いたかったわ！」

「ごめんニャ」

　カナトは繰くり返かえした。

　言こと葉ばはわかるけれど、普ふ段だんカナトが使つかっている言こと葉ばじゃない。アイルーだけで使つかう言こと葉ばをさらに方ほう言げん化かしたような、同おなじ言げん語ごを元もとにした、少すこしちがう発はつ音おんだ。でもとりあえず、ふつうに聴きき取とれるし、話はなせる。

「えっとキミは……」

「アタシはコトコト。『森もりの虫むしかご族ぞく』のコトコトよ」

　アイルーに似にた、だけどアイルーよりも尖とがった耳みみを持もつ獣じゅう人じん族ぞくだった。
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「『森もりの虫むしかご族ぞく』……？」

「この森もりに住すむテトルーよ。アンタはよその大たい陸りくから来きたアイルーって種しゅ族ぞくね」

「オレはカナトっていうニャ。『新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん』五期き団だんのオトモアイルーニャ」

　せっかくカナトが自じ己こ紹しょう介かいしているというのに、コトコトはカナトではなく、カナトの後うしろを見みて顔かお色いろを変かえている。

　ひっ、と息いきをのんで、そのままガタガタと震ふるえだした。

　ああ、そうか。

「それで、コレがハンターのニコニャ。こんな顔かおしてるけど、別べつに危き険けんなことは……」

「ひいぃぃ、バケモノぉ！　呪のろわれるーー！」

「落おち着つくニャ、大だい丈じょう夫ぶだから！」

「なんなのこのこわい顔かお！　どういう種しゅ族ぞく？　人にん間げんかと思おもったけど、人にん間げんってこんな顔かおじゃないわよね、こんなにゆがんでないわよね!?」

「いや人にん間げんだから。確たしかに眉み間けんにシワ寄よって白しろ目め剥むいて口くちが裂さけるみたいに開あいてるけど！　怒おこってないし、たぶんコレ、友ゆう好こう的てきな顔かおだから！　ひょっとしたら笑え顔がおだから!!」

　カナトもそのへん、自じ信しんないけど。落らく書がき見みつけて喜よろこんでたんだから、姿すがたを見みつけて会あいたがってたんだから、たぶんこれは喜よろこんでいる顔かおだ。

「てゆーかニコ、落おち着つけ、離はなれるニャ、近ちかい近ちかい近ちかい、顔かおこわい！」

　大おお騒さわぎ。

　ニコの顔かおがこわいせいで、無む駄だにこじれたし、疲つかれた。

　コトコトのパニックの理り由ゆうが「ニコの顔かおがこわい」だとカナトから説せつ明めいされたニコはへこんだのか、少すこし離はなれたところでひざを抱かかえて丸まるまっている。

「まったく……。人にん間げんにもいろんな顔かおがあるのね。というか、人にん間げんって感かん情じょうによって顔かおが変かわりすぎじゃない？　獣じゅう人じん族ぞくはそんなに変かわらないわよ」

「確たしかに、人にん間げんは表ひょう情じょう豊ゆたかニャ。反はん対たいに、人にん間げんにはオレたちの表ひょう情じょうがあまりわからないらしいニャ。表ひょう情じょうだけじゃなく、顔かおの違ちがいもあまりわからないみたいだし」

「不ふ便べんな生いき物ものね」

　パニックのあとだからか、かえってコトコトは友ゆう好こう的てきになったようだ。

「敵てき対たいの意い思しがないなら、アタシたちのすみかに案あん内ないするわよ。この奥おくにあるの」

「いいのニャ？」

「今いままでにも、調ちょう査さ団だんのハンターやオトモアイルーを招しょう待たいしたことがあるわ。そんなに多おおくはないけれど」

　それもそうか。最さい初しょの調ちょう査さ団だんがやって来きてから、もう四十年ねん経たつのだから。

「人にん間げんの言こと葉ばはわかるのニャ？」

「発はつ音おんできないからしゃべれないけど、言いっていることは大だい体たいわかるわ。親したしくなったハンターのお手て伝つだいを一いち時じ的てきにするテトルーもいるし。でも、こちらの言こと葉ばを人にん間げんが理り解かいしてないから、アイルーのようにオトモにはなれないわ」

　四十年ねんの間あいだには、いろいろあったらしい。

「アンタたち、五期き団だんなの？　五期き団だんでははじめてね」

「そうか、それで仲なか間まうちで噂うわさを聞きいたことなかったのニャ」

　どうしても五期き団だんは五期き団だん同どう士しで情じょう報ほうを共きょう有ゆうするし。

　コトコトの言こと葉ばは、人にん間げんのニコには通つうじていない。カナトはニコに通つう訳やくした。誤ご解かいが解とけ、友ゆう好こう関かん係けいを結むすべそうだとわかったところで、ニコはコトコトの前まえにひざを付ついた。

「驚おどろかせて申もうし訳わけありません。僕ぼくは、新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だんのニコラスです」

　ひざを付ついたのは、小ちいさなテトルーと視し線せんを合あわせるためだ。あいさつは、きちんと目めを見みて、ということだろう。落おち着ついた声こわ音ねと態たい度どなので、こわがらせることはないはず。

「あら、ご丁てい寧ねいにありがとう。アタシも騒さわいで悪わるかったわ」

「ありがとう、よろしく、って言いってるニャ」

　コトコトの言こと葉ばを、カナトが翻ほん訳やくしてニコへ伝つたえる。けっこうおおざっぱな翻ほん訳やくだ。

「ごあいさつにうかがいたいのですが、長おさの方かたとお会あい出で来きますか？」

「長ちょう老ろうね。ええ、案あん内ないするわ」

「案あん内ないしてくれるそうニャ」

　よかった。ほんとうに、穏おだやかにことが進すすみそうだ。

　ニコとカナトは、コトコトに連つれられ、古こ代だい樹じゅの森もりのいちばん奥おく、ただ地ち図ずを見みるだけではわからない、テトルーの隠かくれすみかに案あん内ないされた。
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　古こ代だい樹じゅの森もりに住すむテトルーは、コトコトたち「森もりの虫むしかご族ぞく」のみらしい。

　案あん内ないされたすみかは、こぢんまりとした平へい和わな集しゅう落らくだった。

　広ひろさのわりにテトルーの数かずは多おおいようで、仲なか間ま意い識しきが強つよく、秩ちつ序じょに守まもられて暮くらしているらしい。

　ここでも、ニコの顔かおが誤ご解かいと混こん乱らんを生うんだが、ひとしきり騒さわぎが起おこったあとはかえって友ゆう好こう的てきに迎むかえられた。……たぶん、「ごめんね、こわがっちゃって」の意い味みもあるんだろう。長ちょう老ろうは友ゆう好こうの証あかしにと狩しゅ猟りょうに使つかえる道どう具ぐもプレゼントしてくれた。

　ニコは紳しん士し的てきに、長ちょう老ろうをはじめ、テトルーたちにあいさつをし、宴うたげの参さん加かは遠えん慮りょしてすみかを後あとにした。

　カナトを残のこして。

「同おなじ獣じゅう人じん族ぞく同どう士し、親しん交こうを深ふかめるといい」

　そう言いって、自じ分ぶんひとりで探たん索さくに戻もどったのだ。

「いいハンターさんじゃない」

　コトコトはそう言いうけど、カナトは素す直なおにうなずけない。

　カナトも当とう然ぜん、ニコと一いっ緒しょに探たん索さくへ戻もどるつもりだった。まだ陽ひも高たかいし、テトルーの落らく書がき以い外がいろくに痕こん跡せき集あつめもしていない。もっと働はたらくつもりだったのに……。

「なんか、オマエなんかいらない、って言いわれてるみたいニャ」

　いざことが起おこると、ニコはカナトのことなんか忘わすれるみたいだし。いてもいなくてもかまわない、そう思おもっているのでは？

「アンタたち、この森もりを調ちょう査さしてるんでしょ？　じゃあ、キノコ集あつめにつきあわない？」

　コトコトが気きを利きかせてくれたのか、たんにこき使つかうつもりなのか、そう言いってきたので、カナトはついていくことにした。
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　森もりには、いろんな植しょく物ぶつが生はえている。薬やく草そうなど体たい力りょく回かい復ふくに使つかえる草くさ、チャッカの実み、ツラヌキの実みといった弾たまの素そ材ざいとなる実みなど、種しゅ類るいも使つかい道みちも様さま々ざまだ。

　キノコもいろんなものがある。

　どこにどんなものが生はえているか、それを調しらべるのも調ちょう査さ団だんの仕し事ごとのうちだ。

　まだそこまで歩あるき回まわっていないカナトは、どこにキノコが生はえているか、あまりよくわかっていない。

　コトコトのあとについて、なにも考かんがえずに進すすんでいたから、自じ分ぶんがどのルートを通とおったのかもあやふやだ。それくらい、森もりは深ふかく、複ふく雑ざつだ。

「ほら、こっちよ。ここを通とおると近ちか道みちだから。ツタを使つかって、向むかい側がわへ跳とび移うつるの」

「え、ちょっと待まってニャ」

　コトコトは慣なれたもので、はるか上うえから伸のびているツタにつかまり、ブランコのように弾はずみを付つけて、次つぎ々つぎと渡わたっていく。

　でも、カナトは。

「うわーー」

　うまくツタに跳とび移うつれなくて、落おちた。

　それほどの高たかさではないから、ケガはしないけれど。べしゃりと地じ面めんに転ころがり、テンションも落おちる。

「……かっこわるい……」

　カナトはあまり、運うん動どう能のう力りょくが高たかくない。

　ニコと一いっ緒しょのときも、できるだけジャンプしたり、無む理りな動どう作さをすることがないよう、誘ゆう導どうしていた。

「なによ、なに落おちてるのよ」

　コトコトがわざわざ飛とび降おりて、戻もどって来きた。

「……ちょっと、手てがすべったのニャ」

「ドジね。あれくらい、獣じゅう人じん族ぞくなら誰だれでも簡かん単たんに出で来きるでしょ」

「う……」

　今こん後ごはできるだけ、あそこを通とおるのはやめよう。他ほかのルートを通とおることにする、もしくはそちらへは一いっ切さい行いかない。そうするしかない。

　努ど力りょくして跳とべるようになるのを待まつより、近ちか寄よらないに限かぎる。カナトはそういう考かんがえ方かたをするアイルーだ。

「まあいいわ、この近ちかくを案あん内ないすることにするわ」

　コトコトは、もとの場ば所しょへ戻もどって再さい度どツタで跳とぶより、落おちたこの場ば所しょから行いけるところへ行いこうと言いう。よかった。カナトは胸むねをなで下おろす。

「この森もりはきれいだけど、難むずかしいところニャ」

　こんもりとしげった葉はは視し界かいをさえぎり、空そらも見みえない場ば所しょがある。横よこにも縦たてにも深ふかく広ひろく、進すすめば進すすむほど先さきが見みえなくて不ふ安あんになる。

　なのに、不ふ意いに広ひろがる空くう間かんの美うつくしさや、流ながれていくきれいな水みずに心こころがおどる。

「不ふ思し議ぎなところよ。ここで生うまれ、こうして日ひ々び生いきているけれど、そう思おもうわ」

　足あし元もとを走はしる虫むしや、目めの前まえを横よこ切ぎる小しょう動どう物ぶつ。視し界かいのどこにも必かならず、なにか生せい物ぶつがいる。命いのちが息いきづいている。

「ほら、あそこにアオキノコ。ちゃんとメモしなさいよ」

　コトコトはそう言いってキノコを採とると、肩かたからななめにかけたポシェットへ入いれていく。

「ありがとニャ。えーとここは、ここか。よし、ここにアオキノコ、と」

　地ち図ずに書かき込こみ、カナトもキノコを採とる。

「でも、今いままでぜんぜんテトルーに遭そう遇ぐうしなかったニャ……」

　こうしてお互たがい、同おなじ森もりの中なかで採さい取しゅしたりしているのに。

「テトルーは、そうそう姿すがたを見みせないのよ。逃にげ脚あしも速はやいし」

「アイルーとは違ちがうのニャ。アイルーは人にん間げんがいるところでも、気きにせず採さい取しゅしていたりするニャ」

　人にん間げんとアイルーには、長なが年ねんの友ゆう好こう関かん係けいがある。オトモとしてクエストに一いっ緒しょに行いくだけでなく、人にん間げんの村むらで商しょう売ばいをしたり、畑はたけを作つくったりもしてきた。

「人にん間げんは、オレたちアイルーがいないとダメなのニャ」

　と、話はなしているときに。

「ノアのばかやろーー!!」

　大おおきな声こえがした。

「桜さくら丸まる？」

　声こえは、カナトたちのいるところより、ずっと上うえの方ほうから聞きこえた。

　コトコトはとっさに身みを隠かくしかけたが、カナトの反はん応のうを見みて思おもいとどまったようだ。

「知しり合あい？」

「うん、同おなじ五期き団だんのオトモアイルーで……」

「ノアのばかやろーー!!」

　また聞きこえた。

　しかも声こえは、へんにわんわん響ひびいているというか、大おおきくなったり小ちいさくなったりする。

「あそこ、ツタにつかまってるわ」

　コトコトが声こえを追おって移い動どうし、カナトがツタから落おちたところまで来きた。

　ツタにつかまった桜さくら丸まるが、ブランコのように揺ゆれながら叫さけんでいるのだ。
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「アーアーアー！　ノアのナマケモノーー！」

　ブランコのように行いっては帰かえる、その揺ゆれに合あわせて声こえが大おおきくなったり小ちいさくなったりする。

「……なにやってんのニャ、あいつ……」

　いるのは桜さくら丸まるだけで、ハンターのノアの姿すがたは見みえない。

「あれ？　カナトさん？」

　桜さくら丸まるが、下したからのぞいているカナトに気きづいたようだ。えい、っとツタから手てを放はなして、飛とび降おりて来きた。

「うわあ、偶ぐう然ぜんですニャ、こんなとこで会あえるなんて」

「なにやってるニャ、ツタにぶら下さがって、大おお声ごえ出だして」

「あれ、聞きかれちゃいましたニャ？　ストレス解かい消しょうですニャ」

　桜さくら丸まるは悪わるびれずに笑わらって言いう。

「ストレス解かい消しょうって……」

「もー、たまりまくりなんですニャ、ノアのヤツときたら！　今日きょうも一いっ緒しょに探たん索さくに来きたんだけど、自じ分ぶんはキャンプでゴロ寝ねしてて、ボクに『モンスターの痕こん跡せきと鉱こう石せきと虫むしとキノコ集あつめて来こいや』って言いうんですニャ！」

「うわ、ひど……」

「ひどいでしょ？　いっつもこんななんですニャ。自じ分ぶんで集あつめなきゃ意い味みないのに。でもあれでもご主しゅ人じんだし仕し方かたないから森もりの中なかを歩あるき回まわってたんだけど、だんだん腹はらが立たってきて。ツタにつかまってびゅーんって跳とんだらなんか気き持もちよくて、気き持もちが大おおきくなって、ええい、叫さけんでやれと」

「そりゃ叫さけぶべきだニャ」

「どうせ、キャンプにいるアイツには聞きこえないし。うおーー！」

　桜さくら丸まるはよほど不ふ満まんがたまっていたのか、さらにまた大おお声ごえを出だした。

「アンタたち、面おも白しろいわねえ」

　コトコトが笑わらって言いった。

「あれ、こちらの方かた、どなたですか？　アイルーじゃないですニャ？」

「テトルーのコトコトよ。カナトの友ともだち」

「うわあ、他ほかの獣じゅう人じん族ぞくの方かたですか！　ボクは桜さくら丸まるですニャ」

　桜さくら丸まるはコトコトへ、ひとなつこく笑わらいかける。

「森もりにはいろんな種しゅ族ぞくがいるんですニャ。ボクももっと探たん索さくしなきゃ。……くそ、ほんとはハンターがいちばんがんばらなきゃいけないのに……」

　ニコに不ふ満まんがないわけではないが、少すくなくともノアよりはマシだ……。カナトは思おもう。

「あれ、ニコラスさんは？　一いっ緒しょじゃないんですかニャ？」

「ニコはノアとは反はん対たいで、自じ分ぶんひとりで働はたらくから、オレには遊あそんでていいって言いったニャ」

「マジっすか！　そんなハンターさんいるんですか!?　うらやましいニャ～～」

「ま、まあね」

　うらやましい、と言いわれるのは、悪わるくない。カナトはフッと笑わらう。

「やっぱり、おふたりの信しん頼らいの証あかしってやつですニャ」

「ま、まあね……」

　いらないからついて来こなくていい、と言いわれたんじゃありませんように。

「ねえちょっと」

　コトコトの様よう子すが変かわった。ぴんと張はりつめている。

　カナトも桜さくら丸まるも耳みみをすませ、目めを光ひからせた。

　大おお型がたモンスターが、近ちかづいてくる。

　黄き色いろと緑みどりという森もりにふさわしい色いろ合あいの鱗うろこをまとった肉にく食しょくモンスター、ドスジャグラスだ。

　ハンターから見みても十じゅう分ぶん大おおきいのだから、小こ型がた獣じゅう人じん族ぞくであるアイルーやテトルーからすれば、とても大おおきくて危き険けんなモンスターということになる。

　どこへ向むかっているのか、ドスジャグラスは大おおきな爪つめのある脚あしでドスドスと歩あるいて行いく。さほどスピードは出でていないのかもしれないが、もしぶつかれば吹ふっ飛とばされることはかんたんに想そう像ぞう出で来きる。

「ドスジャグラスって、肉にく食しょくですニャ？　ボクたちみたいな小ちいさな獣じゅう人じんはエサだと思おもわれますニャ？」

「肉にく食しょくだし、かなりの大おお食ぐらいよ。だからこそ、アタシたちみたいな小こ物ものに興きょう味みは示しめさないわ。肉にくが少すくなくて、食たべがいがないもの。労ろう力りょくを考かんがえたら、草そう食しょく竜りゅうアプトノスを丸まるのみした方ほうが早はやいわ」

　関かかわり合あいにならないのが、いちばんいい。こちらからちょっかいをかけない限かぎり、ドスジャグラスはテトルー＆アンドアイルーに興きょう味みは示しめさないだろう。

「このまま遠とおざかりましょ」

　じわじわと後うしろに下さがっていたが、ある程てい度ど距きょ離りが開ひらいたので、背せを向むけて、一いっ気きに走はしり出だした。

「え、こっち来くる？」

　カナトたちが逃にげた方ほう角がくへ、ドスジャグラスが向むかってくる。

「避よけて！　ただ通とおり過すぎるだけよ！」

　追おわれる心こころ当あたりもないから、そうなんだろう。カナトと桜さくら丸まるは、後うしろへジャンプして突とっ進しんしてくるドスジャグラスを避よけた。

　ドスジャグラスはカナトたちの前まえをドスドスと通とおり過すぎていく。やはりカナトたちにはなんの興きょう味みもないようだ。

　反はん対たい側がわにいたコトコトも、同おなじように避よけていると思おもったのに。

「……コトコト!?」

　去さって行いくドスジャグラスの尻しっ尾ぽの先さきに、コトコトがいた。

　引ひきずられている。

「やだああ、助たすけてえーー!!」

「なんでニャ？」

　なにが起おこったのかわからない。

「ヒモが引ひっかかってますニャ」

　避よけざまに、コトコトのポシェットのヒモが、ドスジャグラスの鱗うろこのささくれかなにかに引ひっかかったらしい。

　引ひきずられていたコトコトはなんとか起おき上あがって、ドスジャグラスの横よこを一いっ緒しょに走はしり出だした。どうにかヒモをはずそうと手てを伸のばすが、うまくいかないようだ。また転ころんで、ひきずられる。

　小ちいさなテトルー一匹ぴき引ひきずったところで、ドスジャグラスは気きにしていない。スピードを緩ゆるめることなくドスドス歩あるいて行いく。

　コトコトごとドスジャグラスは見みえなくなった。

「…………」

「…………」

　カナトと桜さくら丸まるは、顔かおを見み合あわせる。

　あまりのことに、とっさに頭あたまが働はたらかない。

「大たい変へんですニャ！」

「追おいかけるニャ!!」

　カナトと桜さくら丸まるは、ドスジャグラスの消きえた方ほう向こうへ走はしり出だした。
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「なんとしても、コトコトを助たすけるのニャ！」

　走はしりながら、カナトは言いう。

「でも、どうやって助たすけるんですかニャ？　ボクたちだけでドスジャグラスは狩かれませんニャ……」

　桜さくら丸まるが弱よわ気きに言いう。

　確たしかにその通とおりだ。オトモアイルーだけで大おお型がたモンスターを狩かれるとは思おもえない。

「いざとなったらニコを呼よぶニャ。あいつならドスジャグラスぐらい狩かれるニャ」

「さすが、信しん頼らいし合あったコンビは違ちがいますニャ。ノアはボクが呼よんだって来こないですニャ……」

「オレを信しん頼らいしているから、というより……」

　テトルーと仲なか良よくしたい様よう子すだったから、きっと助たすけてくれると思おもう。カナトはそう判はん断だんしていた。

「え？」

「いや、その、オレたちは強つよい絆きずなで結むすばれたコンビだからニャ。まずはコトコトの無ぶ事じを確かく認にんするのニャ！」

　走はしるスピードを上あげる。

　ドスジャグラスの姿すがたが遠とおくに見みえてきた。

　ジャグラスの姿すがたも見みえる。ドスジャグラスはジャグラスのリーダーだ。群むれを引ひき連つれ、移い動どうしているようだ。

　まずいニャ。ドスジャグラスだけでも十じゅう分ぶん面めん倒どうなのに、ジャグラスまでいるなんて、コトコトは無ぶ事じだろうか？

　……いや、あそこにもうコトコトはいないと見みるべきだ。ドスジャグラスにテトルーが引ひきずられていたら、ジャグラスが騒さわぐはず。

「まわりを探さがすニャ。ヒモが切きれて、逃にげることが出で来きたに違ちがいないニャ」

　カナトはそう判はん断だんし脚あしを止とめて、桜さくら丸まるに言いう。

「え、そうなんですかニャ？　ジャグラスが邪じゃ魔までよく見みえないけど？」

　桜さくら丸まるもとっさに止とまったが、理り解かい出で来きてはいないようだ。

「ジャグラスがいるから、コトコトがあそこにもういないとわかるニャ」

「その通とおりよ」

　わりと近ちかくで声こえがした。

「コトコト？」

　しげみの中なかから、ボロボロになったコトコトが顔かおを出だした。

「よかったですニャ、無ぶ事じですニャ！」

「無ぶ事じじゃないわよ、いたたた……」

「ポシェットのヒモが切きれたのニャ？　それで逃にげられたニャ？」

「切きれてないけどね。でも、逃にげられたわ」

　コトコトはよっこらしょとしげみから身みを起おこす。大おおきなケガはしていない様よう子すだ。

　カナトはお香こうを焚たいて、回かい復ふくミツムシを呼よび寄よせた。蜜みつを浴あびてコトコトはようやくほおおっと息いきをついた。

「まさかアンタたちが追おってくるとは思おもわなかったわ」

「え、なんで？」

「だって、ドスジャグラスよ。アンタたちが来きても、どうすることも出で来きないじゃない」

「そ、それはそうなんですけどニャ」

　桜さくら丸まるはあわあわと言いうけれど、カナトは違ちがう。

「いや、オレなら助たすけられたニャ。だからこそ、追おいかけて来きたのニャ」

　フッ、と笑わらい、余よ裕ゆうを持もって言いう。

「ドスジャグラスより強つよそうには見みえないけど」

「強つよくはないけどニャ。オレには、オレの武ぶ器きがあるのニャ。絆きずなという名なの武ぶ器きが」

「……さすがベテラン・オトモアイルーですニャ！　かっこいい！」

　桜さくら丸まるは素す直なおだ。よしよし、いいヤツだなオマエ。カナトはうんうんとうなずく。

「なにか工く夫ふうして助たすけたってこと？　ふうん。意い外がいに頭あたまを使つかうタイプなのね。っていうか、ジャグラスがいるから、アタシがもうドスジャグラスに引ひきずられていないとわかったってどういうこと？　アンタ、なにを知しっているの？」

　意い外がいに、というのが引ひっかかった。どこから見みてもオレは頭ず脳のう派はのクールアイルーだろうに……というのは置おいておいて。

「なにを知しっているって、どういうことニャ？　オレはたんに、集あつまって来きたジャグラスは、ドスジャグラスに引ひきずられているテトルーを見みたら、そのままにはしておかないだろうと思おもったのニャ」

「ジャグラスが騒さわいでないから、アタシがもうそこにいないだろうと踏ふんだってわけね。なるほど。アンタ、見みた目めより頭あたまが良いいのね」

　ねえそれって、オレがどう見みえてるってこと？　引ひっかかったが、コトコトが続つづけて言いったことの方ほうが気きになった。

「『テトルーの秘ひ術じゅつ』を知しってて言いったわけじゃないのね」

「『テトルーの秘ひ術じゅつ』？」

　初はつ耳みみだ。そもそもテトルーという種しゅ族ぞくを知しったのも今日きょうがはじめてなのだから、そんなものを知しるはずがない。

「すごいですニャ、そんなものがあるんですニャ」

「どんな術じゅつなのニャ？」

「秘ひ術じゅつだから、秘ひ密みつよ。部ぶ外がい者しゃには教おしえられないわ」

「なら言いうなよニャ」

　つい、突つっ込こんでしまう。コトコトはなにか言いいたげにじーっとカナトを見みつめた。

「な、なに？」

「アンタ、頭あたまはよくても、性せい格かくは悪わるい？」

「なななななんだそれ、オレはべつに……」

　ぎくっ。いろいろ無む理りをして「かっこいいオレ」を取とりつくろっていることが、見み抜ぬかれている？

「まあいいわ。とりあえず、心しん配ぱいして追おいかけて来きてくれて、ありがとう。正しょう直じき、見み捨すてられると思おもってたわ」

　コトコトは素す直なおに礼れいを言いった。

　これにはカナトと桜さくら丸まるの方ほうが驚おどろいた。

「見み捨すてられるって、どうしてですニャ？」

「だって、会あったばっかりの相あい手てを心しん配ぱいしてドスジャグラスを追おうなんて、危き険けんすぎるわ。自じ分ぶんの命いのちの方ほうが大だい事じでしょ」

　カナトも桜さくら丸まるも、きょとんとした。

「見み捨すてるとか、夢ゆめにも思おもいませんでしたニャ」

「いや、コトコトの言いうことは一いち理りあるニャ。というか、正ただしいニャ。そうか、見み捨すてるという選せん択たく肢しもあったのか」

　夢ゆめにも思おもわなかった。桜さくら丸まると同おなじく。

　気きづいたとしても、選えらばなかったと思おもうが。

　だってそんなの、かっこわるい。

　かっこいい男おとこは、仲なか間まを見み捨すてて逃にげたりしない。仲なか間ま、と呼よべるほどのつきあいがない相あい手てだったとしてもだ。

「あはは、アンタたち、いいヤツね」

　コトコトは笑わらい出だした。

「命いのちの危き険けんが迫せまったとき、その生いき物ものの本ほん質しつが見みえるっていうわ。アンタたちはきっと……」

　どう続つづけるつもりだったのか。

　コトコトの言こと葉ばは、途と中ちゅうで切きれた。

　不ふ穏おんな音おとと気け配はいが、真ま後うしろでしたからだ。

「クアァ？」

　鳴なき声ごえが頭あたまの上うえから降ふってくる。

　コトコトの頭あたまよりはるか上うえに、大おおきなクチバシが見みえる。

　翼つばさを持もたない《掻そう鳥ちょう》クルルヤックだ！

　ドスジャグラスの去さっていった方ほう向こうは気きにしていたけれど、それ以い外がいには警けい戒かいが薄うすかった。

「クルルヤック……！　ボク、まだ狩かったことないですニャ。この間あいだ見みかけたけれど、ノアがめんどくさいからってスルーして……」

「オレも見みるのははじめてニャ。ええっと、こいつは……」

　大おお型がたモンスターだけれど、その中なかではかなり小こ型がたのモンスターで、二本ほんの脚あしで地じ面めんを爆ばく走そうする。鳥とりといっても翼つばさはすでに退たい化かしており、かわりに器き用ような両りょう手てを持もっている。

「大だい丈じょう夫ぶ、クルルヤックはおとなしい性せい質しつで、こちらからなにもしない限かぎり、安あん全ぜん……」

　と説せつ明めいするコトコトがぐらりと体たい勢せいを崩くずし、クルルヤックにぶつかった。

「クアァアアーー！」

　攻こう撃げきされた、と思おもったらしい。クルルヤックはひと鳴なきすると、クチバシでコトコトを攻こう撃げきしはじめた。

「きゃあああっ」

「わざとニャ？　今いまわざとぶつかったニャ!?」

「なわけないでしょ、アタシは疲つかれてるのよ、それでついぶつかっちゃったのよ！」

　実じっ際さい、コトコトの脚あしはふらついている。カナトはコトコトの腕うでを引ひっ張ぱって、クチバシを避よけさせた。

　クルルヤックもテトルーやアイルー相あい手てに本ほん気きになるほど短たん気きでもなかろう。ちょっとつついたら気きが済すんで行いってしまうのでは？

　と、期き待たいしたけれど。

「……なんかクルルヤックさん、石いし取とり出だしてませんかニャ？」

「取とり出だしてるニャ、前まえ脚あしで地じ面めんから石いしを拾ひろい上あげたニャ、器き用ようだな、おい」

　クルルヤックは短みじかい前まえ脚あしで石いしを抱かかえるように持もち上あげると、その石いしをカナトたち目めがけて振ふり下おろした。

「うわあっ」

「クルルヤックさん、本ほん気きニャ！」

　どうもたまたま短たん気きな個こ体たいだったのか、機き嫌げんが悪わるかったのか。小ちいさなアイルー相あい手てに武ぶ器きまで使つかうなんて、本ほん気きすぎる！

　クルルヤックは、抱かかえた石いしで何なん度どもガシガシとなぐりつけてくる。

「くっそ、なめるニャ！」

　カナトはとっさに武ぶ器きを抜ぬいて防ふせいだ。
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　キィ──ン、と腕うでに重おもい感かん覚かくが走はしる。当あたったのがモンスターの腕うでなどではなく、固かたい石いしだからだ。

「いいから、逃にげるが勝かちよ！」

　コトコトはふらつきながらも、走はしり出だしている。カナトも桜さくら丸まるも、それに続つづいた。

「ちょ、追おってくるニャ！」

　クルルヤックは石いしを持もったまま、追おってくる。

「こっちよ！」

　身みをかがめてくぐらないといけない岩いわのすきまにすべり込こむ。しばらくそのまま進すすむと、ようやく立たち上あがれる広ひろさのある空くう間かんへ出でた。

「あー、びっくりした……」

「カンベンしてくださいニャ……」

　三匹びきそろって座すわり込こんで。

　顔かおを見み合あわせ、誰だれともなく笑わらい出だす。

　自じ分ぶんだけ逃にげ出だす者ものはいなかった。当あたり前まえに、たがいに声こえを掛かけ合あってみんなで逃にげた。

　大おお型がたモンスターを狩しゅ猟りょうできる強つよさは持もっていないけれど、助たすけ合あう強つよさは持もっている。

　それはなんだか、心こころを温あたたかくする事じ実じつだった。

「ありがとう。助たすかったわ」

　コトコトがまたそう言いい、カナトもまた礼れいを言いった。

「いや、こちらこそ、道みち案あん内ないしてくれて助たすかったニャ。オレはまだ、どっちに逃にげればいいとかわかってないからニャ」

「ボクも助たすかりましたニャ。一匹ぴきだけで遭そう遇ぐうしてたら、パニックになってたかも。みんなと一いっ緒しょで心こころ強づよいですニャ」

　コトコトはなんでもズバズバ言いう口くちの悪わるさはあるけれど、裏うら表おもてのないいいヤツみたいだ。桜さくら丸まるは素す直なおで善ぜん良りょう。あの性せい格かくの悪わるいノアのオトモアイルーをしているくらいだから、おひとよしなくらいなんだろう。

　ひょっとして、このなかでいちばん性せい格かくに問もん題だいがあるのはカナトでは……？　い、いやいや、そんなことはないニャ、「かっこいい」アイルーを目め指ざしているだけなんだから、性せい格かくは問もん題だいない……はず。たぶん。カナトは自じ分ぶんで自じ分ぶんに言いい訳わけをする。
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「新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん」の調ちょう査さ拠きょ点てんアステラでは、多おおくの調ちょう査さ団だん員いんたちがそれぞれの研けん究きゅうをし、またそこで生せい活かつをしている。

　なにしろ四層そうのフロアに分わかれているのだから、規き模ぼの大おおきさも相そう当とうなものだ。それぞれのフロアは長ながい階かい段だんでつながっているが、リフトも絶たえ間まなく動うごいているので楽らくに行いき来きできる。

　最さい初しょにアステラに着ついたとき、カナトは開あいた口くちを閉しめることをしばらく忘わすれた。

　でかい……。

　見み上あげるとどうしても口くちが開あく。まぬけ面づらをさらして、ぽかーんと見み入いってしまったのだ。途と中ちゅうではっと気きがつき、クールな顔かおを取とりつくろったのだが、となりでニコも同おなじように口くちを開あけていたのでほっとした。

　新しん大たい陸りくへ渡わたってきたときの船ふねを再さい利り用ようしていることもあり、あちこち船ふねの形かたちが残のこった建たて物ものがある。きちんとした箱はこのような建たて物ものではなく、あとから付つけ加くわえていったために、子こどもが積つみ木きで作つくったお城しろのような、あるいは秘ひ密みつ基き地ちのような、不ふ思し議ぎな全ぜん景けいになっている。
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　そこがまた、わくわくするんだニャ、とカナトは思おもう。

　到とう着ちゃくした当とう初しょは、拠きょ点てん内ないを探たん検けんするだけで楽たのしかった。小ちいさなアイルーにとって、この建たて物ものの大おおきさは圧あっ倒とう的てきに思おもえた。口くちが開あくほど大おおきい、広ひろい、高たかい。

「ニコラスくんは相あい変かわらず、古こ代だい樹じゅの森もりのバウンティがんばってるみたいね」

　調ちょう査さ資し源げん管かん理り所じょの物ぶっ資し班はんリーダーは気きさくな女じょ性せいで、顔かおのこわいニコにも他ほかのハンターにするのと同おなじように話はなしかけてくる。

「…………」

　でもニコはいつも黙だまって、バウンティの登とう録ろくやチェックだけしていく。

「すみませんニャ。こいつ、愛あい想そがなくて。古こ代だい樹じゅの森もりばっかってのはまずいのかニャ？　クエストでは、大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちとか陸おか珊さん瑚ごの台だい地ちとか、それ以い外がいだって行いったことはあるニャ。でも探たん索さくは古こ代だい樹じゅの森もりばっかで」

　フォローするのはカナトだ。ニコがしゃべらない分ぶん、カナトが人ひと一いち倍ばいにこやかに対たい応おうする。

「そんなことないよ。好すきにやれば良いいの」

　バウンティとは、クエストではない依い頼らいのことだ。植しょく物ぶつの調ちょう査さや納のう品ひんなどから、大おお型がたモンスターの狩しゅ猟りょうまで、いろんな案あん件けんがある。

　ニコはひとつの場ば所しょを徹てっ底てい的てきに調ちょう査さするタイプらしく、古こ代だい樹じゅの森もりばかりに行いく。

　それなりに月つき日ひを過すごし、いろんなクエストも経けい験けんしてきたのだが、仲なか間まに誘さそわれない限かぎりはマイペースに探たん索さくをしている。

「採さい取しゅバウンティを多おおくこなしてきてるけど、そろそろ狩しゅ猟りょうも加くわえてみる？」

「…………」

「こら、返へん事じくらいするニャ、せっかく提てい案あんしてくれてるのに」

「防ぼう具ぐの強きょう化か、したい頃ころでしょ？　強きょう化かに必ひつ要ような素そ材ざいが報ほう酬しゅうで出でるわよ。ほら、これとか」

「じゃあこれお願ねがいするニャ。いいよニャ、ニコ？」

「……ああ」

　不ふ本ほん意いなのかどうなのか、ニコの顔かおからはわからない。なおもバウンティを選えらんでいるニコを残のこして、カナトは調ちょう査さ資し源げん管かん理り所じょをあとにした。

　リフトに乗のって、向むかうのは二階かいにある工こう房ぼうだ。ここでは、武ぶ具ぐの生せい産さん・強きょう化かが出で来きる。

　いくつもの煙えん突とつがある無ぶ骨こつな男おとこの城しろ！　といった風ふ情ぜいの工こう房ぼうでは、たくましい男おとこたちが腕うでを振ふるっている。

「おう、また来きたか」

　工こう房ぼうを取とり仕し切きる、二期き団だんの親おや方かたが、カナトを見みて声こえをかける。がんこオヤジ的てきな顔かお立だちだが、実じつはおせっかいなくらい気きのいい男おとこだ。

「オトモ装そう備びを見みせて欲ほしいニャ」

　ここではハンターの武ぶ具ぐだけでなく、オトモアイルーの武ぶ器きも防ぼう具ぐも生せい産さんできる。

　カナトはオトモ装そう備びの一いち覧らんを見みるのが好すきだ。

「クールな武ぶ器きが欲ほしいニャ。それと、オレのかっこよさが引ひき立たつ防ぼう具ぐ……」

　スペックが多た少しょう低ひくくても、見みた目めが大だい事じ。かっこわるい装そう備びだとテンションが上あがらないからな。

「でも、素そ材ざいが足たりないニャ……」

　かっこいい装そう備びは、大おお型がたモンスターを狩しゅ猟りょうしないと手てに入はいらないことが多おおい。

　モンスターの素そ材ざいは、ハンター装そう備びの充じゅう実じつにも必ひつ要ようだから、ハンター優ゆう先せんが基き本ほんだ。オトモは素そ材ざいが余あまれば作つくってもらえる、ぐらいの気き持もちでいた方ほうがいい。

「ニコラスはあまり、武ぶ具ぐに興きょう味みがないみたいだな。ほとんど顔かおを出ださねえ。今こん度ど引ひっ張ぱって来こいよ。俺おれが武ぶ具ぐの強きょう化かの大たい切せつさをがつんと言いって聞きかせてやる」

「ニコの興きょう味みニャ……」

　あのわかりにくい男おとこは、なにに興きょう味みを持もっているんだろう？　テトルーの落らく書がきには食くいついたけれど、テトルーと出で会あってしまえばそれで納なっ得とくしたみたいだし。

　モンスターの痕こん跡せき探さがしは熱ねっ心しんだけど、狩しゅ猟りょうは最さい低てい限げんに抑おさえたいのか、目もく的てき以い外がいのモンスターと行いき合あったら逃にげたり隠かくれたりしてやり過すごすし。

「なにか試し着ちゃくしていくか？」

「あー、今日きょうは時じ間かんないからいいニャ」

　今こん夜やはアステラ内ない某ぼう所しょで、オトモ集しゅう会かいがある。特とくに重じゅう要ようとまでは思おもっていないのだが、顔かおつなぎは必ひつ要ようだと割わり切きっているので出しゅっ席せき予よ定ていだ。

　アステラの人ひと々びととも広ひろく友ゆう好こうに努つとめ、オトモ同どう士しのつきあいもまめにこなす。カナトはクールなアイルーを目め指ざしているが、カナトが目め指ざす「クール」とは冷れい血けつとか薄はく情じょうとか友ともだちのいないひとりぼっち野や郎ろうのことじゃない。やるべきことをスマートにこなし、暑あつ苦くるしくなくなんでもないようにふるまう姿すがたを言いう。

　コミュニケーション能のう力りょくを自じ分ぶんの武ぶ器きのひとつだと自じ覚かくしているカナトは、これでも地じ道みちに努ど力りょくしている。相あい棒ぼうのニコがあんなだから、なおさらカナトは愛あい想そよくしておかなくては。
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「みんな、よく集あつまったニャ。定てい例れいのオトモ集しゅう会かいをはじめるニャ」

　議ぎ長ちょうが声こえを発はっし、集あつまったオトモアイルーたちが注ちゅう目もくする。

「今こん夜やのテーマは、『オトモダチ探たん検けん隊たいについて』ニャ」

　ざわざわ、オトモアイルーたちが勝かっ手てにしゃべり出だす。

「我われ々われはそれぞれハンターである旦だん那なさんに付ついて、この新しん大たい陸りくへやってきたオトモアイルーニャ。我われ々われの使し命めいは、ハンターさんをお手て伝つだいすることニャ」

　議ぎ長ちょうはもったいをつけて、いつもの前まえ置おきを語かたり出だす。そうしているうちに、アイルーたちは私し語ごをやめて、次し第だいに議ぎ長ちょうの話はなしに集しゅう中ちゅうしていく。そして、「『新しん大たい陸りく古こ龍りゅう調ちょう査さ団だん』の団だん員いんニャ」のくだりで、ぴしりと姿し勢せいを正ただすのもいつものこと。

　同おなじことを繰くり返かえさないとやる気きにならないって、あるよね。

「オトモダチ探たん検けん隊たいか……。聞きいたことあるような、ないような」

　拠きょ点てんのひとつである、研けん究きゅう基き地ちに行いったとき、そんな説せつ明めいを聞きいたかもしれない。

「オトモアイルーだけで探たん索さくへ派は遣けんされることですニャ」

　となりに座すわっていた桜さくら丸まるが耳みみ打うちしてくる。

「ああ、派は遣けんってなんか聞きいたような気きがするニャ……ちゃんと聞きいてなかったけど、あれってオトモアイルーだけだったのか」

「三匹びきがチームになって、フィールドへ出でて、採さい取しゅしたり狩しゅ猟りょうしたりするんですニャ。そういや、アイルー以い外がいの獣じゅう人じん族ぞくもまざっていいみたいでしたニャ。その話はなしを聞きいたときは、他ほかの獣じゅう人じん族ぞくに出で会あってなかったんで、ぴんときてなかったけど」

「テトルーもＯＫってことニャ？」

　カナトと桜さくら丸まるは基き本ほん的てきなことを話はなしていたが、議ぎ長ちょうが話わ題だいに出だしたのは「オトモダチ探たん検けん隊たいとして派は遣けんされる場ば合あい、どのルートが良いいか」というもので、他ほかのみんなは「オトモダチ探たん検けん隊たい」がなにかは当あたり前まえに知しっているようだった。

　そりゃそうか。知しらないのは新しん参ざんの五期き団だんくらいで、その五期き団だんだってカナトのようにすでに説せつ明めいは受うけているはず。どの程てい度どおぼえているかは別べつとして。

「オトモアイルーだけだから、いい経けい験けんになるみたいですニャ。腕うでを磨みがくにはもってこいってことですニャ」

「ハンターの補ほ佐さじゃなく、自じ分ぶんたちが主しゅになって動うごくからか」

「それに、参さん加かしたことのあるアイルーに聞きいたところ、けっこういろんな素そ材ざいが手てに入はいるみたいですニャ」

「モンスターの素そ材ざいも？」

「はい、派は遣けん先さきでモンスターと対たい峙じすることがふつうにあるから、って」

「アイルーだけでモンスターと対たい峙じしても、狩かれないんじゃ？」

「狩かることじゃなくて、素そ材ざいをいただいて帰かえることが目もく的てきだから、それなりに収しゅう穫かくがあるみたいですニャ」

「へえー……」

　モンスターの素そ材ざい、か。それがあれば、オトモ装そう備びを新しん調ちょうすることもできる……。

　自じ分ぶんで採とってきた素そ材ざいなら、自じ分ぶんで使つかってもいいんじゃないかな。ニコが狩しゅ猟りょうしたモンスターの素そ材ざいで、カナトの装そう備びを作つくってとは言いいにくいけど、カナト自じ身しんが得えたものでならば。

「やってみようかニャ、オトモダチ探たん検けん隊たい」

　カナトがぽつんと声こえに出だすと、

「マジっすか、カナトさん。やりますか？　やっちゃいますかニャ？　やりましょうニャ！」

　桜さくら丸まるが非ひ常じょうに食くいついた。

「ど、どうしたのニャ？」

「ノアと別わかれてフィールドへ出でたいだけですニャ」

「ああ、なるほど……」
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　ノアと桜さくら丸まるはいつもケンカしている。

　桜さくら丸まるがノアの元もとから離はなれてオトモダチ探たん検けん隊たいに行いく、と言いい出だしたときも、

「ああ行いけ行いけ、文もん句くばっか言いうヤツがいなくなってせいせいするわ」

　ノアは「しっしっ」と追おい払はらうような態たい度どを取とった。

「はあ？　ボクがいなくて困こまるだろ？　勝かっ手てに困こまればいいニャ」

　桜さくら丸まるも負まけじと言いい返かえしていたし。

「桜さくら丸まるって、ノアにだけは言こと葉ばづかい変かわるのニャ」

「あんなヤツにですます調ちょうで話はなす意い味みないですニャ」

　まあ確たしかに、ノアは嫌いやなヤツだけど。

「だったらなんで、桜さくら丸まるはノアのオトモアイルーやってるのニャ？」

「……それ聞ききます？　あー……もー、なりゆきというか、不ふ運うんというか……語かたり出だすと長ながいですニャ？　全ぜん部ぶ聞きく覚かく悟ごありますニャ？」

　顔かおが真しん剣けんだ。

「いや、ごめん、今こん度どにしておくニャ」

　それに比くらべて、ニコとカナトは。

　カナトがオトモダチ探たん検けん隊たいに行いく、とニコに許きょ可かをもらいに行いくと、マイハウスで地ち図ずを広ひろげてなにやら書かき込こみをしていたニコは、ただ「わかった」とだけ言いった。

　顔かおも上あげず、目めも合あわさず。

「すごい、信しん頼らいし合あってるんですニャ」

　と桜さくら丸まるは言いうけれど。

　これはマジで、いなくていいと思おもわれてるのかもしれない……。

「オトモダチ探たん検けん隊たいで成せい果かを上あげるしかないニャ」

　腕うでを磨みがいて、素そ材ざいもたくさん持もって帰かえって。ニコに成せい果かを見みせつけなければ。

　オトモダチ探たん検けん隊たいは三匹びきでひとつの隊たいになるわけなので、カナトと桜さくら丸まるだけだとあと一匹ぴきは知しらないアイルーと一いっ緒しょに行いくことになる。

　カナトはどんな相あい手てとでもうまくやっていく自じ信しんがあるし、桜さくら丸まるも素す直なおなアイルーなので大だい丈じょう夫ぶだろう。

　でもどうせなら、知しっている相あい手ての方ほうがやりやすいのは確たしかで……。
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「だからって、アタシを誘さそうとか、アンタたち他ほかに友ともだちいないの？」

　カナトと桜さくら丸まるは、テトルーのコトコトに声こえをかけた。

「まあまあ、他ほかにいないから声こえをかけたんじゃなくて、オレたちがコトコトと一いっ緒しょにやりたかったから、声こえをかけたんだニャ」

　カナトはスマートに笑わらってそう言いう。

「うまいこと言いうわね、アンタ。誰だれにでもそういう言いい方かたしてるんじゃないの？」

　ぎくっ。実じつはそうです。カナトはたいてい、誰だれにでもこういう誘さそい方かたをします。こう言いうと、相あい手てはたいてい機き嫌げんが良よくなり、言いうことを聞きいてくれるので。

「でもコトコトさん、即そくＯオーＫケーだったじゃないですか」

　桜さくら丸まるはいつもの善ぜん良りょうな笑えみを浮うかべている。ハンターのノアに見みせる顔かおとは大おお違ちがいだ。

「アタシたちだけで行いく、っていうのにやりがいを感かんじたのよ。この間あいだ、ドスジャグラスやクルルヤック相あい手てに、ただ逃にげるだけだったしね。ちゃんと対たい峙じしてみたいじゃない」

　あのときは突とつ然ぜんだったから、あわてて逃にげることしか出で来きなかったけれど。

　最さい初しょから「モンスターの素そ材ざい採さい取しゅ」という覚かく悟ごで挑いどむなら、また別べつの結けっ果かが出でるのではないか。

「……だったら、古こ代だい樹じゅの森もりの方ほうがよかったのかニャ」

「コトコトさんにとっては、庭にわみたいなもんですよニャ」

　カナト、桜さくら丸まる、コトコトのオトモダチ探たん検けん隊たいがやってきたのは、大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちだ。

　派は遣けん先さきはある程てい度ど選えらべたので、古こ代だい樹じゅの森もりに行いくという選せん択たく肢しもあったのだけど。

「ニコにつきあって最さい近きんは古こ代だい樹じゅの森もりばっか行いってたから、他ほかのところに行いきたかったのニャ」

「どこでもかまわないわ。ただ、この大おお蟻あり塚づかには、アタシたち『森もりの虫むしかご族ぞく』とはまた別べつの部ぶ族ぞくがいるわね」

「え、じゃあ別べつのテトルーに会あうかもしれないニャ？」

「おいそれとは出でてこないんじゃない？　アタシたちもそうだから」

　そういえば、コトコトを見みつけるまでけっこう大たい変へんだったっけ。

「とにかく、この三匹びきだけで、依い頼らいをすべてこなすのニャ」

　研けん究きゅう基き地ちに行いき、オトモダチ探たん検けん隊たい派は遣けんを取とり仕し切きっている獣じゅう人じん族ぞく研けん究きゅう員いんに、隊たいの登とう録ろくをしてもらい、最さい初しょの派は遣けん任にん務むを決きめた。

「えーと、キノコ採さい取しゅ、ランゴスタ討とう伐ばつ、ボルボロスの素そ材ざい採さい取しゅ、またキノコを採さい取しゅして、最さい後ごにもう一いち度どボルボロスの素そ材ざい採さい取しゅ、というオーダーですニャ」

「ボルボロスが二回かいってのがすごいニャ。ハンターでもけっこう大たい変へんニャ」

「……ねえ、それで、なんでこの隊たいの名な前まえが『コトコト探たん索さく隊たい』なの？」

　指し令れい票ひょうを見みながら話はなしているカナトと桜さくら丸まるに、コトコトが尋たずねた。指し令れい票ひょうに書かいてあるからだ、『コトコト探たん索さく隊たい』と。

「なんでって、キミがリーダーだからニャ」

　カナトがキラリと微笑ほほえむ。

「なんでアタシがリーダーなの？」

「あれ？　ダメかニャ？」

「ダメとは言いってないわよ。なんでアタシなのかってこと」

　そりゃ、いちばん口くちうるさそうだからだニャ。うるさいヤツには役やく職しょくを与あたえて、オレが実じっ権けんを握にぎるのがいちばんだからニャ。……なんて本ほん心しんを、カナトは決けっして口くちに出ださない。

「カナトさんが、コトコトさんは頼たよりになるからリーダーにふさわしいって！」

　善ぜん良りょうな桜さくら丸まるが無む邪じゃ気きに言いう。よし、ナイスだ、桜さくら丸まる。

　コトコトはなにか言いいたげにカナトをにらみ付つけていたが、あきらめたのか大おおきく息いきをついた。

「もういいわ。これで受じゅ理りされちゃってるんだし」

「んじゃボクたちは『コトコト探たん索さく隊たい』ですニャ！」

「リーダー・コトコト！」

「それはもういいから！　行いくわよ！」

　コトコト探たん索さく隊たいのはじめての探たん索さくが、はじまった。
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　大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ち。広こう大だいな乾かん燥そう地ち帯たいと古こ代だい樹じゅを水すい源げんとした沼ぬま地ちが入いりまじる地ちだ。

　広こう域いき地ち図ずで見みると砂すな色いろが目めに付つくため、さびしい場ば所しょのような印いん象しょうを受うけるが、実じっ際さいに行いってみると、水みず場ばも多おおく緑みどりもある。

「さあて、どこから行いくニャ」

「まずはキノコ探さがしですよニャ。キノコならしめった場ば所しょの方ほうが採とれるんじゃないですかニャ？」

　ベースキャンプで三匹びきそろって地ち図ずをのぞき込こむ。

「アタシ、大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちって、実じつははじめて来きたの。どこになにがあるのか、まったくわかってないから、まず歩あるいてみたいわ」

　コトコトの言こと葉ばに、カナトもうなずいた。

「オレもそれほど来きたことはないんだニャ。クエストのオトモで夢む中ちゅうで走はしり回まわった記き憶おくがあるだけで、あまりよくわかってない」

「あー、ボクはけっこう歩あるき回まわりましたニャ……ノアが動うごかないから、代かわりに……」

「じゃあ桜さくら丸まるの案あん内ないで、まずは歩あるいてみるっていうのはどうニャ？　その道みちすがら、キノコがあれば採とる、ぐらいの気き持もちで」

「賛さん成せい」

「がんばりますニャ」

　キャンプを出でて、景け色しきを見みながら歩あるき出だす。

　すぐに水みず場ばもあるし、いろんな生せい物ぶつがいるし、草そう食しょく小こ型がたモンスターがまったりと草くさを食はんでいたりもして、平へい和わな様よう子すだ。そこから少すこし進すすむと、広ひろく浅あさい川かわに出でた。薄うす紫むらさきの花はなを咲さかせた植しょく物ぶつが一いち面めんに生はえていて、とても美うつくしい。

　川かわは岩いわによっていくつにも分わかれ、それぞれの方ほう角がくへ流ながれていく。

　桜さくら丸まるはまず緑みどりや水みずのあるところから案あん内ないしていった。川かわは周しゅう囲いをぬかるませ、浅あさいところも少しょう々しょう歩あるきにくい。細こまかい段だん差さも多おおく、いくつも滝たきが出で来きている。

　キノコはすぐに集あつまった。植しょく物ぶつも虫むしも多おおく見みかける。

　明あかるく緑みどりも多おおいが、危き険けんがないわけではない。ケストドンの群むれはうろうろしているし、川かわの中なかには鋭するどい牙きばで襲おそってくるガライーバという魚さかなのモンスターもいる。

「ねえ、ランゴスタ討とう伐ばつするのよね？　さっきから飛とんでるの、ランゴスタじゃない？」

　ランゴスタは大おおきな虫むし型がたのモンスターだ。刺さされると痛いたいし、マヒしてしばらく動うごけなくなる。

「ランゴスタはきりがないから、ほどほどにするニャ」

　虫むしの常つねで、落おとしても落おとしても次つぎ々つぎ飛とんでくる。

「釣つりをしているときとか、ランゴスタってよく飛とんできますニャ。こっちが動うごけないときに来きて、ブスッと刺さす……」

「あるある、それでビリビリしびれて釣つりどころじゃなくなったり」

「大おお型がたモンスターと対たい峙じしてるときにブーンと飛とんで邪じゃ魔ましに来きたり」

「新しん大たい陸りくにもいるんだニャ」

「いるんですニャー」

　相あい手ては空そらを飛とんでいるから、攻こう撃げきは当あたりにくいし、当あたったらばらばらになって素そ材ざいの剥はぎ取とりも出で来きないし。なかなかに面めん倒どうなモンスターだ。

　文もん句くを言いいつつ、三匹びきがかりである程てい度どの数かずを討とう伐ばつした。

「キノコ、ランゴスタときたんだから、次つぎはいよいよボルボロスね。桜さくら丸まる、ボルボロスがいそうなところってわかる？」

「いちばん奥おくの砂すな原はらとかですかニャ……」

「なるほどニャ」

　と、知しったかぶっているけれど、カナトはボルボロスにあまり詳くわしくない。ボルボロスに限かぎらず、モンスター討とう伐ばつのクエストに同どう行こうした経けい験けんが少すくないためだ。オトモアイルーになって日ひが浅あさいため、どのモンスターも「はじめて」か「二回かい目めぐらい」だったりする。

　それでも新しん大たい陸りくならではのモンスターなら、「五期き団だんで新しん大たい陸りくにやってきたばかりだから」ということで、ごまかせた。以い前ぜんいた大たい陸りくにはいなかったのだから、狩かりようがない。

　でもボルボロスは以い前ぜん住すんでいた大たい陸りくにもいたモンスターだ。ベテラン・オトモアイルーなら、何なん頭とうも狩しゅ猟りょうのオトモをしているはずだ。

　ベテランぶるために、情じょう報ほう収しゅう集しゅうだけはしている。「武ぶ勇ゆう伝でんを聞きかせて欲ほしいニャ」と言いえば、ハンターたちはみな機き嫌げん良よく語かたり出だす。ただの自じ慢まん話ばなしにさせず、モンスターの弱じゃく点てんなどを聞きき出だせるのは、カナトの話わ術じゅつがうまいからだ。

　ボルボロスは、泥どろ沼ぬまを縄なわ張ばりとする大おお型がたモンスターで、泥どろをヨロイのようにまとっている。

　ニコと最さい初しょに大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちに来きたときに狩しゅ猟りょうしたが、他ほかのハンターも一いっ緒しょだったし、カナトはあまりなにもしないうちに終おわってしまった。

「大だい体たい、ニコのヤツが他ほかのハンターのフォローばっかりするから……」

　カナトは苦にが々にがしくつぶやく。

　他ほかのハンターと一いっ緒しょのとき、ニコはいつも自じ分ぶんから積せっ極きょく的てきに狩かりに行いかないのだ。ニコが一いっ歩ぽ下さがって仲なか間まの支ささえをしているのに、ニコのオトモであるカナトがいちばん前まえへしゃしゃり出でるわけにもいかない。

　おかげで、ボルボロス狩しゅ猟りょう経けい験けんはあるのに、なんの経けい験けん値ちにもなっていない。

　コトコトは大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちに来きたのがはじめてなのだから、当とう然ぜんボルボロスと対たい峙じしたことがないだろうし、こんな三匹びきでうまく素そ材ざいを集あつめることが出で来きるのだろうか。

　不ふ安あんはあるけれど、カナトは顔かおには出ださない。クールな振ふりは崩くずさない。

「オレはテクニック型がたのオトモアイルーなのニャ。力ちからはあまりないけど、その分ぶんアタマを使つかうタイプニャ。ボルボロスも、力ちから押おしではなく、テクニックで挑いどむのニャ」

「ハンターのニコラスさんがパワータイプですものニャ。パワーとテクニック！　さすが長なが年ねんの相あい棒ぼう同どう士しですニャ」

「力ちからはなくても技わざが切きれるってこと？　へええ、見みかけによらないわね」

　ぎくっ。クールなテクニシャンに見みえていないのだろうか？

　大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちは場ば所しょによってずいぶん様よう相そうが変かわる。けっこう長ちょう距きょ離りを移い動どうしていろんな場ば所しょを歩あるいたが、ボルボロスには遭そう遇ぐうしない。

　桜さくら丸まるが見けん当とうを付つけていたいちばん奥おくの砂すな原はらにもいなかった。

「痕こん跡せきはあるから、いないはずはないんだけど……」

「なにか見み落おとしているかもしれないニャ」

　一いっ旦たんスタート地ち点てんであるベースキャンプへ戻もどろう、ということになり、最さい初しょに来きた紫むらさきの花はなが咲さき乱みだれる広ひろい川かわのところへ戻もどった。

「やっぱりここはきれいねえ」

「ベースキャンプのすぐ近ちかくに、こんな場ば所しょがあるのはいいですニャ」

　最さい初しょに来きたときに平へい和わだったこともあり、戻もどって来こられてなんだかほっとした。

　そう、さっき通とおったときは平へい和わだったのに……。

「……ねえあれ、なにかニャ……？」

　広ひろくて明あかるくてきれいな花はなと流ながれる川かわのある場ば所しょだったのに。

「グァオオオーー！」

「ギオォォーーー！」

　二頭とうの大おお型がたモンスターが、泥どろだらけになりながら、組くんずほぐれつしていた。

「ちょ……っ、あれ……」

「ボルボロスと、もう一頭とうは……」

　片かた方ほうはボルボロスだ。あの冠かんむりのような特とく徴ちょう的てきな頭とう部ぶを見み間ま違ちがうはずがない。

　そのボルボロスと縄なわ張ばり争あらそいをしている相あい手ては、カナトがはじめて見みるモンスターだった。魚さかなのような姿すがたをしている。

「《泥どろ魚ぎょ竜りゅう》ジュラトドスですニャ！」
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　桜さくら丸まるは知しっているようだ。

「ボルボロスと同おなじく、泥どろをまとうモンスターですニャ」

「だから、縄なわ張ばり争あらそいになるわけね」

　広ひろい川かわだが、大おお型がたモンスターに暴あばれ回まわられたらたまらない。あの勢いきおいでぶつかられでもしたら、一いっ発ぱつで吹ふっ飛とばされるだろう。

「ここは危き険けんですニャ、避ひ難なんした方ほうがいいですニャ！」

「そうね。避さけてキャンプへ戻もどりましょう」

　桜さくら丸まるとコトコトはそう言いって背せを向むけた。

「……待まつニャ」

　でも、カナトは動うごかなかった。

「カナト？」

「ボルボロス対たいジュラトドス、どっちが勝かつと思おもうニャ？」

「わかりませんニャ。見みたところ互ご角かくっぽいですニャ」

「あれだけ激はげしくやりあっていたら、素そ材ざいが落おちることもあるんじゃないかニャ？」

　カナトは、ニヤリと笑わらう。

「カナトさん、頭あたまいいですニャ！」

「アンタ、ずるがしこいわねえ！」

　桜さくら丸まるとコトコトは同どう時じにそう評ひょうした。

　オトモダチ探たん検けん隊たいの目もく的てきは、素そ材ざい採さい取しゅだ。大おお型がたモンスターとまともにやりあっても、やりあわなくても、素そ材ざいが手てに入はいればいいのだ。

「でも、ここにいるのはやっぱり危き険けんだと思おもうわ」

「縄なわ張ばり争あらそいって、決けっ着ちゃく付つくまでやるのかニャ？」

「本ほん能のうに従したがって、負まけそうになったら退たい散さんするんじゃない？　モンスターってやばくなったら巣すに戻もどったりするわよね？」

「ボルボロスの巣すってどこかわかるニャ？」

「え？」

「元げん気きなボルボロスは、オレたちじゃ歯はが立たたないだろうけど。ジュラトドスとやりあって、疲つかれているボルボロスを待まち伏ぶせするなら……」

　カナトはさらに、ニヤリと笑わらう。

「カナトさん、頭あたまいいですニャ！」

「アンタ、ずるがしこいわねえ！」

　桜さくら丸まるとコトコトはまたしても同どう時じにそう評ひょうした。

　二匹ひきに異い論ろんはないようだ。

　川かわから離はなれ、ベースキャンプ前まえの岩いわ場ばまで移い動どうする。ここならとばっちりでケガをする心しん配ぱいもない。そこで改あらためて、話はなしの続つづきをする。

「……それには、巣すを見みつけなきゃならないのニャ。桜さくら丸まる、わかるかニャ？」

「すみませんニャ、そこまで知しりませんニャ」

　桜さくら丸まるは申もうし訳わけなさそうに首くびを振ふった。

「そっか……」

　カナトはハンターたちから聞きいた武ぶ勇ゆう伝でんを必ひっ死しに思おもい出だそうとした。巣すの場ば所しょは聞きいてない。聞きいたとしても、大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちをよく知しらないカナトにはわからないだろうから、そこは突つっ込こんで聞きかなかった。

　カナトが聞きいたのは、ボルボロスの習しゅう性せいだ。主しゅ食しょくは昆こん虫ちゅうで、虫むしの多おおいところに生せい息そくすること、常じょう時じ泥どろをまとうので、沼ぬまが近ちかくに必ひつ要ようなこと……。

「沼ぬまのある、静しずかな場ば所しょを探さがすニャ。ボルボロスが休やすむところは、きっと外がい敵てきから身みを守まもれるような沼ぬまニャ」

　カナトは想そう像ぞうした。自じ分ぶんがボルボロスだったら。疲つかれた、ボロボロだ、早はやく帰かえって眠ねむりたい。泥どろで身みを固かためて安あん心しんしたい。広ひろいところじゃダメだ、落おち着ついた、奥おくまったところ。

「沼ぬま地ちというだけなら、けっこうありますニャ。川かわになって流ながれているところでも、泥どろはあるわけだし……」

　桜さくら丸まるが地ち図ずを開ひらいて、候こう補ほ地ちを指ゆびさしていく。

「流ながれの大おおきいところは外はずしていいニャ。そういうところじゃ、休やすまらないと思おもうから。奥おくまった、せまい感かんじのところがいいニャ」

「それなら……こことか？」

　桜さくら丸まるが、一箇か所しょを示しめした。

「ここ、さっき一いち度ど通とおったわね。薄うす暗ぐらい、せまい感かんじのところだったわ」

「よし、そこへ行いってみるニャ」

　違ちがったところで、またボルボロスを探さがせばいいだけのこと。やれることはやってみよう。

「さあ、探たん検けん隊たい出しゅつ動どうニャ！」
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　カナトの作さく戦せんは当あたった。

　三匹びきが待まつ小ちいさな沼ぬまに、疲つかれたボルボロスがやって来きたのだ。

「まだニャ」

　カナトは仲なか間まを抑おさえる。

　ボルボロスはカナトたちがいても、気きにした様よう子すがない。アイルーとテトルーごときを、警けい戒かいする習しゅう性せいはないのだろう。

　脚あしを引ひきずるようにして、沼ぬまの中なかへ入はいっていく。大たいして深ふかい沼ぬまではない。脚あしを曲まげて身体からだを低ひくく沈しずめるようにして、ボルボロスは沼ぬまの中なかに浸つかった。

　眠ねむったらしい。

「よし、行いくぞ」

　三匹びきで、眠ねむるボルボロスを取とり囲かこむ。小ちいさなアイルーたちで囲かこむといっても心こころ許もとない限かぎりだが、相あい手てが動うごかない分ぶんゆっくり準じゅん備びが出で来きる。

　それぞれ武ぶ器きをかまえる。

「コトコト、合あい図ずを」

「え、なに、ここだけアタシ？」

「リーダーだし」

「なにそのこだわり。……わかったわよ」

　コトコトは息いきを整ととのえてから、鋭するどい声こえを出だした。

「攻こう撃げき開かい始し！」

「ニャーー!!」

「ニャーー!!」

　三匹びきが同どう時じに斬きりかかる。

　ザクッ！　音おとがひとつになるくらい、タイミングはばっちりだ。

　だが。

　手て応ごたえは、ぜんぜんない。

　表ひょう面めんの泥どろを斬きった程てい度ど。

「……？」

　期き待たいした感かんじと違ちがう。カナトは息いきをのんだ。

　目めの前まえの塊かたまりがぶるっと動うごいた。泥どろの中なかに沈しずんでいたボルボロスが、身みじろいだのだ。

「ぶわっ」

「きゃああ！」

　ボルボロスの身体からだが大おおきくなった。いや違ちがう、立たち上あがったのだ。目めの前まえに泥どろの壁かべが出で来きる。

　まずい。

「グオオオォーー！」

　眠ねむりを邪じゃ魔まされたボルボロスが吠ほえた。

「つ、続つづけるのよ！」

　それぞれに攻こう撃げきを続つづける。しかし、効きいている様よう子すがない。

　なにしろ身体からだの大おおきさがまったく違ちがう。ボルボロスが身みをよじるだけで、カナトたちは吹ふっ飛とばされるのだ。

「力ちからより技わざなんでしょ、テクニックを見みせなさいよ！」

　コトコトがカナトへ向むかって叫さけぶ。

「お、おう」

　しきりに振ふり回まわしてくる危き険けんな頭とう部ぶを避よけて、脚あしを狙ねらう。刃はをななめに差さし込こむように斬きりかかる……！

　ザンッ！　と、いい音おとがするはずだった。カナトの想そう像ぞうでは。

　でも実じっ際さいには。

　ドスッ！　と、鈍にぶい音おとがした。

　ドスッ、って……刃は物もののたてる音おとじゃない。斬きる音おとではなく、叩たたく音おとだ。つまり、刃はがまったく通とおっていないということ。

「あ、あれ……？」

　おかしいな。この角かく度どでなら刃はが肉にくへ届とどいて甲こう殻かくがはがれるはずなのに。

　華か麗れいなテクニックは脳のう内ないシミュレーションでは完かん璧ぺきだったが、実じっ際さいには腕うで前まえが足たりなくてカタチにならない。

「あうっ」

　ボルボロスの振ふり回まわした尻しっ尾ぽが命めい中ちゅうした。カナトは吹ふっ飛とび、泥どろの積つもった地じ面めんへ叩たたきつけられる。

　一いっ瞬しゅん、目めの前まえが真まっ白しろになった。

「カナトさん！」

　桜さくら丸まるが回かい復ふくミツムシを呼よんでいるのが目めの端はしに入はいった。

「うおおーーっ、このっ、このっ、このおーっ」

　コトコトは一匹ぴきで攻こう撃げきを続つづけている。フットワークが軽かるく、動うごきに切きれ目めがない。そういや、最さい初しょに見みかけたとき、やたら逃にげ脚あしが速はやかったっけ……。カナトは薄うすくなりかけた意い識しきの底そこで考かんがえた。

「カナトさん、大だい丈じょう夫ぶですかニャ」

　不ふ意いに、視し界かいがはっきりとした。回かい復ふくミツムシの蜜みつを頭あたまからかぶったせいだ。

「あ、ああ、ありがとうニャ」

　しっかりしろ、頭あたまを動うごかせ。カナトは自じ分ぶんをしかりつけた。

「やっぱり、ボクたちだけじゃ無む理りですニャ……」

　見みれば桜さくら丸まるはすっかりしおれている。顔かおに「もうダメだ」と書かいてある。ケガをしている様よう子すはないが、カナトの横よこにぺたんと座すわったままだ。

「ちょっとアンタたち、回かい復ふくしたなら戻もどりなさいよ、アタシひとりにやらせる気き!?」

　走はしり回まわりながらコトコトが叫さけぶ。

　大おおきさに差さがありすぎて、ワンステップで避よけるなんてことはできない。避よけるためには走はしり回まわるしかない。攻こう撃げきするにも、走はしり込こむしかない。

「ボク、狩かりのときはほとんど回かい復ふく役やくしかしてないんですニャ……。ノアがガンガン攻せめていくタイプなんで、ボクがすることは特とくにないっていうか……。だから……」

　桜さくら丸まるはすっかりおじけづいている。

「ああもおっ、堅かたいのよっ、ムカつくのよっ」

　素す早ばやいコトコトは絶たえず走はしり回まわりながら、ボルボロスを斬きり続つづけている。ボルボロスも、相あい手てが小ちいさすぎていつもと勝かっ手てが違ちがうようだ。

「桜さくら丸まる、コトコトの回かい復ふくを」

　カナトはうなだれたままの桜さくら丸まるに言いった。

「そ、そうですニャ」

　桜さくら丸まるははじめて気きがついたように、またミツムシを呼よび寄よせる。そうだ、桜さくら丸まるのハンター・ノアは、わがままでえらそうで、嫌いやなヤツだった。あいつはいつも勝かっ手てな命めい令れいをポンポン桜さくら丸まるへ投なげつけていた。桜さくら丸まるはそれにポンポン言いい返かえしていた。

　つまり、桜さくら丸まるは誰だれかの指し示じがあった方ほうが、動うごきやすいアイルーなんだ。

「オレは今こん回かいミツムシ寄よせのお香こうを装そう備びしてないから、回かい復ふくはオマエの役やく割わりだニャ。安あん全ぜんなところにいていいから、そこからミツムシを飛とばすニャ。回かい復ふくしたらその都つ度ど後こう方ほうへ戻もどって、全ぜん体たいを確かく認にんするのニャ。そうやって、仲なか間まを回かい復ふくすることだけ考かんがえるニャ」

「はい！　わかりましたニャ！」

　思おもった通とおり、指し示じを与あたえた途と端たん、桜さくら丸まるはしゃきっとした。

「コトコト、その調ちょう子しで跳とび回まわって、沼ぬまから出でるニャ！」

「ええ？　なに指さし図ずしてんの!?」

「ボルボロスは泥どろをまとうモンスターニャ。沼ぬまの中なかだとずっと泥どろがあるから、不ふ利りニャ」

　攻こう撃げきしたとき、泥どろのヨロイにはばまれて、肉にくまで届とどいてない感かん触しょくだった。あれはまずい。絶ぜっ対たいまずい。いくら攻こう撃げきしても、アイルーの小ちいさな身体からだに見み合あった小ちいさな武ぶ器きでは、肉にくに届とどかない。素そ材ざいを剥はげない。

「アンタねえ……！」

　コトコトはいきなり、まっすぐカナトと桜さくら丸まるのところへ走はしり込こんできた。ボルボロスは、コトコトの動うごきが意い外がいすぎたのか、姿すがたを見み失うしなっている。ミツムシにつかまって飛とぼうとしていた桜さくら丸まるは、コトコトの方ほうからやって来きたからあわてて向むきを修しゅう正せいした。

「沼ぬまの中なかで寝ねているところを攻こう撃げきしようって言いい出だしたの、アンタでしょうが。なに反はん対たいのこと言いい出だしてんのよ」

「ごめんニャ、あんなに攻こう撃げきが効きかないとか、思おもわなかったのニャ」

「アンタ、ボルボロスと対たい峙じしたことあるんでしょ？　ナニを今いまさら……」

　ぎくっ。耳みみで聞きいて勉べん強きょうしただけで、実じっ際さいに狩かるのはほぼはじめてとか、ばれるとまずい、かっこわるい。

「オレが今いままで対たい峙じしたことあるボルボロスより、泥どろを厚あつくまとうみたいニャ。個こ体たいごとに狩かり方かたを変かえなきゃニャ」

「さすがカナトさん！　ベテラン・オトモアイルーは違ちがいますニャ」

「あ、ボルボロスがまた沼ぬまに沈しずむニャ！」

　キョロキョロしていたボルボロスは、「邪じゃ魔まな虫むしは追おい払はらった」とでも思おもったのか、また沼ぬまに浸つかって眠ねむる体たい勢せいになった。

「ええいっ、起おきなさい！」

　コトコトが泥どろの中なかでも目め立だつ頭あたまを、力ちからいっぱい斬きりつけた。が、返かえったのはまたしても、「斬きる」というより、「叩たたく」音おとだった。

　カツーン！　という音おとが響ひびく。

「堅かたっ。頭あたま堅かたいっ」

　それでも、寝ねていられないと思おもったのか、ボルボロスはまた起おき上あがった。

「おびきよせるニャ！」

「もう一いち度ど頭あたま行いくわよ！　堅かたくてムカつく！」

　コトコトは走はしり回まわりながら、何なん度ども頭とう部ぶを攻こう撃げきする。

「コトコト、頭とう部ぶは特とくに堅かたいから、攻こう撃げきするなら別べつの箇か所しょの方ほうが……」

「だっておびきよせるんでしょ、頭あたまの方ほうがいいわ！」

「グォオオーーッ」

　うっとうしいのか、ボルボロスは頭あたまを振ふって、コトコトのあとを追おってきた。大おおきな身体からだが、ザブンと泥どろ沼ぬまから地ち上じょうへ上あがってくる。

「桜さくら丸まる、ミツムシ呼よび続つづけるニャ、コトコトをフォローして」

「わかりましたニャ！」

　ボルボロスの身体からだが少すこしでも当あたれば、それだけで大おおきなダメージになる。素す早ばやいコトコトでもどうしてもダメージはたまっていくので、それが大おおケガにならないうちに回かい復ふくする。

「あしどめの虫むしかごを使つかうニャ、それに合あわせて攻こう撃げきを！」

「わかったわ！」

　カナトは「森もりの虫むしかご族ぞく」からもらったオトモ道どう具ぐを使つかった。虫むしかごの中なかに入はいっている閃せん光こう虫ちゅうが目めを焼やくような光ひかりを発はっし、ボルボロスの動うごきが止とまった。目めがくらんで動うごけないのだ。

「ぅおらーーっ!!」

　コトコトの渾こん身しんの一いち撃げきが、ボルボロスの顔がん面めんに決きまった。
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「顔がん面めん……」

「顔がん面めんですニャ……」

　いや、なんとなく、あぜんとしてカナトと桜さくら丸まるはつぶやいた。顔がん面めん攻こう撃げきって、見みた目めのインパクト強つよい。

「頭あたまは堅かたいから、狙ねらいを変かえたわ」

「いや、頭とう部ぶは堅かたいって言いったと思おもうニャ……顔かおも堅かたいと思おもうんだけど……」

　テトルーの力ちからではどうにもならないと思おもっていたのに。

　ボルボロスは衝しょう撃げきで頭あたまを動うごかし、数すう歩ほ後うしろへ下さがった。

　それだけでなく、ボルボロスの身体からだからなにかしら落おちるものがあった。

「さらに行いくわよ！」

「お、おう」

「ナニ引ひいてんのよ、チャンスでしょうが！」

　コトコトを攻こう撃げきのかなめにしたのは正せい解かいだった。なんといっても、この気きの強つよさはエースポジションが合あっている。

　カナトも武ぶ器きを抜ぬいて斬きりかかる。コトコトに比くらべて力ちからがないというか、迫はく力りょくに欠かけるのは自じ覚かくしている。

　ボルボロスは泥どろを振ふりまく攻こう撃げきをしたり、突とっ進しんしたりしていたが、カナトたちが小ちいさいためか、大おおきな動どう作さほどなかなか当あたらなくなった。興こう奮ふんしているのだろう。

　やがてまた、脚あしを引ひきずるように移い動どうをはじめた。

「逃にげた？　次つぎはどこで寝ねるのかしら？」

「追おいかけますかニャ!?」

　コトコトたちはボルボロスを追おって走はしり出だしそうだが、カナトは違ちがう。

　ボルボロスがいなくなった、地じ面めんを見みていた。

「なにしてるのよ、追おいかけるなら早はやく……」

「大だい丈じょう夫ぶニャ」

　カナトは地じ面めんにあった、ボルボロスから落おちたモノを拾ひろい上あげた。

「それって……」

「土ど砂しゃ竜りゅうの甲こう殻かくニャ」

「ボルボロスの素そ材ざい？」

「あ、他ほかにもありますニャ」

　三匹びきで、落おちているモノを拾ひろい集あつめた。

　土ど砂しゃ竜りゅうの甲こう殻かく、肥ひ沃よくなドロ、竜りゅうのナミダ……いろいろある。

「狩しゅ猟りょうじゃなく、素そ材ざい入にゅう手しゅが目もく的てきだから、これで十じゅう分ぶんニャ」

「ですよニャ。ボクたちだけでこんな素そ材ざいを手てに入いれられるなんて、すごいことですニャ」

「確たしかにそうよね……あら、なにかしらこれ」

「布ぬの……？　ボルボロスが落おとしたモノじゃないかもしれないニャ。なんだか禍まが々まがしい布ぬのニャ」

「いいじゃないですか、全ぜん部ぶ拾ひろっていきましょうニャ」

　オトモダチ探たん検けん隊たいの目もく的てきは、派は遣けん先さきでの採さい取しゅや素そ材ざい集あつめなのだから。
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「なんか、イイ感かんじじゃないですか、ボクら」

　桜さくら丸まるがホクホク笑わらって言いう。

「チームワークがいいというか。コトコトさんが強つよいリーダーで、カナトさんが冷れい静せいな参さん謀ぼうで、ボクが後こう方ほう支し援えん役やくで」

「ほう」

　カナトはあまり関かん心しんなさげに、……でも内ない心しんでは「冷れい静せいな参さん謀ぼう」に大おおいにときめいていた。「冷れい静せいな参さん謀ぼう」！　オレが！　それこそオレが求もとめる「かっこいい」姿すがたニャ！

「えーと、コトコトさんがレッドで、カナトさんがブルーで、ボクは……とりあえずイエローかニャ？」

「ほう」

　カナトはあまり関かん心しんなさげに、……でも内ない心しんは「ブルー」に大おおいにときめいていた。やった！　クールな色いろ！　オレってやっぱそうなんだニャ！

　いったん戻もどったベースキャンプで夕ゆう食しょくを取とりながら、三匹びきはくつろいでいた。

「…………」

　ふと気きづけば、コトコトがカナトをじっと見みている。

「な、なにかニャ？」

「うれしそうね」

「なななななにが？　ああ、その、今日きょうの探たん索さくがうまくいってうれしいのニャ」

「そうね。華か麗れいなテクニックはぜんぜん決きまらないみたいだったけど」

　ぎくっ。

「カナトさんは前ぜん衛えいで攻こう撃げきするより、指し揮きをとる方ほうが向むいてますニャ」

「そ、そうだニャ。オトモダチ探たん検けん隊たいだと、相あい棒ぼうのニコと狩かるようにはいかないしニャ」

「つまり、口くちだけの方ほうが向むいてると」

「く、口くちだけだなんて。オレはテクニック型がたの……」

　もごもご。言いい訳わけは最さい後ごまで声こえに出だせない。

「大おお型がたモンスターを狩かるのは無む理りでも、ここまで素そ材ざい集あつめは出で来きるんですニャ。ふふっ、帰かえったらノアに自じ慢まんしてやろうっと」

「そうねえ。『テトルーの秘ひ術じゅつ』を使つかったら、アタシたちだけでも大おお型がたモンスターも狩かれるかもしれないけど」

　眠ねむそうなコトコトはあくびまじりに言いう。

「待まてよ、それ、前まえにも言いってたニャ。なんなんだ？　『テトルーの秘ひ術じゅつ』って？」

「テトルー以い外がいでは、本ほん当とうに信しん頼らいした相あい手てにしか教おしえられないのよ」

「え、それ、ボクらのこと信しん用ようしてないってことですかニャ？」

「信しん用ようはしてるわよ。でも、信しん頼らいは別べつね。っていうか、そう簡かん単たんに信しん頼らいしちゃったら面おも白しろくないんじゃない？」

　コトコトはそれだけ言いって、「おやすみー」と寝ねてしまった。

「えーと」

　桜さくら丸まるが微び妙みょうな顔かおでカナトを振ふり返かえる。

「信しん用ようと信しん頼らいって、違ちがうんですかニャ？」

「そうだニャ。信しん用ようしている、の上じょう位いクラスが、信しん頼らいしている、かニャ」

「なるほど！　わかりやすいや、やっぱカナトさん頭あたまいいですニャ」

　素す直なおな桜さくら丸まるはそのまま受うけ取とっているようだけど、ちょっとややこしそうなコトコトは、カナトに言いいたいことがあるのかもしれない。

　詳くわしく聞ききたい気きもするが、相あい手てに根ね掘ほり葉は掘ほり聞きくのはかっこわるい。ここはクールに、聞きかなかった振ふりをする方ほうがいいかな……。
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　オトモダチ探たん検けん隊たいのはじめての任にん務むは大だい成せい功こうだった。

　カナトと桜さくら丸まるは、研けん究きゅう基き地ちへ戻もどって報ほう告こくしたのち、胸むねを張はってアステラへ帰き還かんした。

　カナトが持もち帰かえった素そ材ざいに、ニコは「さすがだな」と言いったけれど、顔かおはこわいままだし、大たいして感かん動どうしていないようだった。

　アイルーとテトルーだけでこれだけ持もち帰かえるの、大たい変へんだったんだけどニャ……コメントはそれだけなのか。

「ノアに自じ慢まんしてやるニャ！」と桜さくら丸まるは言いっていた。カナトもほめてほしかったら、自じ慢まんすればいいのだ。すっごく大たい変へんだった、そして、すっごくがんばった、それでようやくこれだけの成せい果かを得えた……。

　カナトは頭あたまの中なかでシミュレーションしてみた。

　ほめてほしくて、「大たい変へんだった語がたり」をえんえんしている自じ分ぶんを。

　……無む理りだニャ。かっこわるい。

　かっこいい男おとこは、自じ分ぶんから苦く労ろうだとか努ど力りょくだとかを宣せん伝でんしない。なんでもない顔かおしてすごいことをするものだ。

「……つらいニャ、かっこいいって……」

　思おもわず遠とおい目めをして、つぶやいてしまう。桜さくら丸まるの素す直なおさがうらやましい。

　それでもカナトは、「かっこいい」を求もとめることをやめられない。

　それをやめたら、カナトじゃなくなる。
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「ねーねー、見みてくださいニャ」

　古こ代だい樹じゅの森もりの探たん索さくで、偶ぐう然ぜん会あった桜さくら丸まるは、カナトの前まえでくるりと回まわって見みせた。

「ボロスネコシリーズですニャ」
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　桜さくら丸まるの身みに着つけている装そう備びが変かわっていた。ボルボロスの素そ材ざいで作つくったらしい。

「オトモダチ探たん検けん隊たいで手てに入いれた素そ材ざいで？」

「それだけじゃ足たりないから、足たりない分ぶんはノアが手て持もちの素そ材ざいを出だしてくれましたニャ。せっかくボルボロスを狩かったんだから、記き念ねんに作つくっておけよ、って。ま、完かん全ぜんに狩かってはいないけど、ほぼ狩かったということで！」

「そっか。良よかったニャ」

「ふふふ。ノアは気きが利きかないから、こっちからねだらないと、新あたらしい装そう備び作つくってくれないんですニャ」

「コイツがあんまりうるせーから、作つくるはめになったんだよ。オトモアイルーごとき、ナニ装そう備びしてても大たいして変かわんねーだろうに」

　桜さくら丸まるがいるということは、当とう然ぜんハンターのノアもいる。向むこうも探たん索さく中ちゅうなのだ。

「せっかく素す直なおによろこんでやってるのに、どうしてそういう言いい方かたをするかニャ、このひねくれ者ものは」

「はあ？　よろこんで・やっ・て・る？　へー、そうですか。んじゃオレ様さまに感かん謝しゃして、キリキリ働はたらけよ」

「まずアンタが働はたらけよ、このナマケモノが」

　桜さくら丸まるとノアは、相あい変かわらずケンカばかりしている。

「カナトさんはあんまり装そう備びにこだわらないタチですかニャ？　その装そう備び、お気きに入いりなんですニャ」

　つまり、いつ見みても同おなじ装そう備びだということだ。桜さくら丸まるは無む邪じゃ気きに聞きいているだけで、深ふかい意い味みはない。

「うん、まあね。あんまり、かまう方ほうじゃないニャ。どんな装そう備びでも最さい大だい限げんに能のう力りょくを発はっ揮きするアイルーを目め指ざしてるからニャ」

「うわ、かっこいいですニャ！　ずっと初しょ心しん者しゃ装そう備びなのは、そういう心こころ意い気きがあるからなんですニャ」

「オマエも見み習ならえよ。すーぐ他ほかのモノのせいにして。装そう備び変かえたって、ヘタレはヘタレのままだろ」

「ノアこそ、ボクが持もって帰かえった禍まが々まがしい布ぬのでその防ぼう具ぐ作つくったくせに」

「ぜんぜん足たりねーよ、シリーズそろえたいから、もっと持もって帰かえれよ」

　言いい合あうハンターとオトモコンビを気きにした様よう子すもなく、ニコは痕こん跡せき集あつめに夢む中ちゅうになっている。

　最さい近きんのニコは、アステラの生せい態たい研けん究きゅう所じょによく通かよっている。所しょ長ちょうの話はなしを聞きいたり、モンスター図ず鑑かんを眺ながめたりしているようだ。

　それゆえ前まえ以い上じょうに、モンスターの痕こん跡せきに興きょう味みを持もっているらしい。

　放ほうっておくとひとりで奥おくへ奥おくへと進すすんでしまう。

　今いまも、カナトが脚あしを止とめてノア＆アンド桜さくら丸まると話はなしているというのに、振ふり向むきもせずに行いってしまった。

「ちょ、ニコ。待まつニャ。ごめん、またニャ」

　カナトは桜さくら丸まるにあいさつをしてから、ニコを追おいかけた。こうも「いてもいなくてもかまわない」という態たい度どを取とられると腹はらが立たつ。

「ニコ、なにを探さがしているのニャ。たまには説せつ明めいするニャ」

　木きのみきに付ついた爪つめ痕あとを調しらべていたニコは、カナトのいらついた声こえでようやく顔かおを上あげた。

「アンジャナフだ」

「アンジャナフ？」

「この爪つめ痕あと」

《蛮ばん顎がく竜りゅう》アンジャナフ。特とく徴ちょう的てきな頭とう部ぶを持もつ、非ひ常じょうに好こう戦せん的てきで危き険けんな大おお型がたモンスターだ。

　古こ代だい樹じゅの森もりを探たん索さくしていると、姿すがたを見みかけることは幾いく度どもあった。クエストで狩しゅ猟りょうしたことはあったが、そのときは他ほかのハンターが一いっ緒しょだった。自じ分ぶんたちしかいない探たん索さくで出で会あいたいモンスターじゃない。

「アンジャナフの痕こん跡せきを集あつめているのニャ？　痕こん跡せきだけならいいけど、アンジャナフ本ほん体たいにはむやみに近ちかづかない方ほうがいいニャ」

　アンジャナフはこわいモンスターだ。クエストとして受うけてないのだから、スルーするに限かぎる。

「……でも、図ず鑑かんも更こう新しんしたいしな」

「はあ？」

「この爪つめ痕あと、まだ新あたらしい。近ちかくにいると思おもう」

　近ちかくにいたらまずいじゃないか！　カナトはびびって周しゅう囲いを見み回まわすけれど、ニコは反はん対たいにさらに次つぎの痕こん跡せきを追おって行いく。

　まずいって！　嫌いやな予よ感かんがする。このパターンは絶ぜっ対たい……。

　アンジャナフの残のこした痕こん跡せきはどんどん新あたらしいものになり、ついに、本ほん体たいの背せ中なかが見みえた。

「いた」

　ニコの目めが光ひかる。その大おおきな身体からだから、覇は気きがたちのぼる。それはとても頼たのもしい姿すがただけれど……。

「カナト。アンジャナフ、行いけるか？」

　行いけるかと言いわれても。カナト個こ人じんとしては「無む理り」、だけど、ニコには勝しょう算さんがあるということか。カナトはニコの実じつ力りょくを知しらない。他ほかのハンターと一いっ緒しょだと、地じ味みなアシスト役やくに徹てっしてしまうため、どの程てい度どの実じつ力りょくがあるのか測はかり切きれていないのだ。

「仕し方かたないニャ……」

　カナトも腹はらをくくった。これで、ニコの本ほん気きが見みられるなら、命いのちを懸かける価か値ちもあるってもんだ。

「行いくぞ」

　ニコの巨きょ体たいが一いっ瞬しゅん沈しずみ、次つぎの瞬しゅん間かん、弾はじけた。

「え……っ？」

　弾だん丸がんのような走はしりだ。長ながい脚あしで前まえを行いくアンジャナフの背せ中なかまでの距きょ離りを、一いっ気きに詰つめた。

　アンジャナフは気きづいていない。前まえを見みて余よ裕ゆうのある走はしり方かたをしている……その背せ中なかへ、重おもい重おもい一いち撃げきが下くだった。

「グギャアッ」

　アンジャナフがよろめいた。予よ期きしない攻こう撃げきに、体たい勢せいを整ととのえられない。ニコはその無む防ぼう備びな横よこ腹ばらに、第だい二弾だん攻こう撃げきをおみまいした。

　流ながれるような攻こう撃げきだ。あのアンジャナフが完かん全ぜんに出で遅おくれている。

「すごいニャ」

　やはりニコは、オレが見み込こんだ通とおりのハンターだった。見みた目め通どおりの腕うで利ききなんだ。

　と、思おもったのは、そのときまでだった。

　ニコの次つぎの攻こう撃げきは、盛せい大だいに空から振ぶった。

　横よこ腹ばらの次つぎは巨きょ体たいを支ささえる後うしろ脚あしを狙ねらったのだが、かわされてしまったのだ。

　渾こん身しんの空から振ぶりは簡かん単たんには止とまらない。ニコはその場ばでくるくる回まわった。

「えー……？」

　スゴ腕うでハンターが、空から振ぶってくるくる回まわるところなんて、見みたことがない。腕うでの立たつハンターなら、かわされたときこそ鮮あざやかに次つぎの攻こう撃げき体たい勢せいに移うつるものだ。

「グオオオーーォ!!」

　アンジャナフが咆ほう哮こうし、ニコもカナトもとっさに動うごけなくなった。身体からだが固かたまったのはわずかな間あいだだったが、そのわずかな時じ間かんでアンジャナフは大おおきく身体からだをしならせていた。

　尻しっ尾ぽがニコを襲おそう！

「ニコ！」

　ニコは避よけきれず、まともにくらって地じ面めんへ叩たたきつけられた。

　カナトはミツムシ寄よせのお香こうを焚たいた。早はやく早はやく。間まに合あえ！　倒たおれたニコの起おき上あがりざまを、アンジャナフの突とっ進しん攻こう撃げきが襲おそう。

　わずかの間あいだに命いのちの危き険けんを感かんじるレベルまで追おい詰つめられたニコに、回かい復ふくミツムシの蜜みつをかける。

「ニコ、大だい丈じょう夫ぶニャ？　いったん立たて直なおした方ほうが……」

「大だい丈じょう夫ぶだ」

　ニコの覇は気きは消きえていない。目めがらんらんと輝かがやいている。

「おおっ、アンジャナフかよ！」

　後うしろで声こえがした。

「カナトさん、大だい丈じょう夫ぶですニャ？」

　さっき別わかれたノアと桜さくら丸まるだ。同おなじ道みちを歩あるいてきて、追おいついたようだ。

「ハンターふたりとオトモ二匹ひきか。イケんじゃね？　ニコラス、加か勢せいするぜ！」

　ノアがシャキンと双そう剣けんを抜ぬいた。

「ニャ、マジかよ、やるのかよ。前まえに痛いたい目めに遭あって泣ないて帰かえったじゃないか」

「黙だまれ、誰だれが泣ないて帰かえったんだ、誰だれが」

「あー、ごめんニャ、秘ひ密みつだったニャ」

「あれは突とつ然ぜんで準じゅん備びもなにも出で来きてなかったからで……ええい、余よ計けいなこと言いってんじゃねえっ」

　こんなときでもノアと桜さくら丸まるは言いい合あいをしている。

　ノアは身み軽がるにアンジャナフの背はい後ごを取とる。尻しっ尾ぽを警けい戒かいしながら、後こう方ほうから斬きりかかった。

　それが出で来きるのは、アンジャナフの注ちゅう意いがニコに向むけられているためだ。

　アンジャナフは背せ中なかへ受うけている攻こう撃げきも、目めの前まえのニコのせいだと言いわんばかりに、頭とう部ぶをぶんぶん振ふって噛かみ付ついてきた。

　一回かいで終おわらない、連れん続ぞくだ。ニコはステップを踏ふんで、なんとかしのぐ。

　後うしろからの攻こう撃げきにも反はん応のうし、尻しっ尾ぽでなぎ払はらう動どう作さをした。そのときにはノアはもう安あん全ぜんなところまで離はなれている。

　アンジャナフがノアに向むき直なおった。頭あたまを使つかって突とつ撃げきする。

「うっわ、あぶねあぶね」

　ノアは攻こう撃げきを避よけるだけでなく、何な故ぜかニコの後うしろまで回まわり込こんできた。

　方ほう向こう転てん換かんしたアンジャナフが、今こん度どはニコに向むかって突とつ撃げきしてきた。

　ニコは防ぼう戦せん一いっ方ぽうで攻こう撃げきする余よ裕ゆうがない。その隙すきに、後うしろからノアがアンジャナフの鼻はな先さきを攻こう撃げきする。

「ちょっと……これって……」

　カナトは気きづいた。

　ノアは、ニコをおとりとして利り用ようする気きだ。

　アンジャナフの気きをニコにだけ向むくようにして、自じ分ぶんは楽らくに攻こう撃げきをする。ニコがやられている間あいだに、自じ分ぶんは体たい勢せいを整ととのえる。

　ニコを矢や面おもてに立たたせることで、自じ分ぶんは安あん全ぜんに狩かりをする気きだ！

「なんてヤツだニャ……！」

　嫌いやなヤツだってことは、前まえから知しっていたけど。

「すみませんニャ、うちのハンターがクズで」

　ニコの頭あたまの上うえで、回かい復ふくミツムシが蜜みつをばらまく。桜さくら丸まるがニコのフォローに回まわっている。

「誰だれがクズだ。桜さくら丸まるてめー、オレ様さまのオトモアイルーのくせに、他ほかのハンター助たすけんじゃねえ」

「アンタがそんなだから、オトモアイルーが恥はじをかくのニャ。正せい々せい堂どう々どうと狩しゅ猟りょうするニャ」

　ノアと桜さくら丸まるの言いい合あいなど、ニコはまったく気きに留とめていない。体たい力りょくが回かい復ふくするとまた真ま正しょう面めんからアンジャナフと対たい峙じする。

「ニコ！　やっぱ無む理りなんじゃないのか？」

　カナトも応おう戦せんし、ニコの援えん護ごに努つとめる。ニコがスゴ腕うでではないのなら、装そう備びもろくに調ととのえていない状じょう態たいで敵かなう相あい手てではない。

「敵かなわなくても、どこまでやれるか、やってみる」

「いやいやいや、命いのち捨すてることになるからやめるニャ！」

　止とめても聞きかない。ニコはカナトを無む視ししてアンジャナフへ向むかっていく。

「あのバカ……！」

　ニコは頭あたまに血ちが上のぼっているのか、ますます攻こう撃げきが当あたらない。

　ハンマーは当あたれば威い力りょくが大おおきいのだが、その分ぶん隙すきを突つかれやすい。

「くっ……ぐう……っ」

　ニコがハンマーを振ふりかぶるたび、アンジャナフの噛かみ付つき攻こう撃げきが襲おそう。ニコに傷きずが増ふえるばかりで、なにも出で来きてない。

「っていうか、なんなのニャ、あの攻こう撃げき。ハンマーの振ふり回まわし方かたがおかしいニャ」

　ハンマーは打だ撃げき武ぶ器きだ。打うち下おろしてこそ威い力りょくが発はっ揮きできるのに、ななめに振ふり回まわしているだけでは浅あさくしか当あたらない。

　これじゃ無む理りだ。

　地じ面めんに転ころがったニコのところへ回かい復ふくミツムシにつかまって飛とび、蜜みつを振ふりまくのと同どう時じに飛とび降おりる。

「ニコ。マジで言いうニャ。今いまは引ひけ」

「…………！」

　顔かおがこわい。覇は気きに怒いかりのオーラが加くわわってカナトに向むかい、押おしつぶされそうだ。

　だけど引ひき下さがらない。

「確たしかに、このまま続つづければ、アンジャナフを狩かれるかもしれないニャ。でもそれは、オマエがノアの盾たてとして使つかい減へらされて、力ちから尽つきる前ぜん提ていニャ。そしてオレも同おなじく力ちから尽つきて、ノアだけが残のこって狩かりきる。それを狩しゅ猟りょう成せい功こうとは、オレは思おもわないニャ」

　一いっ気きにそう語かたった。

　ニコはなにか言いいかけたが、それどころじゃない。

　アンジャナフは身体からだを反そらし、息いきを吸すい込こむような仕し草ぐさをしたかと思おもうと、炎ほのおを吐はき出だした！

「うわああぁぁ！」

　カナトとニコは団だん子ごのようにもつれ合あって転ころがった。
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　なぎ払はらうかのような炎ほのおブレスは広こう範はん囲いを焼やき尽つくす。炎ほのおに追おわれるように、カナトとニコは転ころがり続つづけた。

　上うえになり下したになり転ころがり続つづけた結けっ果か、なんとか炎ほのおに焼やかれずに済すんだ。

「チャ～～ンス！」

　カナトたちがピンチだというのに、ノアは喜き々きとしてアンジャナフに斬きりかかっている。仲なか間まを心しん配ぱいする気きはまったくなさそうだ。

　カナトの怒いかりは、ノアではなくニコへ向むかった。だって、ニコはカナトのハンターなのだ。

　こんな状じょう態たいで、それでもまだアンジャナフを狩かろうっていうのか!?

「仲なか間まに犠ぎ牲せいを強しいるなんて、する側がわだろうとされる側がわだろうと、そんなのハンターじゃないニャ！」

　もつれて転ころがったため、ニコの腹はらの上うえに乗のっかっているカナトは、ニコの胸むなぐらをつかんで叫さけんだ。

　そのカナトとニコの上うえで、回かい復ふくミツムシが弾はじけて、蜜みつが降ふりそそいだ。

「元げん気きになったら、みんなで逃にげるんですニャ！」

　桜さくら丸まるだ。ミツムシから飛とび降おりたあと、安あん全ぜん地ち帯たいまで走はしり去さる。

「なんで逃にげるんだ、このまま狩かろうぜ！」

「うるさいニャ、このクズが」

「てめー、自じ分ぶんのハンター様さまに向むかってなにを言いいやがる」

　ノアと桜さくら丸まるはまたしても激はげしく対たい立りつする。

　ニコは怒おこった顔かおのままだったが、立たち上あがると、アンジャナフを警けい戒かいしつつも走はしり出だした。離はなれるために。

「ニコ！」

　カナトも走はしる。ニコの横よこを。

「こら、逃にげるなてめーら！　せっかくのチャンスを……っていうか、オレを置おいていくな。うわわーっ」

　アンジャナフは最さい後ごに残のこっていたノアを追おいかけた。

「アンジャナフはしつこいですニャ。一いっ旦たん獲え物ものと決きめたら、とことん追おい詰つめますニャ」

　いちばん先さきに逃にげていた桜さくら丸まるがつぶやく。

「わーーん!!」

　逃にげるカナトたちの耳みみに、ノアの情なさけない声こえが聞きこえた。
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　カナトとニコは、「森もりの虫むしかご族ぞく」のすみかに逃にげ込こんだ。

　桜さくら丸まるはなんだかんだ言いっても見み捨すてられないからと、ノアと一いっ緒しょに逃にげるために別わかれた。

　逃にげ出だせば追おってこないモンスターも多おおいのに、アンジャナフの執しゅう念ねん深ぶかさは格かく別べつだ。

「なによ、ボロボロじゃない」

　コトコトが、座すわり込こんでいるカナトの横よこに来きて座すわった。

　ニコは長ちょう老ろうにあいさつに行いっている。言こと葉ばがわからなくても礼れい儀ぎにはこだわるようだ。

「ニコがわからないニャ。なにを考かんがえてるのか、まったく謎なぞニャ」

　カナトははじめて、本ほん音ねをもらした。

　腕うで利ききのハンターだと思おもったんだ。最さい初しょに会あったとき。なにしろ身体からだが大おおきいし、筋きん肉にくばっちりだし。顔かおもこわくて無む口くちで無む表ひょう情じょうで、見みるからに「大おお物もの」っぽい。それに、心こころを決きめたときの覇は気きがすごい。

　これだけの「物ぶっ的てき証しょう拠こ」があれば、腕うで利ききだと判はん断だんしたカナトは間ま違ちがっていないだろう。

　だけどクエスト中ちゅうのニコはあまりぱっとしない。弱よわいというわけでもないが、変へんにマイペースというか、なにをしたくてそうしているのかが、つかめない。

「あら、アンタたちは信しん頼らいし合あった長なが年ねんの相あい棒ぼう同どう士しなんじゃないの？　桜さくら丸まるはそう言いっていたけど」

「桜さくら丸まるが思おもってるだけニャ。実じっ際さいは、これニャ。信しん頼らい関かん係けいなんかまったくないニャ。アイツはオレに興きょう味みがないんだニャ。オレのことなんか、理り解かいする気きもない」

「そういうアンタはハンターを理り解かいしようとしているの？」

「え」

「信しん頼らい関かん係けいがない、ってつまり、アンタもハンターを信しん頼らいしてないんでしょ？　自じ分ぶんは信しん頼らいしてないのに、相あい手てからの信しん頼らいは欲ほしいって、ずいぶんよね」

「…………」

　カナトはコトコトを見みつめた。

　コトコトはそれ以い上じょうなにも言いわない。

「……きついニャ」

　だから、カナトがこぼす。

「アタシに言いうからよ」

「桜さくら丸まるに言いえば良よかったニャ」

　桜さくら丸まるならきっと、「そんなことないですニャ、ニコラスさんはカナトさんのこと信しん頼らいしてますニャ」とか、言いってくれたに違ちがいない。

「言いえば？　なぐさめてくれるわよ、あの子こやさしいから」

「言いえないニャ。そんな、かっこわるいこと」

　同おなじオトモアイルーだ。言いえるわけがない。

「めんどくさいヤツね」

「どうせオレはめんどくさいニャ。かっこつけてるだけのアイルーで、誰だれからも信しん頼らいされてないニャ。コトコトだって」

　……コトコトだって、「テトルーの秘ひ術じゅつ」を教おしえてくれないし。

　信しん頼らいされていない。

「あーもお、ほんとめんどくさいわ。なぐさめられたいなら、素す直なおにそう言いいなさい。そうやっていじけられてもかわいくないわ」

「いじける？　オレが!?」

　そんなかっこわるいこと！　……してる。今いま、してる。カァ～～っと頭あたまに血ちが上のぼる。顔かおが赤あかくなるのがわかる。クールなアイルーにあるまじきこと。

「帰かえるニャ」

「あら、ハンターさんはまだ長ちょう老ろうのところよ」

「ニコに伝つたえておいて。オレは先さきに帰かえるニャ」

　コトコトの言こと葉ばがニコには通つうじないとわかっていて、わざと言いう。

「了りょう解かい。逃にげ帰かえったって言いっておくわ」

　コトコトもまた、わかった上うえで返かえす。

「～～～～っ」

　言いい返かえそうと思おもったが、飲のみ込こんで、背せを向むけた。これ以い上じょうつまらないことを言いうべきじゃない。

「カナト」

　背せを向むけたカナトを、コトコトが呼よび止とめた。

「ニャ？」

「アンタ、わかってないかもしれないから、念ねんのために言いっておくけど、アタシ今いますっごくムカついてるから」

「なにそれ。言いわれっぱなしなのはオレなんだけど？　なんでコトコトがムカつくのニャ」

「ほらね。わかってないから、伝つたえたの。バイバイ」

「バイバイニャ」

　カナトは言いい捨すてて、走はしり去さった。
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「……さっきから、なにしてるんだ？」

　アステラのマイハウスで、ニコがカナトに声こえをかけてきた。

　カナトは床ゆかに丸まるまっているのだが、ときおり両りょう脚あしをばたばたさせたり、「ううう」と唸うなったりしている。

　ニコが興きょう味みを持もつくらいだから、よっぽどおかしな様よう子すなのだろう。

「自じ己こ嫌けん悪お中ちゅうニャ……」

「自じ己こ嫌けん悪お？　どうして？」

「聞きかないでくれニャ……」

　と言いったあとで、コトコトの言こと葉ばを思おもい出だす。「自じ分ぶんは信しん頼らいしてないのに、相あい手てからの信しん頼らいは欲ほしいって、ずいぶんよね」……せっかくニコから聞きいてくれてるのに、ここで拒きょ絶ぜつしちゃダメだ。

「やさしい言こと葉ばを期き待たいしてグチを言いって、期き待たいした通とおりの言こと葉ばを掛かけてもらえなかったからって、いじけて嫌いやな態たい度どを取とったら、さらにそこを指し摘てきされて、恥はずかしくて逃にげ帰かえったのニャ」

　ひと息いきに言いった。

　言いった瞬しゅん間かんから、また丸まるくなってじたばたした。

　うおおお、痛いたい、言こと葉ばが痛いたい。かっこわるいーー！　恥はずかしいーー！

　ニコはきょとんとしている。

「あきれたのか？　あきれたんだニャ？　そうニャ、オレはこんなかっこわるいアイルーニャ！」

　自じ分ぶんで言いって、さらにダメージ。ううう、胸むねが痛いたい。

「カナトが、そんなことを言いうなんて」

「ううう……」

「カナトは、かっこいいな」

「へ？」

　カナトは、埋うずめていたひざから、顔かおを上あげた。

「そんな風ふうに自じ分ぶんを分ぶん析せきできるなんて」

　ニコはまた、怒おこった顔かおをしていた。眉まゆを強つよく寄よせすぎているせいで、眉まゆの間あいだには太ふといシワが刻きざまれているし、小こ鼻ばなはふくらんでいるし、大おおきな口くちはへの字じに曲まがっている。

「えーと……」

　怒おこった顔かおで言いわれても、反はん応のうに困こまる。ほめられているのか、責せめられているのか。

「オレは、ほめられているの、か、ニャ？」

　わからないから、聞きいてみた。

　ニコはその顔かおのままで、ぶんぶんうなずいた。

「ほめられてるのか……わかりにくい……」

　ニコは大おおきな手てで自じ分ぶんの顔かおを隠かくした。心こころなしか背せ中なかも丸まるまっている。

「僕ぼく、顔かお、怒おこってるか？　また？」

「怒おこってるニャ」

「……すまない。怒おこってないんだ。でも、怒おこってるみたいに見みえるらしくて」

「…………」

　怒おこってない？　ニコはいつも怒おこっているように見みえていたけど、そうでなくてもそう見みえてしまう顔かおだとしたら……本ほん当とうに怒おこっていたときは、いつだろう？　というか、ほとんど、怒おこってなかったとか……？

「ニコ。オレ、新あたらしい装そう備びが欲ほしいニャ。なにか作つくって」

　試ためしに、言いってみた。

「わかった。今いまから工こう房ぼうへ行いこう」

　ニコはあっさりとうなずいた。
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「いきなりアンジャナフに向むかっていくとか、ニコはなにを考かんがえて行こう動どうしているのニャ？　ジャグラス相あい手てにしげみに隠かくれたりしていたくせに」

「クエストのときは、出で来きるだけ他ほかのモンスターを狩かりたくないから、隠かくれたり逃にげたりした。必ひつ要ようなモンスターしか狩かりたくない」

　ケストドン討とう伐ばつのとき、ジャグラスを見みて隠かくれた理り由ゆうが、今いまようやくわかった。ついでに狩かっておこう、という考かんがえ方かたは好すきではない、ということらしい。

「今いま僕ぼくはモンスター図ず鑑かんを充じゅう実じつさせるのにはまっている。だから、アンジャナフの新あたらしい情じょう報ほうが欲ほしかった」

「はまってる、って……」

「昔むかしから、集あつめたり記き録ろくしたりが好すきなんだ」

「あー……いるニャ、そういうヤツ……」

　そういや、しょっちゅう地ち図ずを広ひろげてなにか書かき込こんでいたっけ。

　収しゅう集しゅうや整せい理り、研けん究きゅうが好すきな者ものがいることは知しっているが、ニコがそのタイプだとは夢ゆめにも思おもわなかった。むしろ、そんな細こまかいことは気きにしない、豪ごう快かいな男おとこに見みえる。

　こんなでかい図ずう体たいといかつい顔かおで、図ず鑑かんをちまちま埋うめていくのが好すきなのか……。

「今いまはモンスター図ず鑑かんだけど、次つぎは武ぶ具ぐのコレクションもしたいかな。使つかう武ぶ器きもひとつずつ極きわめていきたいし」

　順じゅん番ばんに、ひとつずつ集あつめていきたいと。そういえば、探たん索さくに行いくのは古こ代だい樹じゅの森もりばかりだ……ひとつずつ埋うめていかないと気きが済すまないのか。……それはかなり本ほん気きというか、ガンコな収しゅう集しゅうスタイルかもしれない。

「今いまは装そう備びにまで興きょう味みが回まわってないだけか……」

　カナトは上うえから下したまで新あたらしい装そう備びになっている。ニコは自じ分ぶんの装そう備び変へん更こうには興きょう味みないようで、素そ材ざいを惜おしげもなく提てい供きょうして、カナトの好すきにさせてくれた。

　工こう房ぼう前まえのテラスで、ニコとカナトは並ならんで夜よ空ぞらを眺ながめている。こんな風ふうに、ふたりでゆっくり話はなすことは今いままでなかった……ような。

「っていうかオマエ、オレの質しつ問もんにまともに答こたえることってあるんだニャ」

　今いままでカナトがなにか言いっても、ろくに相あい手てをしなかったのに。

「…………」

　またしても、ニコの顔かおがこわくなった。

「……すまない。僕ぼくは、その、ひとつのことしか考かんがえられなくて」

「えーと、話はなしかけたタイミングが悪わるかったと？　なにかに夢む中ちゅうになってるときは、いーかげんな返へん事じしかしないと」

「…………」

　図ず星ぼしらしい。ニコはますます鬼おにの形ぎょう相そうになり、表ひょう情じょうと反はん対たいに小ちいさく背せを丸まるめた。申もうし訳わけなく思おもっているようだ。

「そういうアンタはハンターを理り解かいしようとしているの？」……コトコトの言こと葉ばを思おもい出だす。

　カナトは勝かっ手てにこうだと決きめつけて、ニコ自じ身しんと話はなすことをしていなかった。

　バカだニャ、オレ。……ほんと、かっこわるい。

　カナトはため息いきをついた。

　星ほし空ぞらがきれいだ。

[image: ]

　数すう日じつ後ご。

「カナトさん、ニコラスさん！」

　にぎやかに走はしり込こんできたのは桜さくら丸まるだ。

　これから食しょく事じでもしようとしていたカナトとニコは脚あしを止とめた。

「うちのバカがナニを言いっても聞きかないでくださいニャ！」

　なんの話はなし？　と聞きき返かえすまでもなく。

「おお、ここにいたのか！　ちょっと話はなしがあるんだ、いい話はなし！」

　ノアもまた、走はしり込こんできた。

「これからメシか？　オレおごるわ。料りょう理り長ちょう、オススメ定てい食しょくな」

　ノアは勝かっ手てに言いって、席せきに着つく。そして、「座すわれ」としきりにニコをうながした。

　料りょう理り長ちょうの指し示じで弟で子したちが手て並なみ鮮あざやかに料りょう理りをはじめる。出で来き上あがるまでのわずかな待まち時じ間かんに、ノアはさらに飲のみ物ものを注ちゅう文もんした。

　勝かっ手てにふたり分ぶん注ちゅう文もんした飲のみ物もののジョッキの片かた方ほうをニコに渡わたし、勝かっ手てに自じ分ぶんのジョッキをカツンと当あてて乾かん杯ぱいする。ニコはされるがままだ。

「なあ、この間あいだのアンジャナフ狩しゅ猟りょう、あれ残ざん念ねんだったな。心こころ残のこりだろ？　もうちょっとだったもんな。最さい後ごまで狩かりたかったよな。もう一いち度ど行いかないか？」

「ダメですニャ、断ことわってくださいニャ！」

「うるせえ、黙だまってろ。……オトモアイルーとなんか行いったのが間ま違ちがいだ、ハンターだけで行いこうぜ。腕うで利ききをあとふたりばかり声こえ掛かけてさ」

「このバカはニコラスさんを利り用ようするつもりですニャ！　他ほかのハンターさんには『がんじょうで盾たて代がわりに出で来きるヤツがいるから』とか言いって誘さそったんですニャ！」
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「桜さくら丸まる、それ、本ほん当とうニャ？」

　ノアの後うしろから言いいつのる桜さくら丸まるへ、カナトが尋たずねた。桜さくら丸まるが必ひっ死しの顔かおでカナトを振ふり返かえった。

「本ほん当とうですニャ。この間あいだ、ニコラスさんを盾たてにして攻こう撃げきしてたでしょ、アレに味あじを占しめたんですニャ」

　なんてヤツだ。

「ニコ、こんなヤツと組くむことないニャ！」

　カナトも口くちを出だしたが、ニコは黙だまっている。

「役やく立たたずのアイルーは黙だまってろっての。……ハンターはハンターと組くむ方ほうがいいって」

　後こう半はんは、黙だまったままのニコへの言こと葉ばだ。

「……アンジャナフは、狩かりたい」

　ニコがつぶやいた。

「そうだろ？　よし、メシ食くったら一いっ緒しょに行いこうぜ！」

　ニコのこわい顔かおは、闘とう志しに燃もえたハンターの顔かおに見みえる。逃にげ帰かえったままなんて、プライドが許ゆるさない。……というような。

　以い前ぜんのカナトなら、そう思おもっただろう。でも今いまは、ちょっと違ちがうんじゃないかな、と思おもう。こわい顔かおなのはデフォルトで、あれはただ、モンスター図ず鑑かんに情じょう報ほうを書かき込こむことだけ考かんがえているんじゃ？　爪つめとか鱗うろことか持もち帰かえれたら、あの欄らんを埋うめられるのにな、とか……そんなことを考かんがえてわくわくしているんじゃ……？

「待まつニャ！　ニコ、アンジャナフならオレと行いくニャ」

　カナトはふたりの間あいだに割わって入はいる。同おなじタイミングで、オススメ定てい食しょくがどーんとテーブルに載のせられた。

　ニコは自じ分ぶんの物もの思おもいから顔かおを上あげ、目めの前まえの料りょう理りを見み、次つぎにカナトを見みた。そうなんだ、ニコと話はなすときは、この男おとこがちゃんとこっちを向むいてからじゃないとダメなんだ。

「オレたちなら出で来きるニャ。アンジャナフを狩かりに行いくニャ」

「はあ？　ナニ言いっちゃってんの？　この間あいだ逃にげ帰かえった面めん子つで行いっても意い味みないだろ？」

　ノアの言こと葉ばは無む視し。カナトは、ニコにだけ語かたりかける。

「オレの装そう備びも新あたらしくしたし、ニコもちゃんと対たいアンジャナフの準じゅん備びをして行いくのニャ」

「ああ」

　ニコはうなずいた。カナトの目めを見みて。目めがらんらんと輝かがやき顔かおがゆがみ……こ、こわい、めちゃくちゃこわい顔かお……。カナトはびびったが、踏ふみとどまった。これは威い嚇かくする表ひょう情じょうじゃなくて、たぶんわくわくしている顔かお……。

「無む理り無む理り、オマエらだけなんて、ぜ～～ったい無む理りだもんねー！　おかしいんじゃねーの？　バーカバーカ！」

　ノアがうるさい。

「すみません、うちのハンターがバカで」

「いや、うちのハンターにも問もん題だいあるし。それから、オレにも」

「え？」

　装そう備びとか準じゅん備びとかは言いい訳わけだ。「お互たがいを信しん頼らいして狩しゅ猟りょうへ行いく」……その、基き本ほんの基き本ほんに立たち返かえることで、以い前ぜんとは違ちがう狩しゅ猟りょうが出で来きる気きがするのだ。
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　出で来きる限かぎりの準じゅん備びをして、ニコとカナトは古こ代だい樹じゅの森もりへ探たん索さくにやって来きた。

　カナトは、攻こう撃げき力りょくが高たかく属ぞく性せいも考こう慮りょした武ぶ具ぐにしたし、ニコも武ぶ器きと防ぼう具ぐを新あたらしく作つくった。

　罠わなも用よう意いしたし、持もち込こむアイテムも厳げん選せんした。

「確かく認にんしたいんだけど、ニコの目もく的てきはモンスターの知ち識しきを得えることで、狩しゅ猟りょう自じ体たいにはこだわっていないのニャ？」

　ニコはうなずく。

　モンスター図ず鑑かんを充じゅう実じつさせるために必ひつ要ような、調ちょう査さがしたい。アンジャナフを狩かるのも、その目もく的てきへの手しゅ段だんのひとつである。

　痕こん跡せき集あつめも狩しゅ猟りょうも、ニコにとっては同おなじ行こう動どうだった。「なにがなんでも狩しゅ猟りょうするのがいちばんいい」と思おもっていたカナトとは、根こん本ぽんから考かんがえ方かたがずれていた。

「狩しゅ猟りょうするなら各かく部ぶ位いの肉にく質しつや耐たい久きゅう度ども調しらべたい。完かん全ぜんに狩かることが出で来きなくても、そういった経けい験けんを得えられればいいと思おもっている」

　狩かれる・狩かれないだけでモンスターを区く別べつしているわけじゃない。力ちから及およばず狩かれないだろうとわかっているモンスターに向むかっていくのも、対たい峙じすることで得えられる情じょう報ほうを求もとめてのことだった。

「じゃあ今こん回かいも、狩かれなくても問もん題だいないニャ？」

「いや、今こん回かいは狩かる」

「なんで」

「絶ぜっ対たいに狩かる」

「だからなんで、今こん回かいはそこにこだわるのニャ？」

「狩かるって言いったから」

　……子こどもか。ニコは言こと葉ばが少すくない……というか、言こと葉ばの選えらび方かたがヘタなのではないだろうか。

「わかったニャ。狩かるニャ」

　カナトが根こん負まけしてうなずくと、ニコは顔かおをゆがめた。……たぶんこれ、笑え顔がおだ。

　冷れい静せいに判はん断だんして、ニコとカナトだけでアンジャナフを狩かるのは、不ふ安あんだ。

　他ほかのハンターもいない。ニコの本ほん当とうの実じつ力りょくもまだわからない。それにカナト自じ身しん、知ち識しきだけは詰つめ込こんだけれど実じつ力りょくはいまひとつのオトモアイルーだ。そんなひとりと一匹ぴきだけなのだから、やられないためにじっくりゆっくり持じ久きゅう戦せんで挑いどむことも覚かく悟ごしないといけない。

　ベースキャンプを出でると、開ひらけた空くう間かんになる。中ちゅう央おうをゆるやかに浅あさい川かわが流ながれ、草そう食しょくモンスターが草くさを食はんでいる。明あかるく見み通とおしもよく、海うみも空そらもよく見みえる。

　左ひだり手て側がわに巨きょ大だいな古こ代だい樹じゅがそびえている。一本ぽんの樹きではなく、多おおくの樹きが複ふく雑ざつに組くみ上あがっているように見みえる。そこに広ひろがる森もりの深ふかさと複ふく雑ざつさを示しめすように。

「アンジャナフはどこにいるかニャ」

「…………」

　手てがかりが少すくなくて導しるべ蟲むしでは探さがせない。

「まず、痕こん跡せき探さがしニャ。痕こん跡せきを見みつければ、導しるべ蟲むしが使つかえるだろうし」

　ニコの目もく的てきがわかっていたら、今いままでの痕こん跡せき探さがしにももっと協きょう力りょくしたのに。敵かなわない＝狩かれないから、痕こん跡せきすら探さがす必ひつ要ようはないと思おもっていた。

　森もりの奥おくへと歩あるき出だし、モンスターの痕こん跡せきを根こん気きよく調しらべる。

「あー、この足あし跡あとはプケプケニャ。ニコ、そっちは？」

「クルルヤック」

「爪つめ痕あとがあるニャ、これは……違ちがうニャ、リオレウスニャ」

　途と中ちゅう、ドスジャグラスとすれ違ちがった。卵たまごを持もって走はしるクルルヤックともすれ違ちがった。いろんなモンスターが、思おもい思おもいに生せい息そくしている。

　それらを「狩かる」という選せん択たく肢しだけではなく、「観かん察さつする」「調しらべる」という選せん択たく肢しがあることに、カナトははじめて思おもい至いたった。

　そっか……同おなじ大たい陸りくで生いきているんだもんニャ。

「あった。アンジャナフの痕こん跡せきだ」

　地じ面めんを調しらべていたニコが声こえを上あげた。

　大おおきな足あし跡あとは、間ま違ちがいなくアンジャナフのものだ。

　痕こん跡せきを見みつけると、導しるべ蟲むしが動うごき出だした。アンジャナフの通とおったあとを示しめし出だす。

　光ひかりの帯おびのような導しるべ蟲むしを追おって進すすむと、目め指ざす背せ中なかが見みえた。

　アンジャナフだ。

「オレは回かい復ふくと、攻こう撃げきの補ほ助じょに努つとめるニャ。メインはニコだから、ガンガン行いくニャ！」

「ああ」

　最さい初しょの一いち撃げきは同どう時じに。

　大おお柄がらなニコの走はしりに負まけないよう、カナトも全ぜん力りょくで走はしり、共ともになぐりかかった。

「ギャオオオォ！」

　不ふ意い打うちなので、アンジャナフの身体からだが大おおきく揺ゆらいだ。

　アンジャナフがニコとカナトを認にん識しきした。敵てき対たいするものには容よう赦しゃしない眼めが見み下おろしてくる。

　ニコはアンジャナフの正しょう面めんに位い置ち取どりし、頭とう部ぶ目めがけてハンマーを打うち下おろした。

　ダメージはあったはずだが、アンジャナフはニコへ噛かみ付ついてくる。口くちが大おおきい。横よこから見みていると、長ながい頭とう部ぶがふたつに割われたかと思おもうほど、大おおきく開ひらく。

　アンジャナフは下した顎あごに牙きばのようなトゲトゲがたくさんあるが、それが牙きばではないことは口くちを開あければわかる。大おおきな口くちの中なかに、びっしり生はえているもの、あれこそが牙きばだ。

　噛かまれたら痛いたい。あの鋭するどさ、あの数かず、身体からだが穴あなだらけになる。

　連れん続ぞくで噛かみ付ついてくるアンジャナフを、ニコはハンマーをかまえたまま身み軽がるに避よける。彼かれの身しん体たい能のう力りょくは素す晴ばらしい。なのに何な故ぜ、印いん象しょうが定さだまらないのだろう。体たい格かくに恵めぐまれ、運うん動どう能のう力りょくもすぐれている。それなら腕うで利ききのハンターでいいはずだ。だがニコは、華か麗れいに攻こう撃げきが決きまるときと、素しろ人うとめいた空から振ぶりをするときの差さが大おおきい。

「……というか、コンボが最さい後ごまで決きまるところを、見みたことがないような気きがするニャ……？」

　他ほかのハンターのアシストに収おさまってしまうのも、攻こう撃げきが不ふ安あん定ていすぎるせいかもしれない。

　ニコが前まえからアンジャナフを引ひきつけている間あいだに、カナトは後こう方ほうからなぐりかかる。

　アンジャナフが首くびだけ動うごかして、カナトを振ふり返かえった。太ふとい尻しっ尾ぽがブンッと空くう気きを鳴ならして振ふり回まわされる。一回かいはかわしたが、着ちゃく地ちのタイミングが合あわず、二回かい目めをくらった。

「ニャッ！」

　カナトの小ちいさな身体からだは簡かん単たんに吹ふっ飛とぶ。コロコロ転ころがって、大おおきな木きの根ねにぶつかって止とまった。

「いたた……」

　ニコはカナトには目めもくれず、攻こう撃げきを続つづけている。冷つめたいニャ。でも、それでいい。ハンターはオトモアイルーを気きにする必ひつ要ようはない。だが、オトモアイルーはハンターを気きにしなければならない。

　カナトはお香こうを使つかって回かい復ふくミツムシを呼よび寄よせた。
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「ニコを回かい復ふくするニャ」

　自じ分ぶんより先さきに、ハンターを守まもる。ミツムシと共ともに飛とび、ニコに蜜みつを振ふりまく。そのついでに自じ分ぶんも回かい復ふくできればいい。ミツムシから飛とび降おりたあとは、邪じゃ魔まにならないように離はなれる。

　ニコはアンジャナフの頭とう部ぶにいちばん興きょう味みがあるようだ。どれだけ噛かみ付つかれそうになっても突とっ進しんされそうになっても、正しょう面めんに位い置ち取どってなぐり続つづけている。

「かっこいいニャ」

　カナトはつぶやく。オレのハンターさんは、かっこいい。

　ニコの顔かおはいつもの数すう倍ばいこわくなり、覇は気きがオーラのようにたちのぼっている。筋きん肉にくが張はりつめているのか、身体からだもひとまわり大おおきく見みえる。彼かれ自じ身しん、一頭とうのモンスターのようだ。

　そんな外がい見けんだけのことではなく、あのおそろしいアンジャナフと、真ま正しょう面めんからなぐり合あう、その精せい神しん力りょくもすごい。

　ノアに盾たてにされても持もちこたえていたし、打うたれ強づよさは特とくにすぐれているのだろう。

　オレもかっこよくならなくては。武ぶ器きを握にぎり直なおし、アンジャナフの後うしろ脚あしを狙ねらって攻こう撃げきした。

　アンジャナフは後うしろの二本ほん脚あしで歩ほ行こうしている。巨きょ体たいを支ささえる強つよさと、身み軽がるに動うごくための優すぐれたバネを有ゆうする脚あしだ。アンジャナフのこわい顔かおや大おおきな身体からだにまどわされない。カナトはアンジャナフの脚あしにだけ注ちゅう目もくした。

　なんて軽かるいフットワークだ。これほど大おおきなモンスターの脚あしさばきとは思おもえないほど、よく動うごく。

　よく動うごく脚あしだからこそ、チャンスはある。

「パワーはなくても、テクニックで致ち命めい傷しょうを狙ねらうのニャ！」

　イメージは出で来きている。この角かく度どでこの位い置ちを攻こう撃げきすれば、ダウンを取とれる。

　着ちゃく地ちの瞬しゅん間かんを狙ねらって、渾こん身しんの攻こう撃げきをおみまいした！

　ドゴッ！

「やったニャ！」

　手て応ごたえがあった。まともに入はいった。イメージ通どおりの、会かい心しんの一いち撃げきだ。

　が。

「あ、あれ……？」

　カナトの上うえに、影かげが落おちる。

　おそるおそる見み上あげれば、アンジャナフの顔かおがあった。

　口くちが開ひらく。

　開ひらく開ひらく、大おおきい。

　ぞろりと並ならぶ牙きば！

　なんでびくともしないのニャ、オレの会かい心しんの一いち撃げきなのに！

　わめくヒマもない。




　アンジャナフの口くちが、ガブリとカナトをくわえた。




　小ちいさなカナトの身体からだは、簡かん単たんにアンジャナフの口くちの中なかに収おさまった。

「痛いたい痛いたい痛いたい!!」

　なにが起おこっているのかわからない。だから叫さけんだ、言こと葉ばの意い味みに考かんがえが至いたらぬまま。

　腕うでは、脚あしは、胴どう体たいは、自じ分ぶんがどうなっているのかすら、わからない。

　牙きばが刺ささっている。それが身体からだのどこかもわからない。

　目めが回まわる。

　緑みどりが見みえる、空そらが見みえる。

　喰くわれる、とは、不ふ思し議ぎと思おもわなかった。混こん乱らんだけがあった。




　ふと、身体からだが自じ由ゆうになった。

「あ……」

　空そらだ。オレ、空そら飛とんでる。

　そう思おもった次つぎの瞬しゅん間かんには、地じ面めんへ落おちていた。

「カナト！」

　ニコの声こえがした。

　でも、感かん覚かくがあったのはそこまでだ。カナトの意い識しきは途と切ぎれた。
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「…………!!」

　カナトは目めを開あけた。

　そして、息いきをのんだ。

　目めの前まえに、バケモノがいる……っ！

「カナト、大だい丈じょう夫ぶか、息いきをしろ！」

　乱らん暴ぼうに身体からだを揺ゆすられて、内ない臓ぞうが口くちから飛とび出だすかと思おもった。

　この声こえは知しっている。そして、目めの前まえのバケモノも知しっている……というか、バケモノじゃない、バケモノめいた顔かおになってるけど。

「ニ、ニコ、たた頼たのむニャ、ゆゆ揺ゆらすニャ」

　揺ゆすられすぎて、声こえも揺ゆれてしまう。

「す、すまない」

　今こん度どはいきなり手てを放はなされて、地じ面めんで頭あたまを打うった。やわらかい草くさの上うえで助たすかったけど。

「いたた……」

「すまない、大だい丈じょう夫ぶか」

　表ひょう情じょう筋きんに力ちからが入はいりすぎて目め鼻はな口くちがとっ散ちらかり、福ふく笑わらいのような顔かおになったニコが、おろおろしている。

　そんな相あい棒ぼうを見みて、カナトは急きゅう速そくに正しょう気きに戻もどった。ニコ……もとの顔かお立だち自じ体たいは悪わるくないのに、なんでそう表ひょう情じょう作つくるのヘタかニャ……なんかもう、かわいそうになってくるニャ……。

「えーと、オレ、どうしたんだっけニャ？」

「アンジャナフに噛かまれて、くわえられたまま振ふり回まわされて、吐はき捨すてられた」

「うわーー……」

　聞きくだけで引ひく。なにそれこわい。

「カナトがそれきり動うごかないから、びっくりして連つれて逃にげた」

　ここはベースキャンプ前まえの広ひろく穏おだやかな平へい地ちだ。川かわが流ながれ、草そう食しょくモンスターが平へい和わに過すごしている場ば所しょ。

「キャンプへ戻もどるつもりで来きたんだが、回かい復ふくツユクサが生はえているのを思おもい出だして、こっちの方ほうが早はやいと思おもって」

　回かい復ふく効こう果かのあるツユを含ふくんだ植しょく物ぶつが自し然ぜんに生はえていることを思おもい出だし、そこでカナトの傷きずをなおしたのだという。

「道どう理りで、痛いたみもないわけニャ……っていうかオマエ！」

「？」

「なんで傷きずだらけなのニャ!!」

「あ」

　ニコは、今いま気きがついた、という顔かおをした。

「逃にげるとき、突とっ進しんくらって、噛かみ付つかれて……」

「自じ分ぶんをまず回かい復ふくしろ、オレの方ほうが重じゅう傷しょうだったにしろ、ツユクサかけたなら、次つぎは自じ分ぶんにかけるニャ！」

　回かい復ふくツユクサならいくらでも生はえている。どうして思おもいつかないんだ。カナトは大おおあわてでニコにツユをぶっかける。

「オトモアイルーなんて、傷きずついても自じ分ぶんでなんとかするニャ……ハンターがオトモかばって傷きずだらけになってどうするニャ……」

「すまない」

　ニコはしゅんとしている。

　あれ。おかしいだろう。助たすけられたカナトが怒おこって、助たすけてくれたニコが謝あやまってるなんて。ひょっとしてこいつ、こんな顔かおしてるくせに、相そう当とうおひとよしなんじゃ……？

「ねえ、元げん気きなら移い動どうした方ほうがいいわよ？　リオレウスがこっちへ向むかってるわ」

　小ちいさな影かげが動うごいて、ニコとカナトに話はなしかけてきた。

「コトコト！」

「こんにちは、テトルーのコトコトさん」

「はい、こんにちは、ハンターさん。……アナタいつもあいさつが丁てい寧ねいね」

　テトルーの言こと葉ばは人にん間げんであるニコにはわからないのだが、おじぎすることで「こんにちは」は通つうじるだろう。だからカナトは「あいさつが丁てい寧ねいだって言いってるニャ」とだけ訳やくした。

「あいさつは友ゆう好こう関かん係けいの基き本ほんです」

　と言いうニコの顔かおは、「友ゆう好こう関かん係けい」がある表ひょう情じょうには見みえない。……だからあいさつに気きをつけているのか。だんだんわかってきた。ニコの言げん動どうには、ひとつひとつ訳わけがある。

　彼かれもまた、「顔かおがこわい」という欠けっ点てんを補おぎなうために、せいいっぱいの努ど力りょくをして生いきているんだ。

　空そらを見みれば、巨きょ大だいな火か竜りゅうが近ちかづいていた。

「リオレウスが向むかって来きてるニャ。一いっ旦たんキャンプへ戻もどるニャ」

「コトコトさんもどうぞ」

　言こと葉ばがわからなくても、ニコはコトコトに友ゆう好こう的てきだ。

「ようするにニコって、自じ分ぶんの言いいたいことを言いっているだけだから、コトコトの言こと葉ばがわからなくても問もん題だいを感かんじてないのニャ……」

　カナトはそのことに思おもい至いたった。そうだ、ニコってガンコでマイペースな男おとこだ……。

「あら、いいの？　じゃ、お邪じゃ魔ましちゃおう」

　そしてコトコトもまた、マイペースさにかけては負まけていない。ニコにさそわれて、機き嫌げん良よく付ついてきた。周しゅう囲いを気きにしていろいろ気きをつかってるのって、オレだけニャ……。カナトは頭あたまを抱かかえた。

　ベースキャンプには、テントやアイテムボックス、食しょく事じができる場ば所しょなどがある。アステラに帰かえらず、何なん日にちも探たん索さくすることが可か能のうなのだ。

　それにしても、どうしてコトコトがあそこにいたのだろう。いや、古こ代だい樹じゅの森もりで暮くらしているのだから、いること自じ体たいは不ふ思し議ぎじゃない。

　わからないのは、どうして声こえをかけてきたのか、ということだ。

　カナトとコトコトは、ケンカ別わかれしていたのに。

　実じっ際さい、コトコトはカナトの方ほうは見みようとはせず、言こと葉ばが通つうじないというのにニコへだけ話はなしかけている。……カナトも、まだコトコトになにも話はなしかけていない。

　数すう日じつ前まえ、最さい後ごに会あったときに、コトコトにはひどいことを言いわれた。

「アタシ今いますっごくムカついてるから」……そう言いわれたのが、最さい後ごだ。

　それまで誰だれにも言いったことのない泣なき言ごとをこぼしたのに、やさしくされるどころか、傷きず口ぐちに塩しおを塗ぬり込こまれた。ボロボロに傷きずついたのはカナトだと思おもったのに、コトコトもとても腹はらを立たてているとのことだった。

　それ以い来らいだ。

　コトコトはまだ怒おこっているのかもしれない。

　だからカナトの方ほうを見みないのだろう。だけどここにいる……ここまで、来きてくれた。カナトを心しん配ぱいしてくれたのだと、勝かっ手てに思おもうことにしよう。

「コトコト、頼たのみがあるニャ」

　カナトはいつも通どおりに話はなしかけた。

　コトコトはニコから手て渡わたされたマグカップを持もったまま、しばし動うごきを止とめた。そしてゆっくり、カナトを振ふり返かえる。

「最さい初しょに言いうことがソレ？」

「助たすけて欲ほしいのニャ」

　カナトはさらに言いった。

「だから、次つぎに言いうことがソレなの？」

「ニコはともかく、オレじゃアンジャナフを狩かるのは苦くるしい。手て伝つだって欲ほしいニャ」

「[image: ][image: ]アンタね、よくもいけしゃあしゃあと」

　ケンカ別わかれしたのに。とっても感かんじ悪わるくバイバイしたのに。

「ニコ、コトコトはとても勇ゆうかんで、強つよいのニャ。オトモダチ探たん検けん隊たいのオレたちのリーダーなのニャ」

「それは頼たのもしい。よろしくお願ねがいします」

　ニコはこれまた丁てい寧ねいに頭あたまを下さげた。

「……ああ、もう。わかったわよ。ハンターさんにそんな態たい度どとられたら、断ことわれないわ」

　コトコトが折おれた。だけど、すかさずカナトの耳みみを引ひっ張ぱる。
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「アンタね、なんでそう、変へんなとこで素す直なおなの。ケンカした相あい手てに『助たすけて』とか言いうの、かっこわるいと思おもわないの？」

「ちょ、耳みみやめてニャ、ソコ弱よわいニャ」

　カナトはなんとか耳みみを守まもり、また攻こう撃げきされないよう、はずしていた防ぼう具ぐをかぶり直なおした。

「オレはオトモアイルーニャ。ハンターさんのために、出で来きる限かぎりのことをするニャ。力ちから強づよい味み方かたがひょっこり現あらわれたんだから、使つかわない手てはないニャ」

　意い地じを張はってピンチになる方ほうがかっこわるい。クールなアイルーは、現げん状じょうを冷れい静せいに見み極きわめて行こう動どうするのニャ。

「ムカつく。本ほん心しんを隠かくしてかっこつけてるのもムカつくけど、素す直なおなのもムカつくわー」

　耳みみをガードしたら、今こん度どは尻しっ尾ぽをいじられた。

「ちょ、尻しっ尾ぽやめてニャ、ソコ弱よわいニャ」

　そうか。見みやぶられてたんだ、オレがいろいろ見み栄え張はってたの。

　思おもえば最さい初しょに会あったときから、コトコトはなにかとカナトのことをじーっと見みつめていた。カナトがクールな振ふりをしている……あくまでも「している」だけだと、ばれていたのかも。

　必ひっ死しにかっこをつけているヤツが、かっこつけてることに疲つかれてグチをこぼし、「なぐさめて」とチラチラ視し線せんを投なげてきたら……そりゃムカつくか。勝かっ手てにかっこつけてるくせに、ナニ都つ合ごうのいいこと言いってんだ、てなもんで。

　想そう像ぞうすると、丸まるまって叫さけびたくなるくらい、かっこわるい。

　……それでもコトコトは、来きてくれたんだ。おそらくは、そんなカナトを、心しん配ぱいして。

　なんだか、じーんとする。尻しっ尾ぽいじられるのは嫌いやだけど。逃にげ回まわっちゃうけど。

「仲なか良よしだな」

　ニコが言いう。

「うん、仲なか良よしニャ」

「そんなことないわよ」

　カナトとコトコトの言こと葉ばは同どう時じだった。

「ええっ、仲なか良よしじゃないのニャ？」

「なにが『うん』よ、アンタまだ謝あやまってないじゃない」

「ああそうか、この間あいだはごめんニャ」

「なにさらっと謝あやまってんのよ、ムカつくー！」

「尻しっ尾ぽやめてニャ」

　その場ばをぐるぐる回まわる二匹ひきを、言こと葉ばがわからないまま、ニコが見み守まもっている。鬼おにの形ぎょう相そう（たぶん笑え顔がお）で。
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　ニコとカナトだけで力ちから不ぶ足そくなら、もう一匹ぴき増ふやせばいい。ひとりと二匹ひきになれば、状じょう況きょうは大おおきく変かわる。

　相あい手てが一頭とうなのだから、対たいする人にん数ずうが増ふえればそれだけ、ターゲットが分わかれる。アンジャナフの気きがそれる。それによって、攻こう撃げきにしろ防ぼう御ぎょにしろ、できることが格かく段だんに増ふえる。

　だからカナトはコトコトに助たすけてくれるように頼たのんだ。素す直なおに。正しょう直じきに。

　コトコトは承しょう知ちした。

　が。

「簡かん単たんに助たすけてはあげないわ。まずアンタががんばりなさい」

　と、ややこしい言いい方かたをする。

「オレがナニすればいいのニャ」

「まず、出で来きもしないテクニック重じゅう視しをやめなさい」

　ぎくっ。

「ななななんの話はなしかニャ？　オレはテクニック型がたのオトモアイルーで……」

「アンタがテクニックを語かたれるのって、せいぜい回かい復ふくミツムシを飛とばすことぐらいじゃない。攻こう撃げきはてんでダメでしょ」

　ぎくっ。

　ばれてる。

　ばれてるよ、どうしよう！

　自じ称しょう「クールな顔かお」のまま、カナトは内ない心しん冷ひや汗あせを流ながした。

「アンタには、それよりもっと得とく意いなことがあるでしょ、この口くちだけアイルー」

「口くちだけって……」

　確たしか、前まえにも言いわれたよな。「口くちだけの方ほうが向むいてる」って……。

　ん？　それって、どういう流ながれで言いわれたんだっけ？

「それから、『テトルーの秘ひ術じゅつ』を教おしえてあげるわ。それを使つかってがんばりなさい」

「……は？」

　カナトはポカンとコトコトを見みる。「テトルーの秘ひ術じゅつ」？　って、テトルー以い外がいには教おしえちゃダメなやつだろうに。

「オレを信しん頼らいしてるってことニャ？」

　信しん頼らいしてもらえるようなこと、あれからなにかあったっけ？

「どっちかってえと、めんどくさくなったから教おしえるわ」

「なんだそれ」

　ひどい言いわれようだ。

「『テトルーの秘ひ術じゅつ』とは、モンスターをオトモダチにする方ほう法ほうよ。ドスジャグラスに襲おそわれたときアタシが助たすかったのは、周しゅう囲いのジャグラスをオトモダチにして逃にがしてもらったからよ」

「え……ええ……？」

　そういや最さい初しょに森もりでキノコ採とりをしたとき、そんなことがあった。

「じゃ、いくわよ。一回かいでおぼえて、実じっ践せんしなさい」

「ちょ、ちょっと待まつニャ。オレにもジャグラスをオトモダチにしろって？」

　ジャグラスってあのジャグラス？　森もりのあちこちにいて、そばを通とおると集しゅう団だんで襲おそってくる気きの荒あらい連れん中ちゅう……！

「そうよ。黄き色いろと緑みどりの鱗うろこの暴あばれん坊ぼうよ」

「無む理り無む理り、いや、やるにしても、時じ間かんが必ひつ要ようニャ、予よ習しゅう復ふく習しゅう予よ行こう演えん習しゅう、ものごとには順じゅん番ばんがあるニャ」

「うるさいわね、腹はらをくくりなさい」

「ニコ、ニコも言いってニャ。コトコトがジャグラスをオトモダチにする方ほう法ほうを教おしえるって言いうのニャ。この土ど壇たん場ばでいきなり教おしえられて、いきなり本ほん番ばん、ジャグラスを口く説どき落おとせなんて、スパルタ過すぎるニャ」

　コトコトの言こと葉ばがわからないでいるニコに、カナトは一いっ気きに説せつ明めいして、助たすけを求もとめた。

　ジャグラスをオトモダチにする、ということに驚おどろいた顔かおをしたニコは、そのあとで強つよくうなずいた。

「大だい丈じょう夫ぶだ、カナトなら出で来きる」

「……なんで断だん言げんするのニャ？」

「僕ぼくは君きみを信しんじている」

「えっ……!?」

　カナトの口くちがぱかんと開あいた。そのまま言こと葉ばを失うしなってしまう。

　信しんじてる？　なんで？　いつもいつも、カナトは放ほう置ちされていて、いてもいなくてもかまわない、なんて様よう子すで……。

「カナトは、僕ぼくみたいな若じゃく輩はい者ものにはもったいないような、優ゆう秀しゅうで経けい験けん豊ほう富ふなオトモアイルーだからな」

　え、それ、信しんじてるの？　それはカナトが「そう見みせていた」だけで、実じっ際さいは超ちょう初しょ心しん者しゃオトモで……。

「僕ぼくはハンターとしての経けい験けんは浅あさいし、ハンマーに関かんしてはまったくの初しょ心しん者しゃだ。なのにカナトは『いいハンマーだニャ、オマエとても強つよそうだ』って声こえかけてくれて、うれしかったんだ」

　経けい験けんが浅あさい？　ハンマーは初しょ心しん者しゃ？　え？　え？　なにそれ、なんのこと？

「初しょ心しん者しゃじゃ調ちょう査さ団だんの試し験けんに合ごう格かくしないニャ？」

「ああ。試し験けんは片かた手て剣けんで受うけた。ハンターになってからずっと片かた手て剣けんを使つかっていたから」

　あのバランスの悪わるい立たち回まわりは、ハンマー初しょ心しん者しゃだったからか！　最さい初しょの一いち撃げきはちゃんと打だ撃げきを与あたえられる。でも夢む中ちゅうになると片かた手て剣けんの癖くせが出でる。

「だったらずっと片かた手て剣けんでいいニャ！　なんでハンマーにしたのニャ？」

「せっかく新しん大たい陸りくに行いくんだから、別べつの武ぶ器きに挑いどんでみたくて。僕ぼくの体たい格かくだとハンマーの方ほうがかっこいいかなって……」

　新しん大たい陸りくデビューかよ!!　オレと同おなじかよ！

「ハンマーってガード出で来きないんだな。知しらなかったよ」

　そこまで初しょ心しん者しゃか！　道どう理りでやたらとダメージをくらっていたわけだ。そういや出で会あったばかりの頃ころは、ハンマーに傷きずも汚よごれもほとんどなかったっけ……あれはスゴ腕うでだからではなく、ほとんど使つかってなかったからか……。

「ひとつずつ、極きわめていきたいんだ。片かた手て剣けんはもう、納なっ得とくいくところまで極きわめたから」

　ニコはさらりと言いう。そういえば、そういう性せい格かくだった。そして、このガンコ者ものが「極きわめた」と言いうからには、片かた手て剣けんはちゃんとスゴ腕うでなのだろう。調ちょう査さ団だんの一いち員いんになれるほどに。

　ニコから感かんじるオーラは決けっして「初しょ心しん者しゃ」のモノではない。この体たい格かく、この運うん動どう能のう力りょく……足たりないのは、ハンマーの経けい験けんだけなのだ。

「得とく意いな片かた手て剣けんでアンジャナフに挑いどむ気きは……？」

「ない」

　きっぱりと。

「ナニを子こどもみたいなことを言いってるのニャ……」

「年としが若わかいのは仕し方かたないだろう」

　ニコはすねたように言いう。

　えーと。

　年としが若わかいのは仕し方かたない……年としが若わかいのは……。

「えええ!?」

　まだ、若わかかったのか！

　この顔かおで、この体たい格かくで……夢ゆめにも思おもわなかった。

　そう、ニコとカナトは、こんな基き本ほん的てきなことすら、話はなし合あってなかったのだ。

　ひとつのことに夢む中ちゅうになってまわりが見みえなくなったり、ガンコな収しゅう集しゅう家かだったり……子こどもっぽいと思おもえるところは、本ほん当とうにまだ若わかいせいだ。

　ニコの言げん動どうで意い味み不ふ明めいだったところを、「こわい顔かおの大おお男おとこ・人じん生せい経けい験けんたっぷりのハンター」から、「一いち途ずで不ぶ器き用ような若わか者もの」に変へん換かんして考かんがえれば、答こたえ合あわせが出で来きる気きがする。

「うれしかったんだ。ニコ、って呼よんでくれて。僕ぼくは顔かおがこんなだから、あだ名なで呼よばれたことなくて」

　口くち元もとを片かた方ほうだけ凶きょう悪あくにゆがめているのは、はにかんだ笑え顔がお、なのだろう。

「アンジャナフ狩しゅ猟りょうも、カナトが『オレたちなら出で来きるニャ』って言いってくれたから、狩かるって決きめたんだ」

　調ちょう査さだけでも満まん足ぞくなハンターだったのに、今こん回かいは狩かる、絶ぜっ対たいに狩かると言いい張はっていたのは、カナトの言こと葉ばを信しんじたからか……！　今いままでのカナトへの態たい度ども、「カナトを信しんじている」「ベテランだと尊そん敬けいしている」と思おもって振ふり返かえってみれば、全ぜん部ぶ読よみ解とける……！

「ニコ……」

　カナトの胸むねにわき上あがったのは、大おおきな後こう悔かいだった。

　かわいそうすぎるニャ、オレなんかにだまされて。オレなんか、かっこつけてるだけの、なんにも出で来きないオトモアイルーなのに!!

「おお。オレに任まかせるニャ。オレはベテラン・オトモアイルーだからニャ。クールでかっこいいアイルーだからニャ。『テトルーの秘ひ術じゅつ』だって使つかいこなして、アンジャナフを狩かってやるニャ！」

　自じ分ぶんで「ベテラン」とか「クール」とか、口くちに出だすのはかっこわるい。でもそんなこと言いってる場ば合あいじゃない。

　オレはニコの期き待たいにこたえる。全ぜん力りょくでこたえる。そうすれば、ニコをだましたことにはならない。

「ベテラン……クールでかっこいい……そ、そうよね……」

　コトコトは横よこで腹はらを抱かかえて笑わらっている。くそお。カナトは拳こぶしを握にぎる。

「さあコトコト、教おしえてもらおうかニャ、その『テトルーの秘ひ術じゅつ』とやらを！」

　命いのちをかけて、かっこつけてやる！
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　アンジャナフの咆ほう哮こうが、場ばを震ふるわせる。そこにいる者ものたちを、一いっ瞬しゅん動うごけなくする。

　固かたまった身体からだを、ニコが気き合あいだけで動うごかす。筋きん肉にくがビキビキと鳴なっている。

「うおおっ」

　アンジャナフの頭とう部ぶをなぐりつける。ずっと狙ねらっているのだが、気き絶ぜつさせるには至いたらない。

　それでもよろめいたところを狙ねらって、コトコトとカナトが脚あしを攻こう撃げきする。

　アンジャナフのがんじょうな脚あしも、ついにバランスを失うしない、倒たおれた。

　ドーン！　と大おおきな音おとがする。

「チャンスニャ！」

　いっせいに襲おそいかかる。ハンターと、アイルーとテトルーと、もう一頭とうで。

　そう。オトモダチになったジャグラスだ。

　カナトは、ぶっつけ本ほん番ばんでジャグラスを仲なか間まにすることに成せい功こうした！

「やっぱオレって、実じつは天てん才さいなのかもしれないニャ。ひょっとして、過か酷こくな環かん境きょうの中なかで、秘ひめた力ちからに目め覚ざめたとか……」

「ああ、他ほかにもこのワザ使つかえるオトモアイルーいるから。アタシが教おしえたのはアンタだけだけど、この四十年ねんのうちに『森もりの虫むしかご族ぞく』のすみかへたどり着ついたアイルーは他ほかにもいるし」

　カナトの束つかの間まの夢ゆめは、コトコトに一いっ刀とう両りょう断だんされた。

　四し方ほうから攻こう撃げきされたアンジャナフは、本ほん気きで怒おこったようだ。

「グゥルァアアッ!!」

　背せ中なかに翼つばさが現あらわれ、鼻はな面づらが変へん形けいする。

　まるで、別べつのモンスターのようだ。

　頭とう部ぶの色いろも変かわっている。やけどしそうに赤あかい。

　その姿すがたで、突とっ進しんしてきた。棘とげの生はえた顎あごで地じ面めんをえぐるような、低ひくい位い置ちにターゲットを定さだめた突とっ進しんだ。巨きょ大だいなアンジャナフにとっては低ひくい位い置ち……すなわち、ハンター目めがけての。

「!!」

　ニコがバックステップで避よけ、カナトは転ころがって避よける。こちらが体たい勢せいを整ととのえる前まえに、今こん度どは火か炎えんブレスが来きた。

「あち、ちちち……」

　思おもった以い上じょうに炎ほのおが広ひろがった。

　かろうじて避よけたけれど、地じ面めんが燃もえて鼻はな先さきがちりちりする。

　攻こう撃げきが速はやい。息いきをつく間まもない。

　ただし四体たいになったため、アンジャナフの攻こう撃げきは分ぶん散さんされ、個こ々このダメージは減へった。カナトが回かい復ふくミツムシを呼よぶ時じ間かんも作つくれる。

　だが、攻こう撃げき力りょく不ぶ足そくは否いなめない。今いまのカナトたちでは、大たいしたダメージを与あたえられないのだ。

　もっとも攻こう撃げき力りょくのあるニコは、身しん体たい能のう力りょくは高たかいがハンマーの経けい験けん不ぶ足そくで攻こう撃げきにムラがある。

　身み軽がるに動うごけるのに、攻こう撃げきへ切きり替かえるのがヘタだ。斬きる攻こう撃げきと打うつ攻こう撃げきは動うごき方かたがちがう。ハンマーとしての攻こう撃げきに切きり替かえられず、よく空から振ぶるのはそのせいだ。

　ニコはいくつもの武ぶ器きを使つかいこなすような、器き用ような男おとこではない。ひとつの武ぶ器きをえんえん使つかい続つづける分ぶん、切きり替かえが難むずかしいのだろう。

　連れん続ぞく攻こう撃げきや技わざを出だせれば勝しょう機きはあるはずなのだが、それにはアンジャナフの動うごきを一いち度ど完かん全ぜんに止とめなくては無む理りだ。

　性せい格かく的てきにも技ぎ術じゅつ的てきにも安あん定ていして強つよいのはコトコトだが、テトルーなので攻こう撃げき力りょくはふるわない。もちろん、テトルーにしては格かく別べつの能のう力りょくを持もっているとは思おもうが。

　オトモダチのジャグラスは、あくまでも頭あたま数かず合あわせだ。攻こう撃げき力りょく自じ体たいはカナト程てい度どしかないだろう。

　と、カナトは冷れい静せいに分ぶん析せきする。

「どうすんのよ、このまま時じ間かんかけても、逃にげられるだけよ」

　よくしゃべるコトコトはありがたい。コトコトはいつも的てき確かくで容よう赦しゃがないので、カナトに現げん実じつを突つきつけてくれる。

　あまり時じ間かんがかかれば、逃にげられるかもしれない。モンスターにしか通とおれないところへ入はいられてしまったら、もうどうすることもできない。そうなる前まえに、狩かってしまわなくては。

「オレに考かんがえがあるニャ」

　カナトは言いう。

「ベースキャンプの方ほうへ移い動どうするニャ」

「逃にげるの？　そんなことをしても、追おってくるわよ、アンジャナフは」

　執しゅう念ねん深ぶかいモンスターだ。自じ分ぶんの縄なわ張ばりで敵てき対たいしてきたモノを、生いかしたままにはしない。

「違ちがうニャ。オレたちがどこを通とおってここまで来きたか、思おもい出だすニャ」

「どこを通とおって……？　キャンプの左ひだりにある小こ道みちを通とおって……」

「何な故ぜ、その道みちを通とおったニャ？　来くるときは川かわのある平へい地ちから行いったのに」

「だってそこにはリオレウスがいて……あ」

　回かい復ふくツユクサの生はえている平へい地ちにリオレウスがやって来くるというので、カナトたちはベースキャンプへ移い動どうしたのだ。ベースキャンプでひと休やすみしたあともリオレウスはまだそこにいて、一いっ行こうは遠とお回まわりをするしかなかった。

「ニコ、移い動どうするからオレに付ついてくるニャ」

　カナトはジャグラスの背せ中なかにまたがった。

「ああ」

　ニコは素す直なおに従したがう。ハンターがオトモアイルーの指し示じに従したがうなんておかしな話はなしだが、ニコはカナトを「人じん生せいの先せん輩ぱい」として尊そん敬けいしている。人にん間げんとアイルーなので、実じっ際さいの年ねん齢れい差さはわからないのだけど。

「ほーら、追おってきなさい！」

　コトコトがダメ押おしとばかりにアンジャナフの鼻はな先さきを斬きりつけ、ピューッと素す晴ばらしいスピードで逃にげ出だした。

「グォオオォーー！」

　大だい移い動どうがはじまった。先せん頭とうを走はしるジャグラスに乗のったカナト、身み軽がるなテトルーのコトコト、長ながい脚あしで力ちから強づよく走はしるニコ。そしてそのあとを追おう、怒いかり心しん頭とうのアンジャナフ。

　木き々ぎの間あいだを抜ぬけ、巨きょ大だいな根ねを踏ふみ越こえて、ベースキャンプ前まえの平へい地ちへ。

　普ふ段だんは草そう食しょく竜りゅうアプトノスがのんびり草くさを食はんでいる平へい和わな場ば所しょだが、今いまは違ちがう。空そらの王おう者じゃ、《火か竜りゅう》リオレウスがそのアプトノスを捕ほ食しょく中ちゅうだ。

　カナトたち一いっ行こうは、リオレウスの直ちょく前ぜんまで走はしって、直ちょっ角かくに曲まがる。まさか獲え物ものたちが突とつ然ぜん曲まがって視し界かいから消きえると思おもわなかったアンジャナフは、そのままの勢いきおいで直ちょく進しんし、リオレウスにぶち当あたった。

「ギャオオーーーー!!」

「グゥオオォーーー!!」

　二頭とうの大おお型がたモンスターはお互たがいに予よ期きせぬままぶつかり、怒いかりの咆ほう哮こうを上あげた。

「よし、行いけるニャ！」

　オトモダチ探たん検けん隊たいでの経けい験けんが役やくに立たった。ヒントになったのは、ボルボロスがジュラトドスと縄なわ張ばり争あらそいをしていたことだ。

　アンジャナフが他ほかの大おお型がたモンスターと縄なわ張ばり争あらそいをしている場ば面めんは、何なん度どか見みたことがある。凶きょう暴ぼうなアンジャナフが、たいてい大おお暴あばれしていた。

　他ほかのモンスターじゃ足たりない。もっと強つよい相あい手てでないと、アンジャナフの体たい力りょくは削けずれない。……それなら、リオレウスは？

　空そらの王おう者じゃリオレウスは、以い前ぜんの大たい陸りくでも有ゆう名めいなモンスターだ。オトモアイルーになりたてのカナトだって知しっているほどの。

「邪じゃ魔まをしないように離はなれるニャ」

　アプトノスの群むれも逃にげたあとなので、周しゅう囲いにはなにもいない。浅あさい川かわのほとりで、二頭とうの縄なわ張ばり争あらそいがはじまった！
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「すごい。カナトは、これを狙ねらっていたのか」

「さすが口くちだけの方ほうが向むいてるアイルーね」

「だからその口くちだけっての……あ」

　そうだ、思おもい出だした。

　ボルボロスを狩しゅ猟りょうした夜よるに、ベースキャンプで桜さくら丸まるとコトコトが言いっていた。

「カナトさんは前ぜん衛えいで攻こう撃げきするより、指し揮きをとる方ほうが向むいてますニャ」

「つまり、口くちだけの方ほうが向むいてると」

　カナトが得とく意いなこと。

　テクニック型がたのオトモアイルーにあこがれて、それ以い外がいは考かんがえていなかったけれど、カナト本ほん来らいの得とく意い分ぶん野や。

　なにがなんでもかっこよくありたい、という、見み栄えっ張ぱりな性せい格かくのおかげで身みについた特とく技ぎ。

　コミュニケーション能のう力りょくに長たけ、周しゅう囲いをよく見みて、その場ばで最さい善ぜんの行こう動どうを取とれること。

　口くちだけ、というと聞きこえが悪わるいけれど。

「オレは、みんなの司し令れい塔とうになれる……？」

　いや、今いまはぼんやり考かんがえ込こんでいる場ば合あいじゃない。カナトはリオレウスＶＳバーサスアンジャナフに集しゅう中ちゅうした。

　リオレウスは翼つばさを使つかって体たい勢せいを立たて直なおし、かぎ爪づめで攻こう撃げき、飛とべないアンジャナフはたくましい後うしろ脚あしで身体からだを支ささえ、空くう中ちゅうのリオレウスに向むかって頭あたまを突つき上あげる。

　攻こう守しゅはめまぐるしく入いれ替かわり、水みずしぶきが上あがり、大だい地ちが揺ゆれる。

　このまま決けっ着ちゃくが付つくまでやりあうのかと思おもったが、不ふ意いにアンジャナフが動うごいた。リオレウスを残のこしたまま、元もと来きた方ほう向こうへ走はしり出だした。

「逃にげたニャ」

「敵かなわないと思おもったのね」

「仕し方かたないニャ、相あい手て、空そら飛とぶし。……追おうのニャ！」

　気きの立たっているリオレウスを避さけて、アンジャナフを追おう。逃にげ出だしたくらいだから、かなりのダメージを受うけているはず。

「見み失うしないたくないから、追おいついたところで攻こう撃げきするニャ。コトコトは攻こう撃げき自じ体たいより、走はしり回まわって混こん乱らんさせるのニャ。ニコは落おち着ついて攻こう撃げきを当あてるのニャ。真ま正しょう面めんから渡わたり合あいたいのはわかるけど、今いまは頭あたまだけにこだわらず、確かく実じつに当あてることを考かんがえるのニャ」

「わかったわ」

「ああ」

「ジャグラスは自じ由ゆうに動うごいてくれていいニャ。期き待たいしてるニャ」

「ギャオ」

　仲なか間またちのスペックに合あわせた指し示じを出だす。

　攻こう撃げき力りょくの低ひくいコトコトにはいっそ、スピードに特とっ化かしてもらった方ほうがいいだろう。ニコを盾たてにしたノアとは違ちがう。コトコトの場ば合あい、逃にげ脚あしに集しゅう中ちゅうした方ほうがダメージをくらう危き険けん性せいが減へる。

　反はん対たいに、攻こう撃げきはニコに任まかせる。当あたれば効こう果かは大おおきいのだ、当あたれば。アンジャナフが走はしり回まわる小ちいさなコトコトに気きを取とられていれば、隙すきが出で来きるはず。

「……って、オレが指し示じ出だして良よかったのかニャ」

　なんかえらそう？　分ぶん不ふ相そう応おう？　カナトは仲なか間またちの顔かおを見みる。

「なにを今いまさら。アンタ、『冷れい静せいな参さん謀ぼう』なんでしょ」

　コトコトが笑わらって言いう。

「僕ぼくは、カナトを信しんじている。カナトの指し示じに従したがう」

　ニコは目めをギラギラさせたおそろしい顔かおで言いう。……たぶん、瞳ひとみをキラキラさせた、信しん頼らいの顔かおだ。うん、たぶん。

「ギャオ」

　ジャグラスも鳴ないた。

　オレは、みんなの司し令れい塔とうになれる……？　パワーはないし、目め指ざしていたテクニシャンにもなれそうにないけど。

　それでもオレは。

　オレは。

「…………よし。アンジャナフを狩かるのニャ!!」

「おう！」

　仲なか間またちは、カナトの声こえに気き合あいの声こえを返かえす。

　……やばい、なんか泣なきそうだ。まだまだこれからなのに。

　オレはただ、オレのできることをやって……オレが、オレであるだけなのに。

　オレを、信しんじてくれるって。

「うおおおおーーー！」

　泣なくわけにはいかないから、カナトは吠ほえた。







[image: ]

「ほーら、通とおせんぼよ～～」

　脚あしの速はやいコトコトが、いちばん先さきにアンジャナフを追おい越こし、前まえを横よこ切ぎることで脚あしを止とめさせた。

　アンジャナフは目めの前まえのコトコトに、足あし蹴げりを放はなった。巨きょ体たいを支ささえる二本ほんの脚あしの、さらに片かた方ほうを浮うかせて蹴けってくるのだから、なんというバランス感かん覚かくだ。

　ニコはその残のこった軸じく足あしに向むかってハンマーを振ふりかぶったが、すぐに動うごかれたので攻こう撃げきは胴どうに当あたった。連れん続ぞくして攻こう撃げきしたが、二発はつ目めは当あたらない。

「時じ間かんはあるニャ。逃にがさず、削けずり続つづけるニャ」

　カナトが指し揮きをとる。

「コトコト、できるだけアンジャナフの前まえへ、見みえる場ば所しょを走はしるニャ。ニコ、後うしろへ回まわるのニャ」

　仲なか間またちの動うごきとアンジャナフの動うごきを見みつめ、その都つ度ど指し示じを出だす。

　アンジャナフの堅かたい体たい表ひょうに傷きずが付つき、あちこち鱗うろこがはがれている。やはり、リオレウスとの縄なわ張ばり争あらそいはかなり効きいたらしい。

　特とくに、後うしろ半はん身しんに傷きずが多おおい。空そらを飛とべるリオレウスに、背はい後ごから襲おそわれていたためだろう。

　カナトは、振ふり回まわされるアンジャナフの尻しっ尾ぽを目めで追おった。

　モンスター図ず鑑かんに書かき込こむために、いろんな部ぶ位いの情じょう報ほうが欲ほしい、って言いってたっけ。

　尻しっ尾ぽを切せつ断だん出で来きたら、ニコは喜よろこぶかニャ……？

　カナトの役やく目めは、指し揮きと回かい復ふくだ。自じ分ぶんの仕し事ごとは第だい一いちにやる。その上うえで、……狙ねらってもいいよな。

「ええいっ」

　尻しっ尾ぽを狙ねらって、ブーメランを投なげる。近ちかづいて武ぶ器きでなぐる。尻しっ尾ぽを振ふり回まわされれば逃にげる。

　よく見みろ。尻しっ尾ぽは武ぶ器きだけれど、ハンターやアイルーたちのような「持もつ」武ぶ器きじゃない。「身体からだのいちばん端はじの一いち部ぶ分ぶん」でもあるんだ。つまり、武ぶ器きとして使し用ようしないときは、いちばん油ゆ断だんして垂たれているところ。

　狙ねらうのは、そのときだ。

　コトコトに翻ほん弄ろうされ、ニコに攻こう撃げきされ、ふと尻しっ尾ぽへの意い識しきが消きえる瞬しゅん間かん。それが、カナトへの合あい図ずだ。走はしれ、跳とべ、打うて!!　距きょ離りがあるならブーメランだ!!

　手て応ごたえがあった。

　アンジャナフが前まえへつんのめる。尻しっ尾ぽだけを残のこして。

「やったニャ！」

　尻しっ尾ぽが斬きれた！

　前まえへ倒たおれ込こんだアンジャナフの頭とう部ぶに、ニコのハンマーが振ふり下おろされた。続つづけて二撃げき目め、回かい転てんして、三撃げき目め！

　重おもい音おとがした。なにかが砕くだける音おとだ。

「やった！」

　トサカのように突つき出でていた鼻び骨こつが壊こわれた。

「なによアンタたち、ふたりして」

　アンジャナフは身みを起おこすと反はん撃げきに……出でず、そのまま移い動どうをはじめた。脚あしを引ひきずっている。

「逃にがすニャ！」

　カナトたちが追おっていける巣すで眠ねむるならいいが、探たん索さく中ちゅうに出で会あうモンスターの多おおくは追おいかけられないところへ身みを隠かくし、二に度どと出で会あえなくなる。

　身み軽がるなコトコトが進しん路ろをさえぎっても、無む視しして進すすんでいく。

　走はしりながらだと、ニコの攻こう撃げき精せい度どは落おちる。

「全ぜん員いん攻こう撃げきニャ！　とにかく当あてろ！」

「ぅおるあぁ～～！」

　叫さけんで斬きりかかるのはコトコトだ。見みていて引ひくくらい、激はげしい。もしもコトコトが人にん間げんに生うまれていたら、さぞスゴ腕うでのハンターになったことだと思おもう。

「当あたれ！」

　ニコは空から振ぶりしてもすかさず次つぎの攻こう撃げきに移うつる。覇は気きはみなぎっている。

　ジャグラスも跳とび回まわり噛かみ付つきまくっている。

　アンジャナフは止とまらない。脚あしを引ひきずっていても、ズンズン進すすむ。

　どうする、罠わなを使つかうか。でも、ヘタなところに設せっ置ちして、スルーされたら意い味みがない。そんなことに割さく時じ間かんがあれば、全ぜん員いん攻こう撃げきを続つづけた方ほうがいいかも？

　迷まようカナトは一いっ瞬しゅんアンジャナフから意い識しきを外はずしてしまった。

　それを見み透すかすかのように、アンジャナフが消きえた。

「え？」

　逃にがした？　でも、こんなに突とつ然ぜん、どうやって!?

「カナト！」

「上うえよ!!」

　ニコとコトコトの声こえがした。

　上うえ？

　なにを考かんがえるヒマもなく、上うえを向むく。




　そこに、アンジャナフがいた。




　アンジャナフは跳ちょう躍やくしていた。飛とぶための翼つばさを持もたない地ちを走はしる大おお型がたモンスターが、宙ちゅうを舞まっていた。

「う、わあああっ」

　真ま上うえからアンジャナフが襲おそってくる！

　降ふってくる！

　まさかの跳とび蹴げりだ。

　片かた脚あし立だちでキックが出で来きるほど強つよいバネを有ゆうするアンジャナフは、大おおきくジャンプしてカナトへ蹴けりを放はなってきた。

　一匹ぴきだけ後こう方ほうにいたカナトは、まさか自じ分ぶんが狙ねらわれるとは思おもっていなかった。

　油ゆ断だんした。

　とっさになにか出で来きるほど、カナトの反はん射しゃ神しん経けいはすぐれていない。

　……ダメだ。

　目めを閉とじる。

　アンジャナフの鋭するどい爪つめと、その体たい重じゅうのすべてを受うけることになる。そう絶ぜつ望ぼうしての、逃とう避ひだった。

　だが。

「なにやってんのよ!!」

　衝しょう撃げきは上うえからではなく、横よこから来きた。

「ぶわっ!!」

　なぐられた。

　横よこ面つらを、力ちからいっぱい。

　身体からだが真ま横よこに吹ふっ飛とぶほど。

　ズザザザァーーッ、という重おもい音おとと、さらにズドンズドンと大おおきな音おとがする。地じ面めんが揺ゆれる。

「いたた……」

　なにがなんだか。

　目めの前まえをチカチカとぶ星ほしを頭あたまを振ふって追おい払はらい、なんとか起おき上あがろうとした。

「なにのんきに寝ねてんのよ、さっさと起おきなさい！」

　コトコトだった。

「なにもあんなに、力ちからいっぱいなぐらなくても……」

「命いのちの恩おん人じんよ、感かん謝しゃなさい」

「もう少すこしやさしい助たすけ方かたをしてくれても……」

「感かん謝しゃは？」

「……アリガトウゴザイマス」

　コトコトにはかなわない。

　アンジャナフはニコに向むかって突とっ進しんと噛かみ付つき攻こう撃げきをしている。たぶん、ニコがアンジャナフの注ちゅう意いを引ひきつけてくれたのだ。

「もう弱よわってると思おもったのにニャ」

　脚あしを引ひきずって逃にげ出だしたから、もうちょっとで狩かれると思おもった。

「弱よわってるのは確たしかみたいね」

　アンジャナフは疲つかれて荒あらい息いきをしている。

　どんなに弱よわっていても、性せい質しつのどう猛もうさが薄うすれることはないのだろう。

「また逃にげ出だしたわ！」

「追おうのニャ！」

　アンジャナフは脚あしを引ひきずりながらしばらく進すすんだが、不ふ意いに立たち止どまった。

　またジャンプ攻こう撃げきをしてくるのかと身みがまえたが、そうではなかった。

　アンジャナフはその場ばで、地じ面めんに穴あなを掘ほるような動どう作さをした。まさか、この下したにモンスターしか通とおれない道みちがあるのか？

　逃にげられる！

「全ぜん員いん攻こう撃げきニャ！　体たい力りょく温おん存ぞんは考かんがえるな、連れん打だニャ！」

　ニコもコトコトも、そしてジャグラスも、最さい後ごとばかりに攻こう撃げきした。だが、アンジャナフは揺ゆるがずに地じ面めんを掘ほる。

「くっそ～～！」

　カナトも攻こう撃げきする。この狩しゅ猟りょうのために新あたらしく作つくった打だ撃げき武ぶ器きだ。

　自じ分ぶんのパワーのなさがもどかしい。当あたりの軽かるさで、効きいていないことがわかるのだ。

「これでどうニャ！」

　わざといったん離はなれて、走はしり込こんでの渾こん身しんの一いち撃げきだ！

　地じ面めんを掘ほっていたアンジャナフの頭あたまは、おあつらえ向むきに低ひくいところにあった。




　ボカッ!!




　当あたりどころが良よかったのか、手て応ごたえが返かえった。

　アンジャナフの動うごきが止とまった。

[image: ]




　そして。

　アンジャナフが倒たおれた。

　ずうぅ……ん、と地じ面めんが鳴なる。




「ニャ？」

「まさか……」

「終おわった……？」

　アンジャナフは動うごかない。

「……オレか？　オレの一いち撃げきで、アンジャナフを……!?」

　声こえが震ふるえた。

　手ても震ふるえている。

　こんなことってあるのか！

　相そう当とう弱よわっていて、たまたまカナトの一いち撃げきで倒たおれたにしろ……間ま違ちがいなく、カナトの攻こう撃げきで、アンジャナフが!!

　ああ、なんてことだ……カナトの脳のう裏りに、これまでの出で来き事ごとが次つぎ々つぎと思おもい出だされる。つらかったこと、がんばり続つづけたこと、仲なか間またちの笑え顔がおとはげまし……。

「ちょっと。感かん動どうしてるとこ悪わるいんだけど」

　冷れい静せいを通とおり越こして冷つめたいコトコトの声こえがして、カナトは感かん動どうのうずから現げん実じつに引ひき戻もどされた。

「寝ねてるわ」

「……へ？」

　狩しゅ猟りょう出で来きたのではない。

　アンジャナフは、眠ねむっていた。

　すやすやと。

「え……え～～？」

　カナトは脱だつ力りょくした。

　チガウの？　オレが倒たおしたんじゃないのニャ？

　……そりゃそうか。カナトのへなちょこ攻こう撃げきで、アンジャナフが事こと切きれるはずもない。

　それにしても、なんだこれ。

「何な故ぜこのタイミングで寝ねるのニャ？　そりゃ疲つかれてたろうけど」

「罠わなを張はったわけじゃ……」

「ないわねえ。なにもないとこで、突とつ然ぜん寝ねちゃったわよ、コイツ」

　理り由ゆうがわからないと、これ以い上じょう手てを出だしにくい。

「あ」

　ニコが声こえを上あげた。

「カナト、その武ぶ器きって」

「ニャ？」

　カナトは言いわれてはじめて、自じ分ぶんの新あたらしい武ぶ器きの基き本ほん性せい能のうを思おもい出だす。

「……そういやコレ、睡すい眠みん属ぞく性せい武ぶ器きニャ……」

　忘わすれてた。というか、わずかばかりの属ぞく性せい付ふ与よなんて、効きき目めは気き休やすめにもならないと思おもっていた。

「アンタね～～。参さん謀ぼうが聞きいてあきれるわ」

「ごめんニャ、マジ忘わすれてたニャ」

　原げん因いんがわかったのだから、これは有ゆう効こう活かつ用ようするべきだ。このまま捕ほ獲かくすれば狩しゅ猟りょう完かん了りょうだ。

「カナト。僕ぼくに止とどめを刺ささせてくれないか？　まだ一いち度ども決きまったことがない、大おお技わざを試ためしてみたい」

　ニコが言いう。彼かれらしくない、こわくない、力りきみすぎない顔かおをしていた。

　顔かおで誤ご解かいされがちだが、ニコは穏おだやかでひかえ目めな性せい格かくだ。ちまちま収しゅう集しゅうして図ず鑑かんの空くう白はくを埋うめることに喜よろこびを感かんじるタイプなのだ。そのニコが、こんなことを言いい出だすのはめずらしい。

　コトコトは「どうぞ」と判はん断だんをカナトに任まかせた。

　カナトはコトコトを見み、ニコを見み上あげて……うなずいた。

「好すきにするニャ。ニコは、オレのハンターさんニャ」

「ありがとう」

　ニコは怒おこったように顔かおをゆがめると、ハンマーを抱かかえて少すこし移い動どうした。わざわざ斜しゃ面めんを登のぼり、そこから勢いきおいをつけて攻こう撃げきする。

　ニコの巨きょ体たいがすべるように動うごき、振ふり上あげたハンマーの重おもみで身体からだごと回かい転てんした。車しゃ輪りんのように!!

「ええっ？」

「なに、すごい！」

　ほんとうに、すごかった。動うごかない相あい手てになら、こんな攻こう撃げきが出で来きるのか……！

　ほんとうに。

　当あたれば、すごかった……。

「うっわーーっ」

　ニコは華か麗れいに、空から振ぶった。

　途と中ちゅうでバランスを崩くずし、アンジャナフに当あたる前まえに落おちた。べしゃりと。

「基き本ほんのコンボも出で来きない初しょ心しん者しゃが、なんでそんな大おお技わざをやろうとするのニャ……」

　冷れい静せいに考かんがえれば、わかる。無む理りだろそれ。

「す、すまない……練れん習しゅうしたんだけどな……」

「基き本ほんの練れん習しゅうするニャ」

「うん。でも、こっちの方ほうがかっこいいし……」

「子こどもか！」

　……まだ若わかかったっけ、コイツ。

　自じ分ぶんの実じつ力りょく関かん係けいナシに、かっこいいのが好すきだなんて、ニコとカナトは似にているのかもしれない。ニコは素す直なおでカナトはめんどくさい性せい格かくだけど。

「ねえちょっと、わかってる？　そんなことやってる場ば合あいじゃないって」

　ムカついていることを隠かくさないコトコトの後うしろで、さらにムカついているものが、のっそりと頭あたまを上あげていた。

　アンジャナフだ。さすがに、起おきた。起おきてしまった。

「仕し切きり直なおしニャ、全ぜん員いん攻こう撃げき！」

「おおっ」

「もおーっ、なにやってんのよーー!!」

　少すこし眠ねむったからか、アンジャナフは逃にげるのはやめたようだ。またニコたちへ向むかってくる。

「時じ間かんを稼かせぐニャ！」

　ニコたちに指し示じを出だし、その間あいだにカナトはシビレ罠わなを仕し掛かけた。

　さっきアンジャナフが地じ面めんを掘ほって逃にげようとした場ば所しょだ。ここなら確かく実じつにアンジャナフがやって来くる。

「ニコ、同おなじ失しっ敗ぱいはしないニャ？」

　シビレ罠わなの横よこに立たって、ニコへ声こえをかける。それだけで、ニコには通つうじたようだ。力ちから強づよくうなずき返かえしてきた。

　アンジャナフはニコたちを追おうのをやめ、カナトがいる方ほうへやって来きた。地じ面めんの下したへ逃にげるつもりだ。だがそこには、罠わながある！

「グゥアオオォォ！」

　シビレ罠わなにかかり、アンジャナフの動うごきが止とまった。

「よし、かっこつけてみせるのニャ！」

　カナトが叫さけぶ。

　カナトのハンターに向むかって。

「うおおおおっ!!」

　ニコも吠ほえる。

　車しゃ輪りんのように回かい転てんしたニコの巨きょ体たいが、動うごけないアンジャナフに向むかって跳とんだ。




　ドゴォォッ!!




　ニコのハンマーが、アンジャナフに命めい中ちゅうした！




　そしてアンジャナフは、ゆっくりと倒たおれた。もう起おき上あがることはない。

「やったニャ！」

　狩しゅ猟りょう成せい功こうだ。

　かっこいい。やっぱりかっこいいよ、オレのハンターさん。

　カナトは思おもう。

　ニコのオトモアイルーでよかった。
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「ボクも見みたかったですニャ、『テトルーの秘ひ術じゅつ』！」

　桜さくら丸まるが素す直なおな声こえを上あげる。

「んじゃ教おしえてあげるわよ」

　コトコトがあっさり言いう。

「ええっ、いいんですかニャ!?　テトルー以い外がいには本ほん当とうに信しん頼らいした相あい手てにしか教おしえちゃいけないんでしょ？」

「ああソレ、でまかせだから」

「はぁっ!?」

　声こえを上あげたのは、カナトだ。

「ちょっと待まつニャ、なにがでまかせ？」

「だから、『テトルーの秘ひ術じゅつ』よ。モンスターとオトモダチになるのは、確たしかにアタシたちテトルーの技わざだけど、秘ひ術じゅつなんて呼よばれてないわよ。からかっただけ」

　そんな……。あれほどもったいをつけて、思おもわせぶりに言いっておいて。

　たしかに、「秘ひ術じゅつ」というわりに、カナトにも簡かん単たんに出で来きてしまったけど。オトモダチになったジャグラスとはあのあと平へい和わに別わかれたし、最さい初しょから最さい後ごまで、なんかまったくもって大たい変へんじゃなかったけど。

「だって誰だれかさんが、オトモアイルー仲なか間まと一いっ緒しょになるなり、突とつ然ぜん顔かおつき変かわって、『オレ、クールです！』って顔かおするんだもん。ハンターさんに置おいて行いかれてしょぼくれてたくせに」

　えーと？　それって誰だれのことですかニャ？　……オレのことだよな。

　そういえば、コトコトと最さい初しょに会あったときって、「同おなじ獣じゅう人じん族ぞく同どう士し、親しん交こうを深ふかめるといい」ってテトルーのすみかに置おいて行いかれたんだ。オマエなんかいらない、と言いわれているみたいだと、カナトは弱よわ気きになっていた。

　最さい初しょからコトコトには素すの顔かおを見みられていたわけだ。なのにそのあと桜さくら丸まるに会あって、カナトはいつもの「クール」「ベテラン・オトモアイルー」の顔かおになった。

　それでコトコトは、なにか言いいたげにカナトを見みていたのか。「このええかっこしい」とか「嘘うそつき、ヘタレのくせに」とか思おもって？

「うああ……」

　カナトは頭あたまを抱かかえる。

「？　なんの話はなしですかニャ？」

　善ぜん良りょうな桜さくら丸まるは、疑うたがいもせず首くびをかしげている。

　三匹びきはまた、大おお蟻あり塚づかの荒あれ地ちへ来きていた。オトモダチ探たん検けん隊たいの「コトコト探たん索さく隊たい」としてだ。

「ま、ええかっこしいで嘘うそつきのヘタレでも、仲なか間まを見み捨すてたりしないヤツだってわかったから、いいんだけどね。命いのちの危き機きが迫せまったとき、その生いき物ものの本ほん質しつが見みえるもの」

　ほめられてるんだか、オトされてるんだか。まったくもってコトコトは容よう赦しゃない。

「そういえば最さい初しょから大おお騒さわぎでしたニャ、コトコトさん、ドスジャグラスに引ひきずられていって」

「なつかしいわねー」

　三匹びきはお揃そろいのスカーフを巻まいている。コトコトが赤あか、カナトが青あお、桜さくら丸まるが黄き色いろの、色いろ違ちがいだ。「コトコト探たん索さく隊たい」という文も字じの刺し繍しゅう入いり。用よう意いしたのは桜さくら丸まるだ。彼かれはオトモダチ探たん検けん隊たいに積せっ極きょく的てきだ。ちなみに、ノアとはまだケンカ中ちゅうでろくに口くちもきいていないとか。

「そろそろノアの方ほうから折おれてくるはずですニャ。たいていボクが怒おこって口くちきかなくなって、さびしんぼのアイツからご機き嫌げん取とりしてくるんですニャ」

「早はやいとこ仲なか直なおりするニャ。そのさびしんぼがニコにちょっかい出だしてきて困こまるニャ」

「アイツ友ともだちいませんからニャ。あ、そうだ、他ほかのハンターさんの名めい誉よのためにも言いっておかないと。ノアがニコラスさんを盾たてにしてアンジャナフ狩しゅ猟りょうに行いこう、って他ほかのハンターさんたちに声こえ掛かけたんですが、みんな断ことわってますニャ。調ちょう査さ団だんには、そんなひきょうな提てい案あんされて話はなしに乗のる人ひとはいませんニャ」

　そしてニコは、ノアになにを言いわれてもなにをされても、あまり気きにしていない。五期き団だんでもいちばん年としが若わかいことを自じ覚かくしているため、すべてのハンターへ敬けい意いを持もっているのだ。外がい見けんに大おお物もの感かんがあるためわかりにくいが、ニコは真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正ただしい。

　そういやノアが「えっ、ニコラスってオレより年とし下したなの!?」ってびびってたなあ……。

「そんなノアのオトモ、桜さくら丸まるもよくやってるよニャ」

「ほんっと、よくやってますニャ。アイツにはもっと感かん謝しゃしてもらわないと。……禍まが々まがしい布ぬのって、今こん回かいも手てに入はいりますかニャ？　ノアが欲ほしがってたから、持もって帰かえれるといいニャ。ソレで作つくれる防ぼう具ぐの一いっ式しき、アイツ似に合あいそうだし」

「なんやかんや言いって、仲なか良よしよね」

「仲なか良よくないですニャ、ほんとうちのハンターはクズで。カナトさんがうらやましいですニャ」

「お、おう……」

　ニコもいろいろと問もん題だいはあるけどな。基き本ほん的てきにアイツ、すっごく子こどもニャ……あの外がい見けんで。

　そしてなにより、カナト自じ身しんが、問もん題だい山やま積づみだ。

「さて、早はやいとこモンスターの素そ材ざいをゲットするニャ。経けい験けん値ちは多おおければ多おおいほどいいニャ。失しっ敗ぱいも困こん難なんも、全ぜん部ぶ自じ分ぶんのためになるのニャ」

　カナトはクールにキリリと言いう。

　カナトの切せつ実じつな目もく標ひょうは、「ニコに頼たよりにされる、強つよいオトモアイルーになる」こと。

　いや、すでに頼たよりにされているから、「誤ご解かいだとばれないうちに、本ほん当とうに強つよくなる」こと。ばれたらかっこうがつかない。切せつ実じつだ。ほんとうに、切せつ実じつだ。

　オトモダチ探たん検けん隊たいで腕うでを磨みがかなければ。

「カッコつけ命いのちのアイルーって大たい変へんよね」

　コトコトは相あい変かわらず辛しん辣らつで。

「？　誰だれのことですニャ？」

　桜さくら丸まるは相あい変かわらず善ぜん良りょうだ。

「桜さくら丸まる、オマエほんとにいいヤツニャ。どうかずっと、そのままでいてニャ」

「あ、カッコつけてるって、カナトさんのことですかニャ？　カナトさんはかっこいいですニャ。命いのち懸がけでカッコつけてるところが、かわい……かっこいいですニャ」

「ちょっと待まて。今いまオマエさらっとナニを言いったニャ!?」

　どこまで見み抜ぬいてて、どこまでが天てん然ねん!?

「えへ」

「かわいく笑わらってごまかすニャ」

「ほらほら、ムキにならないの、かっこわるいわよ」




　仲なか間まに見み透すかされているのは、かっこわるいけど、そんな風ふうにかっこわるいところを知しられてなお仲なか間まであるというのはつまり。




「信しん頼らいの証あかしってやつだニャ」




　カナトはかっこつけて、つぶやいた。それが、カナトだからだ。



















モンスターハンター：ワールド オトモダチ調ちょう査さ団だん








作さく　相あい坂さかゆうひ

絵え　貞さだ松まつ龍りゅう壱いち





角川つばさ文庫





2018年12月15日　発行





©Yuhi Aisaka 2018

©CAPCOM CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『モンスターハンター：ワールド オトモダチ調査団』

2018年12月15日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）












相坂ゆうひ／作
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装丁　ムシカゴグラフィクス












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012.jpg
VNV VIV VYV IVVV VYV VIV VY VVY VY VNV VWV

H2 . RV

B 0 BEFRULXNFTINK

A AN A LATA A A AN ATA A AAAATL AN LN A A AN AAA A AL DLAANA






OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0016.jpg
VN VNY VIV VYV I VVV VYV VYV VY VVY VY VWV VW

M2 RV 5

B 0 ER— MLm=

A ATRA A LA A A AN AL A AAAATL A DN A A AN AAA A AN DLAANA






OEBPS/Images/embed0014.jpg
VNN VIV VYV I VVV VYV VYV VYV VVY VY VNV VW

me

5 < _T.Pb.lm e

A ATRA AL ATA A A AL ATA A AAAATL AN DN A A AN AAA A AL DLAAN A






cover.jpeg
SN DESTELE e T )

g
T Y S ""4‘,’
e






OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg
VN VNY VIV VOV I VVV VIV VYV VVY VY VNV VW

av. R

B N AR SREMI

A ATRA AN AL AR AAA A A A AAAATALA A AN LA ATA AAA A AN AAAA






OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
\K&
)

7
<

:
é[} /
#

\
jFo

=

,74’/”
2

L4

N

e






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
A S
\

o
=,
A






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006.jpg
VNNV VYV VYV I VVV VYV VYV VYV VVY VY VNV VW

B ~ {IPESHEC

A RA A LA AR AU AT A A A AATL D AN A A AA AAA AL ALADNDLA AN A






OEBPS/Images/embed0004.jpg
V'V NV VIV VV IV VOV VYOV VOV VVY VY VNV VW

£ NOO—0]

AARA A LA A A AL ATA A AAAATL A DN A A AN AAA DAL DNAAA






OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

i<hp5 4

(EHE) A L

7> TvF I8

BATE L»anmm\ Bl 5=}
ITHRARVENAL.
I3 EE
JEF'C BHDER,
TS FE

oLk Lo
#. RrR

AL

50534 FABL

JIEVAIBIT.
?‘#BJ:WZ':EE
ol cRETS.

vvvvvv

AAAAAA

’b»; /)
<) ey
UALDA

TRTDONEZ—TBEDD
B5Ue

BhonsZnTE,
By xpRTLATRET B,

BHICOZAT
BLproTLB.

BBHR EXLIFIY

REDRERE,

7.|Ulu‘]il]1
B<Randic.
5&3%8504< tabhg?lf‘

BREHLRERES
aubLT<s,





OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0031.jpg
VNN VIV VNI VVV VYV VVYIY VYV VY VVY VY VNV VWV

2 Hin, M2 D%IN

u@ - AM.__;M"._I Aﬂ/____u :ﬂ*l'.

A AN AL ATA A A AN AL A AAAATL AL N A A AN AAA A AL DLAA A






OEBPS/Images/embed0035.jpg
VNV VYV VYV I VVV VYV VYOV VYV VVY VY VNNV VW

B HUO—-Q

AATRA A LA A A AL ATA A AAAATL AN DN A A AN AAA A AL DLAAA






OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033.jpg
VNNV VIV VIV I VVV VYV VYOV VYV VVY VY VNV VW

D8 N

N 2RQ AANFRNEE=:

BARA A LA AR AU AT A A A AATL A LN A A AT AAA AL ALADNDLAANA






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0029.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
L&S. h

CF¥rS599—-1

Lo L& LARWDL
ZASRE—HEICHRBEAPOTEL
ANETAN—,

Lo L& LA LY
NTFFUDESTVT. RiZPLE,

25Ls3 3 F

BHr=al. K\ra—., R
L <5 BT

N3 —, BOT. LWOHEROE

Vs5043

KIBRFELTNBH 7

SPELL
ARETAN—, Nos—, REE, FATNS.
z£s7, BRI T BORNITHD
E<ERE FRL—,

O4> AL TV,





OEBPS/Images/embed0036_HD.jpg
T Aulge7 K
$FT3
5351 ¥ TE
%ir?;od N4
®EIDNHS R
LLBTA y?
§ F
\ i S
%ggbb‘\i 7l
SBT3 =5/
54087k %
EpS7E ik
ALt 5
¥ s [
& ,Ilé

A
W 5 7 i

M

CuUISER

‘SCAPCOM CO. LTD, ALL RIGHTS RESERVED.

0FIC1E, BEpHEIEOFAREEELT,
HiEERD. CO[EiED] DiE

EEBNTIS, FRENEED TSI

LATIDS T pedi &

[§i KRR | DX ) T,
FREPAIV—DAF FENII—DZOS52H

SHEIELTHARO#R NEPSTETE,
L AFhE=aT N ﬁ’g}sg
KUEVRH—( JvF Il lbNT!?

ARGY —LIEYAI—I\YH— T—ILKI N
Al Xmei G oTEin





OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
JOo0—4
TGN
slEnfEs
BRERRAT ISR
FL—DE?

fch &L el

k! JrarERB

83 Bb OH sn 5 feh Fh

KiIgFO3mit % Hrig !

Bl [£3-)

HORNATEEbHHE?
IND—EAETIV—

OEYE—TIFRAI?

BrsIcti-T %nat:t






OEBPS/Images/embed0024.jpg
VNN VIV VOV IVVV VYV VYV VYV VVY VY VNV VW

B 0 SA_—URLERYR—

AATRA AN ATA AR AAAN A A A A A AAALA A AN A ATA AAA A AL AAAA






OEBPS/Images/embed0021.jpg
VNV VIV VVIVVV VYV VYOV VYV VVY VY VNNV VW

Hoin

B~ EOHR SRV RIDE:

BB RA A LA AR A KA M A A A AATL D LAN A A AA AAA AL ADNDLAANA






OEBPS/Images/embed0028.jpg
VNV VIV VNI VVV VYV VYV VY VVY VY VNV VWV

i

B 2 WMIODUIBOVRENLINI

A ATRA AL ATA A A AN AL A AAAATL AN LN A A AN AAA A AL DLAAA






OEBPS/Images/embed0026.jpg
VUV NV VAV V VIV VYV VYV VYV VYV VVY VY ¥V VY VW

o D8 a%ipn

B0 HUDV | BIVEESCS:

A AN AL ATA A A AL AL A AAAATL A LN A A AN AAA A AL DAAAN A





OEBPS/Images/embed0018.jpg
VNV VIV VNI VVVVVVYIY VYV VYNV VY VNV VWV

8. B8O DA (o1 H2 b2

B © KERCIzDwKE—

A ATRA A LA A A AN ATA A AAAATL A DN A A AN AAA A AL DLAAN A






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
EU29=-I\U5=7=|bk
# NS FRED

*EiJiKDDO i3
SfEES -8

h ViillliolEeenva:y 4





